
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ

宝石を愛した少女の話

宝石に愛された少女の話

エピローグ

特別短編

小夜

暇人たちのヴィーアルトン市







プロローグ




　クルーロルおとうさんなんて、大っ嫌いです――

　大っ嫌いです――

　だいっきらいです――

「引退したい」

「まだお若いですよ」

　応接室で背を丸め、膝を抱えるクルーロルに、隣に座った妻マリアは苦笑いでそう言った。

　預かっている少女クリューが怒り、応接室を飛び出してからどれだけ経たったか。気を遣った使用人が、クルーロルの意気消沈の様子をマリアに伝え、様子を見に来たのだった。

　こんな気分になったのはいつぶりだろう、とクルーロルは考える。

　そうだ、マリアに結婚を申し込んで断られたとき以来だ。何十年も前のこと、一世一代の勇気を出して花と指輪を差し出したら「あなたには私はふさわしくない」「もっといい人を見つけてちょうだい」と断られ、打ちのめされて、当時住んでいた部屋に三日ほど閉じこもった。三日間何をする気にもなれず、ただ部屋の角に話しかけ続け、三日目に救急と警察を呼ばれた。古い思い出だ。

　そして今。顔を真っ赤にしたクリューの声が、耳の奥で何度も響く。

　あのときと同じような胸の痛み。

「私は、あの子のことをまったくわかってやれていなかった。私には、人の上に立つ資格がない」

「昔から頑固なわりに、変なところで繊細なんですから。まったくもう」

　捻ひねくれ者の養娘むすめたちに、石頭だの狸たぬきだのと言われたところで痛くも痒かゆくもない。しかし、あの子は違う。

　子供なりに、知ろうとする姿。真っ直すぐに前を見て、頑張る姿。迷い、悩み、それでも正しくあろうとする姿。クルーロルが深く関わってきた若者二人のどちらとも違うタイプで、純粋で、できる限りあの子の力になってやりたいと思った。

　だというのに。学生の頃から世話をしてきた、ある意味で息子のようにも思っていた宝石商が、あの子に暴力を振るっていたと告白してきたことで、頭に血が上った。あれに対する失望と、同時にあの子のためになる最善の手を打ったつもりでいた。

　しかし。あの子にはそれは、衝撃の話だったらしい。

　嫌いだと叫んだのは、突然のことに動揺しただけだったのかもしれない。それでも、クルーロルの胸を打つには充分すぎる言葉だった。だが自分はあの子のためを思って――安心させようと思って――よかれと思って――いろいろ想おもいを巡らせたところで、出てくる言葉は、

「引退したい」

「もうしばらく頑張ってくださいな」

　マリアの手が、肩に触れる。

「きっとクリューさんも、驚いてしまったんですよ。一人で頑張って遠くの街まで来て、一生懸命お勉強に励んでいたところへ、体調を崩して、そんな折に……」

　そうだ。

　まったく配慮が足りなかった――反省に項うな垂だれながら、いろいろなことを思い出す。宝石学校で、向かい合って話をしたこと。宿題の相談に乗ってやったこと。屋敷の応接室で、緊張気味に挨拶をしてくれたこと。それから……

　……ふと。

「そういえば」

「どうなさいました？」

　記憶を辿たどる。確かにあのとき、あの子は。

　自分の記憶が間違っていないか、確認の意味を込めてマリアに尋ねる。見上げ、しばらく考えてから、マリアも「そういえば、そうですね」と肯定した。

「だとしたら――」

「ああ、そうだ」

　まんまと踊らされた。

　薄ぼんやりとしていた頭に、血が通うのを自覚する。通いすぎて、ぐらぐらと煮えているかのようにすら感じられてくる。耳鳴りがする。

　ノックの音に答えたのはマリアだった。入ってきた使用人はクルーロルの形相に驚いたようだったが、先を促すと、躊躇ためらいながらも用件を話した。それは――

「――何？」

　クリューが、部屋にいないということだった。

　部屋だけではない。屋敷中を捜しても見当たらないという。

「少し前に庭師が、一人で屋敷を出ていくところを見たそうで……声をかけたものの、急いでいたのか返事はなかったそうです」

「あなた」

「ああ」

　わかっている、と頷うなずく。そして。

　今度は自己批判に浸るつもりはなかった。そんなことで時間を無駄にするよりも、やることがあるとわかっていたからだ。

「まずは、警察に迷子捜索願を。それから――」

　それから。

　――その名を口にするのも腹立たしいが！

「宝石商スプートニクを捜せ。首に縄を付けてでも、私の前に連れて来い！」
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「語りましょう。宝石に愛された少女の話を」







１




　――あなたの妹よ。

　その人の胸に抱かれた赤子は、そう紹介されるやいなや、むずかるように体を震わせ、真っ赤な顔で泣き出した。

　ああ、ああと、賑にぎやかな声。

　元気な良い子だと皆が笑う。

　母に背を撫なでられ、赤子が吐き出したものは青い石。包む白い布によく映えて――

　成程これが私の『守るもの』なのだと、その日、姉は驚きとともに理解した。




　そして同時に、祈る。

　自分の積み重ねてきたものたちが、妹の未来を確かなものとするように。







２




　アコ、あるいはアンゼリカの養子になる前のファンション、あるいは幼き日のユキ――彼女の実の父母が死んだのは、ただのよくある不幸な事故のせいだった。

　ある寒い雨の日、乗っていた馬車の車輪が運悪く滑り、御者も含め即死だったという。肉親を失ったことを悲しいと思わなかったわけではないが、いかんせん自身は、子供にしては頭が回った。

　その報しらせを聞いたとき、アコが真っ先に考えたことは、緊急時に自身の命すら救えない魔法とは案外無力なのだということと、天涯孤独となってしまったアコを今後養育してくれるのは誰なのか、ということだった。

　両親の口から、親戚の話を聞いたことがなかったから。

「大丈夫？　アコ」

　たった一人になってしまったとき、まずアコのもとに駆けつけてきたのは、友人だった近所の子供たちだった。

　覗のぞき込んできた顔の一つ、灰色の瞳を見返しながら、アコは考える。

　大丈夫かどうか、と問われれば。

「大丈夫だと思う。多分」

「多分って」

　彼らはアコ本人よりもはるかに、アコのことを案じていた。

　というのは、アコが魔法使いであることを、友人たちが知らなかったせいだ。言わなかったことに深い意味はない。ただ単に、魔法そんなものなど使わなくても、彼らと対等に喧けん嘩かはできた。必要がなかった、とも言える。

「なんとかなるよ」

　言葉を変えて、もう一度言った。それでも友人たちは、心配そうな顔をしていた。

　けれどアコは、楽観的観測からではなく、確かにそう考えていた。親の庇ひ護ごがなくなった今、家財を整理し、屋敷を売り、魔法使いの能力を使って仕事を得て。面倒や厄介は多々あるが、なんとかなるだろう。たった一人でも。

　そう考えていた、けれど。

　実際には、アコが一人になることはなかった。思ったような苦労に苛さいなまれることはなかった――ただ。

　想像していたものとは違う、厄介に巻き込まれることになる。それは、

「お前が、セレスティーヌとアドルフの娘か」

　アコの両親が、魔女協会というものに所属していたからだ。




　両親の死の報から数日後、魔女協会とやらからアコのもとに使いがやって来た。

「お前の名は」

「記録にでも、残っているのでは？」

　質問に、素直に答える気はなかった。

　しかし魔法使いは微動だにしなかった。声でも荒らげれば面白かったのに。玄関より中に入ろうともせず、そこで話が始まった。

　黒いローブを着込み、顔の上半分を隠した彼女がアコに話す内容は、魔法使いは皆『魔女協会』という組織に名を登録していること、アコの両親やアコも例外ではないということ、協会にて両親の葬儀を執り行うこと。アコを孤児として迎え入れること――などだった。

　そして彼女自身は協会本部の職員であり、身寄りのなくなってしまった子供たちを引き取り育てている『教育係』オリヴィアと名乗った。

「……孤児、ね」

　その言い方に、引っかかるものを覚える。

　言葉そのものではない。その言葉を放った、『教育係』の口調そのものに。

「それは慈善事業としてのものではないね。優秀な子供は、魔法使いらの発展の道具として使うとかいう思惑か？」

「成程。馬鹿ではないらしい」

　――勝手なことを。

　鼻で笑うオリヴィアを見ながら、面白くない、とアコは思った。勝手に自分の行き先を決められることも、値踏みをされることも、まったく面白くないことだ。

　面白くないのであるなら――

　自分がやることは、決まった。話を聞いている姿勢を保ちながら、アコは同時に、彼女のことを観察する。オリヴィアの口調は落ち着いていて、アコのような、親を亡くした子供への対処に慣れているのか、そこに同情や憐れん憫びんなどの感情は見受けられない。

　しかし。

　同時にオリヴィアは、警戒もまた、していなかった。

　アコはポケットから紐ひもを取り出して、後ろ手に構え――

「――行け」

　呪文を唱え、紐を強く握ると、紐が大蛇に変化した。

　蛇はアコの背後から飛び出すと、オリヴィアを飲み込もうと大口を開けて飛ぶ。オリヴィアが急ぎ杖つえを構えるが、そうはさせない！

　アコは宝石を投げた。亡き母のアクセサリーケースから失敬して弄いじったそれは、試作品ではあるものの事前に計算したとおりの効果を生んだ――狙った対象から魔力を吸収する魔法道具。すぐさまそれの効果を悟ったオリヴィアは表情を曇らせ、大事になる前に杖の先で弾はじき落とす。

　強制的に魔力を吸い上げられる不快感にも、悲鳴を上げないのはさすがだと思った。しかしそのせいで、オリヴィアの杖から魔法が放たれることはない！

　倒せる、と思った。

　――その油断が仇あだとなったか。

「げっ」

　アコは思わず眉を寄せた。

　オリヴィアの魔法の杖が、『ただの』杖ではなかったからだ。手首を返して杖を一振り、現れた鋭い刃が大蛇を刺す。

「卑ひ怯きょう者！」

「卑怯なのはどちらだ」

　仕込み杖ソードスティックなど聞いていない！　大蛇を貫いたオリヴィアの刃先は、そのまま大蛇のいた空間を直進し――

　アコの眉間の先で止まった。

「まだやるか」

　問われて。

　アコは素直に、両手を挙げた。

「ハイハイ。抵抗する気もなくしました。魔女協会の孤児院でもどこにでも、好きなところに放り込んでくださいな――と、言いたいところだけれど」

　そうはならないはずだ、と上目遣いでオリヴィアを見る。

　オリヴィアの眉が歪ゆがんだ。

「通常の魔法使いは、杖を使わずに魔法を使うことはできない」

「んふ」

　そうとも。確かに伝わっていたことへ、アコはにっこり笑ってみせた。

　襲いかかったことには、アコという存在の特別性をわからせる意味もあった。この子供には、他の孤児にはない希け有うな特技がある、と判断させること。その結果、勝って逃亡できたなら満点だったが、この結果でも及第点は出せる。

　少々強引ではあったが、これらは交渉相手への実演プレゼンテーションということで。

「それに、さっきの宝石は何だ。奇妙な加工をしたな、何をした？」

「んふふ」

　アコは背筋を伸ばし、なるべく低い声で、言った。

「それだけじゃない。こちらには他にも、交渉の材料がある。相応の待遇を用意してもらえるのなら、協会への技術提供も吝やぶさかではないが」

「その判断は、私ではなく、魔女協会の本部が下すことだ――しかし」

　しかし。

「妙な魔法使いには、少々高い金を払っても、頑丈な首輪をつけておきたいと思うだろう」

　自分のことを『孤児』ではなく『魔法使い』と呼んだことに、かすかな優越感を覚える。つまるところ、仮契約は結べたということだ。

　アコは彼女を、大人に比べればまだ低い視点より見上げた。

「よろしく、オリヴィア」

　その挨拶に。

　オリヴィアは、小さな魔法使いを見下ろしながら、こう返した。

「教育係と呼べ」

　臑すねを蹴ってやった。




　始祖様による魔法の制限を受けない、杖を使わずとも魔法が使える、など。

　そんな能力を持つアコは、魔女協会本部の人間から奇妙な存在であると判断された。そもそも『始祖様のご加護』なんてものを皆が信じているのが馬鹿げているのでは、とアコは思ったが、そこを黙っていられるくらいには分別があった。

　また、魔力量も普通の魔法使いより多いらしい。父と母は一般的な魔法使いだったと協会の記録にあったから、突然変異か、あるいは腹の中の我が子に魔法使いの常識を教えないまま産んでしまった両親の監督不行き届きあたりが原因だろうとアコは思った。もしくは母がどこかの優秀な魔法使いと不貞を働いたか。今さらなんでもいいが。

　魔女協会の判断とやらが下るまで、さほどの日数はかからなかった。

　やはり協会の使いとしてアコを訪ねてきたオリヴィアは、玄関を入るやいなや、アコに対して「お前に任を与える」と言った。
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「魔法使いアンゼリカの護衛だ」

　一人の、女性の名前。

「護衛？」

「彼女の一族は、代々特殊な体質を持っている。本部の魔法使いでも一部にしか知らされていない、秘された『体質』だ。お前は常に彼女の近くに座し、秘密裏に彼女を守れ」

「体質」

　アコは、オリヴィアの言葉を繰り返した。

「それはどのようなもので、なぜ隠す必要があるのか」

「知られれば、狙われるからだ」

「誰から？」

「魔法使いから」

　オリヴィアの口調は、苦々しく、吐き捨てるようだった。

　身内から狙われる。――仲間内の敵対。

　そんなものは、恥以外の何物でもない。

「アンゼリカの一族が持っているのは、大変価値のある、珍しい、『体質』だ。それが公になれば、その『体質』を金かね儲もうけに、あるいは実験に利用しようとする輩やからが寄ってくる。しかしそんなことは許されない。彼女らは、守られねばならない」

　その説明で、わざわざ拾ったばかりの子供アコを、そんな大事な人間の護衛に使おうと判断した理由がわかった。

　一つ目に、魔女協会内部の人間はすでに誰かの息がかかっている可能性があるから、雇用の判断に時間がかかるということ。二つ目に、アコが、護衛としての働きを期待できるだけの力を持っているということ。三つ目に、もしアンゼリカ女史のもとへ敵の襲撃があったとしても、敵がアコを脅威と見なすおそれは少ないということ。

　――四つ目に。敵の襲撃の結果、孤児の子供が命を落としたところで、魔女協会本部としては特段困らないということ。

「一つ質問」

「何だ」

「先日、私は私を収容しに来たオリヴィアを攻撃している。そんな存在を、護衛として貴重な人材の近くに置くことの危険性は考えないのかな」

「というと、何だ。お前は逃亡のためにアンゼリカとその周りの人間を全員叩たたきのめし、逃亡し、関係各位を――魔女協会本部の総勢力を敵に回し、この世界で追われながら息を潜めて生きていくとでも？　いくら『ああいった』魔法の使い方ができると言っても、本部が放つ魔法使いを大量に相手にするのは厄介だろう。お前は頭の悪い選択をする魔法使いではないはずだ」

　オリヴィアの目は非常に冷めていた。内容こそアコの力量を一定評価するものだが、褒ほめているのではなくて、わかりきったことを言ったアコに呆あきれているようだ。

　アコの返事を待たず、オリヴィアは軽く手を振った。一瞬警戒したが、単に『話を変えるぞ』という意味合いらしい。

「先日、アンゼリカの婚姻が決まった。結婚するということは、遠からず、子ができる。その『体質』は子にも受け継がれるだろう。お前はアンゼリカの養子となり、彼女の娘として、彼女の側そばで、秘密裏に、彼女らを守れ」

　さて。彼女一族の、『体質』というのは。

　誰が聞いているわけでもないだろうに、アコの耳元で、オリヴィアは言った。その声は、潜められていた。

「あれは、『鉱石症』の一族だ」




　ついに生家を人へと引き渡すその日、近所の子供が一人、アコへ会いに来た。

　幼おさな馴な染じみの中でも一番親しくしていた子で、兄弟のいないアコには、まるで弟のような存在だった。遊びも悪戯いたずらも、喧嘩も散々やった。

「これ、あげるわ」

　その彼に、アコは宝石に関する本を一冊、くれてやった。

　――自分が魔法使いだということを、今さら告げる気にはなれなかった。

　けれど。いつか彼が自分を捜してくれたら、という思いはあって――だから。

　なぜアコがその本を彼に託したのか、いつか彼は考えるだろう。そのときに、宝石というものを調べてくれたら。魔法使い特有の、鉱石症という『体質』の存在にたどり着いてくれたら。

　そのときは。

　アコの『弟』は、アコをじっと見た。灰色の瞳がアコを映していた。

「もう、会わない？」

　どのような答えを、彼は望んでいたのだろう。

　ただ、彼の希望を考えるまでもなく、アコの答えは決まっていた。

「また、会いましょう。必ず」

　また会いましょう、可愛かわいい弟。

　資産家の大事な長男坊。

　未来に彼は家督を継ぎ、大きな資産を得るだろう。

　そのときには。アコは腹の中で笑う。

　そのときには、彼は自分の良い支援者スポンサーになってくれるはずだ――




　――その目もく論ろ見みは外れることになる。







３




　人の動作にはたいてい誰にでも癖というものがあって、たとえば戸の開け方一つ取っても異なるものだ。

　同じ屋敷に雇われている使用人たちとて、一人一人違う。ジャネットはノックの打ち方が人より速く、モニクは返事をしてもなかなか戸を開けない。ナディアは鼻歌を口ずさみながら歩いてくるから、戸を叩かれるまでもなくわかる……使用人ではないが、作法の教科書に載っているような模範的な呼び方をするのは、母であるアンゼリカだ。

　住んで十日もすれば、ほとんど覚えた。

　しかしその十日目、自室のソファで本を読んでいたアコ――フランソワズ――愛称ファンションという名を魔女協会より賜たまわった彼女は、それまでに覚えたもののどれとも違うノックの音を聞いた。

「どうぞ」

　誰だろう。聞き慣れぬそれに、慎重に返事をする。

　ファンションの視線の先で、ドアはゆっくりと開いた。顔を見せたのは――

「住み心地はどうだ」

「オリヴィア」

　魔女協会本部の使い、教育係オリヴィア。ファンションにこの屋敷での仕事を斡あっ旋せんした、その人。ファンションの呼び捨てに慣れたのか、「教育係と呼べ」とはもう言わなかった。

　やあようこそ、と向かいのソファを勧める。オリヴィアが腰を下ろしたのを確認してから、問いかけた。

「何を警戒していたの」

「お前のことだ、開けた瞬間、侵入者を粉こな微み塵じんにする仕掛けを組んでいたとしても不思議ではない」

「なんて言い草」

　そんなことをして、オリヴィア以外の人間が引っかかったらどうするのか。

　そもそも知り合って間もない相手に、その評価はどうだろう。と思うけれど、初対面のときから、オリヴィアはファンションに対して好意的なそぶりなんてものを見せたことなどなかったな、と考え直した。そして、相手への振る舞いに関してはこちらも同じようなものだ――いや、初対面から奇襲をかけているだけ、こちらの分が悪いか。

　ただそんなこと、真ま面じ目めに考えたところで時間の浪費にしかならない。だからファンションはそれらのことは忘れて、オリヴィアの最初の質問について答えることにした。

　屋敷の、住み心地。

「まずまずだね。少なくとも、悪くはないよ」

「それはそうだろう。魔法使いアンゼリカの邸宅だからな」

　アンゼリカという人は、魔法使いの中でもそれなりの立ち位置にいるということなのだろう。正確には、彼女を含む一族は、か。

　広い敷地の中に、大きな屋敷。食堂や厨ちゅう房ぼう、応接室、物置、各人に割り当てられた部屋などの大まかな場所は覚えたけれど、正確な間取りを完全に把握するまでには至れていない。護衛として仕事をするのに必要不可欠な知識だから、早めに叩き込みたい。

　可能ならあちこち観察したいところだが、ファンションはまだこの屋敷に住み着いたばかりで、多少なりとも遠慮がある。あれこれじろじろ見て回るのは、まだ気が引けた。

　そんなファンションの微妙な心を読んだわけではないだろうが、珍しくもオリヴィアが、慮おもんぱかるようなことを言った。

「アンゼリカとは上手うまくやっているか」

「うん」

　即答。そこに嘘うそや偽りはない。

「花が好きなんだね、あの人。よく中庭で、花の手入れをしている。水の魔法を使って、花に一斉にシャワーをかけてあげたら『すごい魔法ね』と笑ってくれた」

「鉱石症の人間は、その『体質』に大半の魔力を消費してしまうから、一生、普通の魔法を発動させることができない。魔法を間近で見るのが楽しいんだろう。……ダニエルは？」

「ダニエル様は、私とアンゼリカ様が花の世話をするのを見て、『アンゼリカを取られたようだ』と拗すねていた。だけどあの人も、いい人だよ。夜、私が中庭を眺めていたら、『皆には内緒だよ』とこっそりチョコレートをくれた」

「ふん。彼らしい」

「私の新しい父と母は、とてもいい人だよ。ここはなかなか楽しいところだ」

　それは本音のつもりだった。

　けれどなぜか、オリヴィアは眉をひそめた。皮肉を込めたつもりも、棘とげのある言葉を使ったつもりもなかったのだけれど――

　言い回しを間違えたのだということには、すぐに気付いた。「あ」と、声になる。

「いや、本当の父さんと母さんも、いい人だったよ。でもね」

　誤解であるということを言いたいのだけど、言葉を使えば使うほど泥沼に嵌はまりそうで、ファンションは押し黙った。

　無言でしばらく、考えて。

「オリヴィア、ちょっといいかな」

　言うよりも見せた方が早い。ファンションはソファから立ち上がり、オリヴィアを誘った。怪け訝げんそうな顔をしながらではあったが、彼女も立ち上がってくれる。

　見せたいものは部屋の隅にあった。机の脇、スツールや本を極力不自然にならないように積んで、入口からは陰になるようにして、ファンションは『それ』をそこに置いていた。上にはベージュの布を掛けて、一見しただけではそれが何かはわからない。

　案の定、オリヴィアは怪訝そうな顔をする。顎あごで指して「見ていいよ」と答えた。

　オリヴィアは布の端を摘つまんで、そうっと持ち上げ――

「これは」

　中身を見た瞬間、息を呑のんだのがわかった。

「眠りの魔法をかけてある。私が起きろと言わなければ、起きないよ」

　そこにあるのは――いるのは、一人の女。

　黒いローブに身を包み、四肢を弛し緩かんさせ、意識を失ったままでいる。ただ眠っているだけなのは、彼女をそういう状態に至らしめたファンション自身がよく知っていた。この屋敷では見たことのない顔。

「今日の早朝、屋敷を覗いてた」

　奇妙に思って声をかけたら突然「見られたからには――！」などと言いながら杖を向けてきたから、強力に魔力を吸う加工をした宝石を二、三個ほどぽいぽい投げてやったところ、女は悲鳴を上げる間もなく自身の魔力を奪われ、意識を失った。

　だがファンションとて、攻撃したくてやったわけではない。新しく作った魔法道具の威力をちょっと試してみたかったとかそういうのでは全然なくて、向こうが襲ってきたからやむなく応戦したというか、だからこれは、そう、あくまで正当防衛の結果なのだ。あくまで――女を見下ろしながら、そんなことを思う。

「ただの物取り目的なのかな？　この家は、一族は、鉱石症を抜きにしても、狙う価値のあるものみたいだね」

「……警備は何をしている、まったく」

「私が警備より先に捕まえたのは、たまたまだよ。私が捕らえなければ、警備が飛んできたと思う」

　警備を庇かばう意味合いのものではなく、単なる事実として言ったつもりだった。しかしオリヴィアの表情が雄弁に「納得できない」と語っているので、もう一言付け加える。

「いや、魔法の実験材料が欲しくてさ」

「それはやめろ」

　オリヴィアの顔は明らかに、不快を表すものに変化した。

「仲間の報復を考えると、そうすることは面白い利用方法ではない。こちらで適切に処分しておくから、身柄を渡せ」

「いいけど。代わりに何か、ちょうだい」

「……本でも用意すればいいか」

　確かにそれも、魅力的だが。

　この屋敷に越してきて十日、常々足りないと思っていたものがあった。

「それよりは、いろいろなものの隠し場所が欲しいかな。思いついた魔法の実験をしてみたいんだけど、危険なものはできるだけ隠しておきたい。『おとうさま』と『おかあさま』と使用人たちには、妙な心配をされたくないんだ」

「なら、お前の部屋の本棚の奥にでも、空間を作ればいいだろう。手伝ってやる」

「ん、いいね」

　良い提案だ。交換条件としては不足ない。

　本棚の一番下の段から本を少し引き抜いて、その奥に空間を作る。見た目にはそれとわからないよう注意を払いつつも、実験道具や成果物をしまっておくには充分すぎるほどの広さを取れるように。

　ああでもないこうでもないと、二人で試行錯誤しているうちに――

「私を産んだ父と母も、悪い人ではなかったよ」

　ぽろりと。

　自分でも意識しないうちに、ファンションの口から、そんな言葉が漏もれた。

　本棚を眺めていたオリヴィアの目がこちらを向くのに気付きながらも、ファンションは目を合わせない。本棚下段を見るように俯うつむいたまま、続けた。

「ただ」

　思い出す。――事故であっけなく死んだ両親のこと。

　多くの魔力は持たず、始祖様の加護を信じ、日々を穏やかに生きる、よくいる一般的な魔法使い。それがアコの両親だった。

「どこまでも、普通だった」

　それは悪いことではない。それもまた、魔法使いの生き方だ。もしくは、彼らの身の丈に合った生き方と言おうか。

　けれど。

「……私は実の両親のもとで、両親のように、特出するところのない魔法使いとして、彼らの子でいた。友達には魔法を隠し、ただの一人の子供でいた」

　だけど。

　それは些いささか、若干、ほんの少し――

　――窮きゅう屈くつだった。

「今。杖を使わず魔法の力を振るい、特殊な道具を使って屋敷を覗くくせ者を捕まえたところで、私を異端だと言う人はいない。知識を仕入れ、新たな魔法を組み上げ、発現することもまた許される。それが」

　今度こそ誤解のないよう、正しい言葉を探す。

　両親が嫌いだったわけではない。ここの暮らしに馴染めたわけでもない。だからすべてを正しく評価できるわけではないが、少なくともこの、秘密を詰めた本棚のことに関しては。

「わりと、楽しい」

　長い腕を好きなだけ伸ばせることの、なんと気持ちのいいことか。

　ただ――

　オリヴィアはそれを、正しく汲くんだ。つまり、ファンションの言葉はあくまで「わりと」であって、楽しいという想いがすべてだとは考えなかったということだ。

　寝言の一つも言うことなく横たわる魔法使いを見ながら、オリヴィアは。

「この女」

「うん？」

「早朝に捕まえたと言ったな」

「うん」

　そこに偽りはない。頷く。

「夜、中庭を見ていたらダニエルがチョコをくれた、と言ったな」

「うん。それが？」

　夜に甘いものを食べるな、とか、きちんと歯を磨け、とか、子供に聞かせるようなことを言ったら蹴ってやろう、と思いながら尋ねる。

　しかし続いたのは、そんなものではなく。

　短い質問だった。

「眠れないか」

　――。

　ファンションは、へへ、と笑った。何かを誤ご魔ま化かすようだ、とは自分でも思った。

「ときどき。だけど大丈夫」

　それも、いずれ慣れる。
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「オリヴィア」

「教育係と呼べ、ファンション」

「誰だァれが呼ぶかクソ係。アンタ、私のこと嫌いでしょう」

　ファンションが十三の誕生日を迎えた年のある日。季節は、長い冬が終わりを告げる頃のこと。

　魔法使いアンゼリカとの定期報告その他のために屋敷にやって来た教育係オリヴィアへ、ファンションは出会い頭に思いきり蹴りを放った。初めて会った日から三年ほどが経ったが、まだファンションの背は大人のそれに届かない。魔法で強化したわけでもないただの蹴りは、あっさりオリヴィアに避けられた。

　睨にらみつけるがオリヴィアはこちらを見ない。報告書としてアンゼリカから渡された書類の束に目を通しながら、

「なぜそう思う」

「アンタの持ってくる見合い話がことごとく論外だからに決まっているでしょうが！」

　わかりきったことを尋ねてくるから、もともと広いとは言えないファンションの心はあっさり限界に達した。アンゼリカやファンションたちの家、中庭を見晴らせる廊下にて、声量を抑えたファンションの低い唸うなりは響くことなく消えていった。

　魔法使いアンゼリカは、ファンションの母――正確には養母――として、よく働いてくれた。そしてファンションもまた、護衛としての仕事の他、令嬢としての振る舞いや勉強、魔法、作法をよく学んだ。もともと頭の回転は良い方だったから、家庭教師の授業もさほど苦ではなく、教師にも「よくできた子だ」と褒められたほどだ。

　三年前に始まった『ファンション』としての生活は、そうやって、特段問題なく過ぎていたのだ――が。

　ある日、アンゼリカが、「そろそろあなたにも婚約者が必要ね」と言ったから、ファンションたちには少々の騒ぎになった。

　アンゼリカの発言を聞いたときのファンションは卒倒直前だったし、「そうだな」と答えつつ頬の肉を噛かんで笑いを耐えたオリヴィアの表情と言ったらない。オリヴィアのことは後で蹴った。

　ただ、ファンションも、知識としては知っていた。魔法使いの魔法の才能というのは、多くが血によって決まる。普通の魔法使いから自分アコが生まれるような突然変異も稀まれにはあるが、魔力の多い魔法使い同士の婚姻なら、おおむねそれを受け継ぐ子が生まれる。だから、名家の魔法使いは、理想的な結婚相手を早めに確保しておくのだという。

　故にこの発言も、アンゼリカにとっては至極当然のことだったのだ。そしてファンションはこの家の、養子とはいえ娘で、だからこそ、そのしきたりに従うのは道理である。そこまではファンションもなんとか納得した。

　また、ファンションとしても、アンゼリカとは別の理由から、婚約者という存在を持つのは悪い話ではないと思った。

　しかし――

　しかし。

　我を忘れたら負けだ。ファンションは、ふうっと息を吐くことで冷静を取り戻し、改めてオリヴィアを見た。ファンションの見合い相手を斡旋しているのは、もちろんこの、魔女協会本部からの使いであるオリヴィアだ。

「この一族は、『体質』のことを除いたとしても、大変にいいお家柄だ。縁続きになりたいと思う人間は少なくない。――候補の一人目は、老いてなお権力を諦めていないジイさん。二人目は、『ボクがこの家の婿むこになれば、ボクのお母様の協会内での地位も安泰』なんてことを平気で言うマザコン。もし私が血迷って、どちらかに決めていたらどうするつもりだったの。この家は遠からず没落したし、我が養母にしてアンタの可愛い友人は、奴やつらのいい玩具おもちゃになっていたよ」

　魔女協会本部の使いであるオリヴィアにとって、それは大人しく聞いていられる話ではなかったはずだ。しかしそれでも彼女は、彼女の瞳は揺らがなかった。

　濃い黒は不機嫌なファンションを捉えたまま、臆さない。

「何を言っている。お前ともあろう奴が、そんなものを婿に迎えるわけがないだろう」

「私が断るのを見越した上で敢あえてクソをよこしてるのが余計に腹立つって言ってんだクソ係」

　オリヴィアはオリヴィアなりに、ファンションの目と腕を評価している。何か企たくらんでいるなら間違いなく見抜くし、もし相手に婚約の成立を強要されたとしても、それすら返り討ちにできる。現にファンションは、二件の見合いのどちらをも、彼らの欠点を散々に指摘して破談にしていた。

　もしかしたら――ふと思う。あの二人と、その後ろにいる一族らは、魔女協会本部に近しい地位のある魔法使いと縁続きになる機会を、ずっと狙っていて、すでに別のところでも何かやらかしていたのかもしれない。本部やオリヴィアは、そんな彼らに灸きゅうを据えるため、敢えてファンションとの見合いの席を設け、手て酷ひどく断らせたのかもしれない……

　有り得る話だ。舌打ち。

「くだらない見合いなんてしている間に、どれだけの研究ができたと思う。私がどれだけの新しい魔法を生み出せたと思う？」

　ファンションがもともと持っていた魔法の才は、アンゼリカの養子になってから、さらに伸びた。学問を教える優秀な家庭教師が付いたことや、魔法を知る環境、学ぶ環境が整ったためだ。

　始祖様がどうこうとか、大陸東では魔力が弱まるなどという魔法使いのルールは、魔法を学べば学ぶほど、魔法使いたちへの単なる制約に過ぎない――魔女協会本部に在籍する限られた少数の魔法使いが、それ以外の多くの魔法使いを統率し従わせるために魔法使いらにかけた催眠のようなもの――という事実を裏付けていったし、その枷かせのない自分は、他の一般的な魔法使いよりも、魔法という力を自由に扱うことができた。

　それは、護衛としての職務のため、アンゼリカの身を守るためだけではなく、自分自身の知的好奇心の充足のためでもあった。純粋に楽しかったのだ。だというのに、くだらない人間との面会のためにその時間を潰つぶされることの、なんと無益なことか！

　陽光差し込む廊下を歩き続けながら、オリヴィアは書類をまた一枚捲めくる。

「安心しろ。次は本命だ。真面目に見み繕つくろってやった」

「今までのは遊びだったと認めやがったなクソ係」

「遊びではない。単なる嫌がらせだ」

　蹴りはやはり防がれた。

　オリヴィアが今持っている書類は、すべてアンゼリカからの報告書だと思っていたのだけれど、どうも違ったらしい。束の中から数枚を抜き取ると、それをファンションに差し出した。「次だ」と差し出された書類には――

「私の、秘蔵の逸品だ」

　そこに書かれた少年の経歴は確かに、前の二件と毛色が違っていた。




　その二人は許されざる恋をして逃げるように西南大陸に渡り、やがて子を一人生み育てたが、幸せな日々はさほど長く続かなかった。妻の一族が放った追っ手に捕まり、ともにいられぬくらいならと死を選んだ。子供は生き残り、男児ではあるものの母の血を濃く継いだようで、保有する魔力の量は目覚ましいものがあったが、子供の存在自体を恥であるとした一族はその存在自体を疎み、身柄の引き取りすらも拒否した。魔女協会は、その子供を孤児として育てることにした……

　……協会がそのあたりのことをどのように説明し、彼がどのように理解したのかはわからない。もしかしたら何も教えなかったのかもしれないが、ファンションには、彼の想うところは聞かされなかった。ただ、ファンションが初対面の彼を見た印象として、生気のない彼の目は、何に対しても怯おびえていたようだった。

　本部やオリヴィアの教育は厳しいと聞くから、当然と言えば当然かもしれない。また、魔法使いは女尊男卑の色濃い集団だから、育成の環境において何らかの不当な扱いがあったとしても不思議ではない。そのあたりは想像するしかないが、いずれにしても。

　オリヴィアは彼を、『本命』と呼んだ。つまり彼には、アンゼリカの一族に危害を与える理由はなく、またそうすべき柵しがらみもないということだ。そして勿もち論ろん、ファンションの夫に据えて申し分ないだけの能力がある。

　ファンションとしても、都合が良かった。

　だから。

「ファンションと呼んでちょうだい」

「ファン、ション」

「そう。上手ね」

　自分が唯一の救いであると、彼に向けて笑ってみせる。

　彼の名前を、正しい発音おとで呼んでみせる。

　彼が求めているだろう、優しい言葉を吐いてやる。

　彼が求めているだろう、穏やかな時間を与えてやる。

　それは。

「ともに生きましょう。お互いに、望む人が、望む生き方が現れるまで」

　……そんな日が、来るかどうかなんて、どうでもいい。

　ただそれでも。

　ファンションには、保険が必要だった。

　いつか、自分が対処を間違えたとき。

　いつか自分が、疎まれ、狙われ、命を落としたときの、保険として。

　自分の代わりに、彼女らを護まもってくれる存在を――




　――その目論見は外れることになる。
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　そして、妹が産まれ――
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「捜したぞ」

「オリヴィア」

　祝いの品が引っ切りなしに届き、使用人が慌ただしく走り回り、誕生から常に幸せにむせび泣いていた父ダニエルが「邪魔だ」と物置小屋に放り込まれる。

　妙な陰もなく、平和ではあるが騒がしい日々。にゃあ、にゃあと猫のような声が頻繁に響く屋敷の中で、ファンションはその日、何をしていたかというと――

　中庭で、花を眺めていた。

　暖かい陽光の中で、花が咲き、蝶ちょうが舞う。祝いに来る客への挨拶のため、ファンションは正装である黒のローブを着こんではいたが、土の上をうろうろしていたせいですでに裾の一部は色を変えてしまっている。

　それを見たオリヴィアはあからさまに眉を寄せたが、小言を言われるより早く庭から廊下へ戻り、彼女を迎える挨拶をする。

「いらっしゃい、オリヴィア。普段忙しい忙しいって言ってるくせに、よく来られたね。実は暇なの？」

「ようやく時間が空いたから、ほんの一いっ時とき、駆けつけられただけだ。これだって、一時間もいられないんだから、余計な手間を取らせるな」

「仕方ないでしょう。部屋にいると、気を遣って使用人がやってくる」

「気を遣う？」

　怪訝そうに繰り返すオリヴィアへ、ファンションは小さく頷いた。

「皆が赤子に気を取られて、私が寂しがっているんじゃないかって。特に姉の方は、頭のできはいいがまだ子供だし、いかんせん貰もらわれっ子だから、疎外感を覚えてはいないだろうか――とね。そんな思いがよく伝わってくるよ」

「優しいじゃないか。有り難く思え」

「優しさに溢あふれすぎて溺れてるよ、こっちは。ろくろく本も読めやしない」

　そのとき、使用人が二人がかりで大きな包みを抱え、こちらに向かって歩いてきた。

　オリヴィアのローブを引いて廊下の端に寄る。礼を述べながら通る使用人。彼女らの抱えた荷物は、花か何かのようだ。差出人にはファンションの婚約者であるソアランの名前があったが、筆跡は彼のものではない。どちらかといえば、オリヴィアの字に似ていた。

「オリヴィアも見てきたら？　赤ちゃん――クリューちゃん」

「もう挨拶は済ませた。お前はいいのか」

「耳と思考が耐えられない」

　部屋中に満ちる赤子の声を思い出し、眉を寄せた。

　この屋敷に越してきてたくさんの知識を仕入れたファンションだが、話しかけても喋しゃべらない、ただ起きて泣いて寝るふにゃふにゃした生き物への接し方はまだ知らなかった。

　突然顔を真っ赤にして泣き始め、抱き上げられ揺すられて音量を下げていったかと思ったら、半開きの口で寝る。涎よだれも垂らす。排はい泄せつもする。そしてまた泣く。一体何を考えてそんな行動を取っているのか理解に苦しむが、当人は説明もしてくれないし喋らない。

　オリヴィアは面白そうに笑った。

「珍しいな。お前が恐ろしいと思う人間なんて」

「あれが人間だったら恐ろしいと思わないよ。私が思うに、赤ん坊は多分、人間とは違う生き物だ。未知のものだから恐ろしい。それに――」

　それに。

　妹を、初めて見たときのことを思い出す。

「宝石なんてものも吐くしね」

　ファンションの告白に、オリヴィアは眉一つ動かさなかった。

「私も見た。やはり、クリューは」

「勿論。継いだね」

　ファンションは笑った。

　鉱石症という『体質』。

「あの『体質』を……あれを鼠ねずみやら鳥やらに応用して、宝石を大量生産させられたら、魔法使いは、今とは比べものにならないほど、加工済みの宝石を安価に仕入れられるようになる。魔法道具として欠かせないものである宝石を自ら生み出すことができるなんて、魔法使いにはとても価値のある体質だ。しかし、一体どういう仕組みなんだろう？」

「妙な気は起こすなよ。絶対に」

　ファンションの口調に奇妙な熱さを感じたのか、冷水をかけるようにオリヴィアが言った。

「やるものか。さすがにそこまで向こう見ずではないし、たとえ今彼女の腹を捌さばいたとて、鉱石症とは今の魔法使いの技術で完璧に解析できるものではない」

　ファンションは、現代の魔法使いの、技術と知識の限界を知っていた。そもそも、鉱石症という魔法の存在すら、魔法使いの間ではある種の伝説的な扱いをされていて、実在すると知っているのは協会本部の人間や、それに近い研究所の職員くらいだ。もしこの体質の研究がしたいというのなら、解析が可能となるほど技術が発展する未来まで、鉱石症をこの世界に存在させ続けること。つまるところ、クリューを健やかに生かし続けることが何より必須となる。

　そうでなくても、護衛として雇われている以上は、彼女の身の安全を最優先に。そのくらいのことを考えられるくらいに分別はあった。

　そんなことを答えると、オリヴィアはなぜか、ふん、と嘲あざけるように笑った。

「あの子供を見てお前が一番に思うことは、やはり研究対象としてのそれか」

　さもファンションの性格を熟知したように言うが。

　そんなこともまた、ない。ファンションは小首を傾かしげた。

「いや、愛らしいとは思ったよ。普通に」

「……」

「何、その顔」

「お前にも、赤子を可愛いと思う感性があったのかと驚いただけだ」

　失礼この上ない。

「あるよ。……オリヴィアはどうなの。可愛いと思う？」

「人並みには思うな。私にも、産んだ子がいるから」

　こちらもまた、意外だった。

「そうなの？」

「言わなかったか。お前と似たようなのが一人、いる」

「初耳」

　とはいえ特に、興味は湧わかなかった。十三、四で婚約者がいてもおかしくない世界だ、そうであっても珍しいことではない。ただ、オリヴィアとはもうそれなりに短くない付き合いとなったが、互いに知らないこともまだ多いのだなと、そんなことを改めて思った。

　そしてオリヴィアも、自分の家族構成について詳細を話すつもりではなかったのだろう。仕事のことに話を変えた。

「ソアランはどうだ」

　先日晴れてファンションと婚約関係になった少年の名を、口にした。

　とはいえまだ、顔を合わせて話したことは数回しかない。語れることはさほど多くないが――彼は確かに将来有望だ。及第点をやっていいと思っている。なんと言っても、

「初対面のとき、魔法で出した蛇で締め上げたけど、逃げなかったよ」

「仲良くやれ」

　やっているつもりだ。

「面白い人材だと思うよ。個人的には」

「上手く使えよ」

「わかってる」

　さて、彼はどれだけファンションの教えを継ぐことができるだろう。

　頬を赤くしてにゃあにゃあと泣く、赤子を思い出す。母の腕に抱き上げられて、揺らされて、何人もの必死な大人に構われて、ようやく泣きやむ小さな姿。

　ものの本で読んだけれど、産まれたばかりの赤子は目もまだ見えないそうだ。周りの環境などわかるわけもない。それでも何かが嫌で、不快で、必死で助けを呼んでいるのだろう。何を案ずることもないというのに。

　そう、大丈夫。

　護衛を探したオリヴィアも、受け入れたアンゼリカも、産まれたクリューも。

　たとえどんな手段を使っても――

「私を選んだことだけは、後悔しないようにしてあげる」




おしまい。
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「ちょっと待て」

「ちょっと待ってくれるかな」

　ユキの語りが一段落ついたとき。

　スプートニクが椅子を蹴って立ち上がったのと、魔法使いソアランが同じようなことを言いながらやはり立ち上がったのは、ほぼ同時だった。

　……。

　視線だけでしばらく互いに譲り合い、

「あれは俺の実家の財産が目的だったのか!?」

「あれは俺を懐柔するための甘言だったの!?」

　やはり同時に叫んでしまった、どちらの質問にも――

　ユキは、たった一言で答えてくれた。

「そりゃ勿もち論ろん」

　つい両手で、顔を覆った。

「こういう奴やつだった」

「うん。こういう奴だった」

　ここはヴィーアルトン市内の喫茶店。ユキがクルーロルの娘としてこの街にいた頃、よく使っていたのだという。

　店に入ってきたスプートニクたちを目にしたウェイトレスが「あら、戻ってきたの？」と言ったが、スプートニクは今日、この店を訪れていない。となるとその言葉はユキか、もしくは魔法使いたちに対するもの。そう読んだのは正解だったようだ。頷うなずいたユキが「もう一度、奥の席借りていい？」と尋ね、ウェイトレスはそれに快く応じた。

　ユキが『奥の席』と呼んだのは個室だった。中央にテーブルが一脚と、それを挟んで向かい合うように二脚ずつ椅子がある。そこに、ウェイトレスが運んできた一脚を足して五人で陣取った。スプートニクの左隣にはナツ。向かいには魔法使いソアラン、はす向かいには魔法使いイラージャ――そして残りの一脚に、ユキ。急きゅう遽きょ足された席だというのに、ユキはそこに、まるで司会ででもあるかのように堂々と収まっている。

「アンタら似てるよね」

　言われて顔を上げると、向かいに、自分とまったく同じ姿勢で嘆いている魔法使いソアランが見えた。

　この変態と『似ている』だなんて心外だ――眉が寄るけれど、向かいの彼もまるで鏡映しのように表情が歪ゆがんだ。同じようなことを思っているのは想像に難くなかったし、また二人で声を重ねるのも嫌だったから、今度は黙っていた。

　一同を見回す。ナツはスプートニクへ、自分は部外者であるとばかりに肩を竦すくめてみせた。イラージャは神妙な顔で俯うつむいたままでいる。ソアランは目が合うと、無言で顎を軽く振った――「君から喋しゃべりたまえよ」といったところか。

　今度こそ、誰も何も言いそうにないのを確認してから、スプートニクは口を開いた。

「お前は……」

　しかし。

　言葉が途切れる。彼女をどう呼んだらいいのか、決めかねたからだ。いつかも同じ疑問を抱いた――確か、

「宝石商会で再会したときと、同じ顔をしてる」

　面白がるような口ぶりで、ユキが言った。人の気も知らないで。

　かつて、クルーロル宝石商会で、ユキを、スプートニク宝石店ジュエリー・スプートニクの担当と紹介されたとき。しかしあのときは、ユキも同じように驚いていた。あのとき、先に驚きから覚めることができたのはスプートニクの方だったから、目を丸くしていたユキへ、したり顔で笑ってやることができたのだ。

　ただ、今回は。

「お前が、ファンションだったのか」

　彼女の語りを聞き終えた今でも、まだ、何かの冗談のように思えている。

　ユキ。クルーロル宝石商会における、スプートニク宝石店の担当で、かつて故郷で一緒に悪さをしたこの姉が。

　するとユキは、笑った。しかしそれは、ユキにしては珍しい表情だった。唇は緩み、しかし眉は寄って、ため息でもつきそうな様子で「いつかは言おうと思ってた」と――そんな顔をしたいのはこちらだというのに。

　しかしそれで一つ、納得できたこともある。

「ファンションを葬ったのは、確かにお前だった」

　何のことかわからなかったのか、ユキはぱちくりと瞬まばたきをする。

　しかし間もなく気付いたようで、肩を竦めた。「聞いてたんだ」と、面白いものを見たかのように目を眇すがめる。リアフィアット市で、ユキがセシルに言ったこと。

「そうだよ。ファンションを死なせることを了承したのは私だから」

「だけどお前にしては、妙に詩的な表現じゃないか。あれを聞いて俺は、本当にお前が人を殺したんじゃないかと疑ってたぞ」

「あら嫌だ。私、そんなことをするような野蛮人に思われていたの？」

「お前ならやりかねないかなとは思っ痛いってェ！」

　テーブルの下で足を蹴られた。

　背を折り臑すねを擦さするスプートニクに、ユキはにやにやと嫌な笑み。その喜びようは、確かに自分の知っている彼女であって、だからこそ、誰が何と呼ぼうと自分だけは彼女を今の名前で呼んでやろうと決意する。

　ユキは腕を組んで、天井を見た。

「ま、あれは、ミスリードさせる意図もなくはなかったけどね」

「なぜ？」

「馬鹿弟子が、見当違いの方向ばかり探ってあまりにも悪目立ちしてたから」

　馬鹿弟子？　誰のことを指しているのかと悩むまでもなく、ソアランが呻うめいた。確かに、彼に魔法のあれこれを授けたのは若き日のユキ――ファンション――なのだから、見方によってはそうなのだろう。

　そして弟子ソアランの心中を慮おもんぱかることなく、師匠ユキは鋭くものを言う。

「リャンの意識をこちらに向けさせたかったの。『ファンション』の死が真実かどうかはさておき、それに何か裏があるということはわかっているんだから、掘り起こすのなら慎重にやらないと敵に疑われることくらいわかっているはずでしょう。だというのに、リアフィアット市から帰って早々、ファンションの記録だ何だとあからさまなやり方を……結果、目を付けられて地下に閉じ込められて。しまいには、あなたの大事な部下まで巻き込むし、私の手を煩わずらわせるし」

「言い訳のしようもございません……」

　ユキのことだ、最も大きな怒りのポイントは、部下イラージャを巻き込んだことではなく、自分の手を煩わせたことの方だろう。ただ、いずれにせよ彼女の言っていることは事実であるようで、ソアランは項うな垂だれ、肩を縮こまらせている。収縮色のローブも相まって、ここにいる誰より大きいはずの図ずう体たいが、妙に小さく見える。

　ソアランの反省を、ユキが受け入れたかどうかはわからない。ただ、いつまでもねちねちと彼の失態を責めるつもりはないようだ。

　天井を仰いだ。

　どきりとしたのは、そのときのユキの姿があまりにも、彼女らしくなかったから。

「……そうやって。私は、魔法使いフランソワズと名付けられ、護衛としての日々を過ごしていた」

　過去を懐かしむような目。穏やかな語り口。

　それらは幸せそのもののようで、しかしいずれにも、少しだけ湿気を含んでいる。

「だけどあるとき、命を狙われていることを知り、魔女協会から逃亡した。魔法使いではないただの人間として身を隠すことを選び、普通の人間の養子になった……」

　長い、息を吐き……

　そして。ユキは一度、軽く手を打ち鳴らした。

　その音が消えたときにはもう、よく知るユキに戻っていた。

「では、改めて。リャン、彼が私の『弟』のスプートニク。スプートニク、彼が私の元婚約者のシォアー・リァン。それから――うん、まァ」

　スプートニクとソアランに、互いを紹介して聞かせたのち、ナツとイラージャを見た。そして、

「お二人には、私の『弟』たちと懇意にして頂き、ありがとうございます。また、いろいろとご迷惑をおかけしてしまって申し訳ありません。姉として、監督不行き届きをお詫わび申し上げます」

　深々と頭を下げたユキに、ナツは軽く腰を浮かせ、

「あ、いえ、そんな。謝らないでください。彼からの迷惑だなんて――」

　気にしないでください、とでも続くのかと思いきや。

「――今さら数え切れないですから多少増えたところで誤差みたいなもので」

「ちょっと待て『今さら』って何だババァ」

「今さらは今さらでしょう。アンタ常日頃から胡う散さん臭くさいのよ」

「お前が勝手に俺を疑ってるだけだろうが！　俺は日々品行方正に商人してる！」

「どの口が！」

「喧けん嘩か売ってんのかお望み通り買ってやるよテメェ表出ろ――」

「……リアフィアット市民っていうのは、いつでもそんなに賑にぎやかなのかい？」

　呆あきれたようなソアランの言葉で我に返った。

　失礼、とナツが着席する。スプートニクもいつの間にか立ち上がっていた――まだ言い足りないことはあったものの、聞くべきこと、知るべきことはまだある。いつまでも脇道に逸それてはいられないので、しぶしぶ座り直す。

　そして一ひと頻しきり叫んだことで、ナツも会話に交ざる気になったようだ。背筋を伸ばし、先ほどスプートニクに向けたのとはまったく違う落ち着いた態度で、ユキと相対する。

「ユキさん。お話を伺うに、あなたはつまり、クリューちゃんのお姉さんということでよろしいですね？」

「ある意味では、ですが。そういうことになりますね」

「あなたのお話が事実であるなら、クリューちゃんは……」

「……ナツさん」

　魔女協会本部からも一目置かれる魔法使いの、娘。――その血を継ぐクリューは、つまり。

　ナツの言葉を止め名を呼んだユキは、穏やかな声で、穏やかな表情でいた。もしかしたらそれが『ファンション』なのかもしれないと、スプートニクは漠然と思った。

「ナツさん。あなたは、後悔していますか？」

「何をでしょう」

「魔法とは、普通の人間からすれば、異質なものです。魔法使いとは、普通の人間は持ち得ない力を扱う、野蛮な存在です。またその力を盾たてに、傲慢に振る舞おうとする魔法使いがいることも、一部からは好まれていない人種であることも、私自身よくわかっております。――あの子がそのような生まれであることを、そのような生まれの娘を街に受け入れたことを、あなたは後悔しておいでですか」

　ふと思い出す。自分がかつて、この警察官に尋ねたこと。――例えばあれの背負ったものが、生き抜く術すべが、法に触れるものであったとしたら、お前はそれを指示できるのか。

　ナツの返答に。

　迷いはなかった。

「彼女は変わらず、私の友達です。――彼女の生まれがどのようなものであったとしても」

　凜りんとしていた。

「わ、私もです！」

　イラージャも同意する。馬鹿丁寧に挙手までして。

「クリューさんが魔法使いだったなんて、それは確かに、その、びっくりですけど。でも、でも、クリューさんはとてもいい人です！　今のクリューさんが覚えていない思い出がどのようなものであったとしても、今のクリューさんは、私の大事なお友達です！」

「……妹は、人に恵まれたのですね。ありがとう」

　ユキが目を伏せた。陰りのようなものが浮かんでいる――しかしそこにどのような気持ちがあるのか、スプートニクには察することができない。

　自分の姉ではない彼女の顔に、妙に落ち着かない居心地の悪さを覚えていると、

「整理させてください」

　ナツが口を挟んだ。

　スプートニクとは対照的に、彼女は変わらず冷静な頭で事態を捉えることに成功しているようだ。それは、第三者としての余裕ゆえか、職業ゆえかはわからないが。

「クリューちゃんは魔法使いの家の出身であり、彼女は魔法使いの中でも不思議で希け有うな『体質』を持っていた。ユキさんは彼女の護衛であり姉であったが、わけあって生き別れた……宝石商のスプートニクが、クリューちゃんの『体質』を目当てに雇った」

「馬鹿言え。俺は完全なる善意からあれを保護――」

「一つ、疑問があります」

　無視か。

　余計な茶々は許さないと、ナツの語りは止まることがない。

「ユキさん……当時の『ファンションさん』のお命を狙う影を危険なものと考えたアンゼリカさんたちは、魔女協会本部の協力で、お屋敷を離れ別の場所に避難なさった。当時幼かったクリューちゃんは、クリューちゃんの『体質』のこともあり、大事を取って研究所に預けられた。そうですね、ユキさん」

「はい。間違いありません」

「……その話の流れであれば、クリューちゃんは研究所で育てられていたはず。それがなぜ、スプートニクという商人に雇われ、スプートニク宝石店で働くことになったのです？」

　それは。

　気付いたときには口走っていた。

「研究所の、崩落」

　リアフィアット市を発たつ直前、セシルに聞いた話の一部――研究所の崩落で行方不明になりました。

　ナツがこちらを向いたのがわかる。しかし、ナツに何かを答える余裕はスプートニクにはなかった。当時を思い出していたからだ――森の中、賊の塒ねぐらで、まるでゴミのように転がっていた痩やせこけた娘。食事も与えられず、喉からこみ上げる宝石を吐き出すだけの体力すら、もうろくに残されていなかった。

　ファンション亡き後、魔女協会本部に引き取られ、研究所に送られたクリュー。いや、ユキの話すことが本当であるのなら、魔女協会本部の手によって研究所で『保護された』クリュー。それが野蛮な賊の手に落ちた理由とは、

「……俺が、クリューちゃんを助け出そうとしたからだ」

　絞り出すような声が誰のものか、顔を上げるまでもなかった。

「研究所を壊し、クリューちゃんを連れて逃げようと思った。だけど、研究所から逃がしたクリューちゃんを、俺は見失った。森の中で、いくら捜しても見つけられなかったんだ……ずっと捜していた。まさか旅の宝石商が、彼女を保護しているなんて思わなかった」

　――違う。

　彼が誤解していることを、スプートニクはすぐに察した。研究所から放り出されたクリューがスプートニクの手元に至るまでを、至らせた『仲介』を、ソアランは知らないのだ。

　直後に、気付く。

　間接的に、クリューを庇ひ護ごから引き離し賊のもとにやったのは、この魔法使いソアランであるということに。

「君が助けてくれていて、良かった」

　何が『良かった』ものか！

　頭から血の気が引き、それとまったく同時に頭に血の上る、珍しい感覚に目眩めまいがした。手が、喉が震える。今、目の前で頭を抱えるこの男は、なんという大罪を犯したのか。

　薄汚れ、傷に震える従業員の姿を覚えている。夜よ毎ごと叫び、泣いていたことを覚えている。彼が犯したのは、決して小さな過ちではない。苦笑いしながら語って、今ここでため息をついて、「助けてくれて良かった」などと感謝して帳消しにできるような罪ではない！

　だけど――

「……俺に、死ぬまで感謝しろよ」

　震える声で、そうとだけ言った。

　少なくとも自分には、魔法使いソアランの犯した過ちを詰なじる権利はない。それがなければ、自分はクリューと出会っていないのだから。それでなくても、彼女の『体質』を散々利用してきた自分が、どうしてこの男を責められようか。

　彼を裁く権利があるとすればそれはクリュー自身にか、あるいは――

　ユキを横目で窺うかがう。彼女は薄く笑って、首を振った。それは今語るべきことではないとばかりに。

　いつかクリューが本当のことを知ったとして、この男に罪を償わせたいと言うだろうか。もし言ったとして、どのような贖しょく罪ざいの方法を取らせるだろうか。しかし激怒したクリューの姿をどれだけ思い浮かべてみても、頬を膨ふくらませ地団駄踏んで「許しません！」とどこか滑こっ稽けいに叫ぶ姿しか描くことができない。

　忘れた過去を知ったとき、クリューはどのような顔をするのだろう――スプートニクがそんなことを思ったとき。

　唐突に。

　ナツとユキが、まったく同時に顔を上げた。

「――誰？」

　ナツの呼びかけ。二人の顔は、個室の入口へと向けられている――視線を追って、戸を見て気付いた。

　戸の磨すりガラスに、人影が見える。

　誰かが部屋の前に立っている。呼びかけても入ってくる様子がないところから、注文を取りに来た店員というわけではないようだ。

　ユキが立ち上がり、彼女の右手から光が零こぼれる。遅れながらソアランも立ち上がり――

　ようやっと、ノックの音がした。

「……どうぞ」

「失礼致します」

　ナツが応え、入ってきたのは一人の女性だった。中肉中背の、大して目立つところのない雰囲気の娘。落ち着いた色の服を着ているが、魔法使い特有のローブではない。そして、彼女の気配からはこちらへの敵意も感じ取れない。

　皆、娘に心当たりがないのか、不思議そうな顔をしている。

　となるともしや、この娘が部屋を間違えたのだろうか？　そう思ったとき、ふと、脳裏に何かが過よぎった。以前どこかで、この女と面識があるような気が。

「スプートニク様ですね」

　予想通りと言おうか、彼女が呼んだのはやはりスプートニクだった。

　一瞬の逡しゅん巡じゅんののち、首を縦に振る。

「……そうだ」

「お捜ししておりました。どうぞ、ご同行願います」

　同行、という言葉を使われ、一つだけ思い当たる節があった。だがそれにしては、

「クルーロル宝石商会からの使いか。私の処分が決まったか？」

「いいえ」

　いやに早いなと思いながら質問すると、案の定、娘はかぶりを振った。だとしたら何の？　娘への既視感と、名を呼ばれた理由を見つけようと頭を巡らせる。

　そうしてようやく、既視感の正体を思い出した。

　そうだ、この娘は。

「旦那様からのお呼び立てです。私は、クルーロル邸の使用人でございます」

　――あの夜、応接室で茶を引き上げていった娘だ。
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「痛いっ――！」

「今度は何をやらかした、貴様は！」

　拳げん骨こつなど落とされたのは、何年ぶりだろう。

　出会い頭の衝撃に、スプートニクは、悲鳴も上げられずその場に蹲うずくまった。

　使用人に連れられ、やって来た――スプートニクにとっては『戻ってきた』、クルーロル邸の応接室。「もしお連れの方がいらっしゃるならご招待するようにと」という言葉に甘えたのかそれとも好奇心か、ナツ、ユキ、ソアラン、イラージャも同席している。ユキだけはなんとか断る算段をしていたようだったが、彼女だけ逃がしてやるものか。ほぼ引きずるようにして連れてきてやった。

　クルーロルからの呼び出しなど、いい理由で行われることはほぼなかったし、今の状況を思い返しても救いになりそうな要素は見当たらない。だから心底から来たくなかったけれど、逃げれば逃げただけ分が悪くなることも、経験則からわかっていた。

　だから多分こうなるのだろうということも、わかってはいた。

　わかってはいた、が。

　痛みに顔をしかめながら、顔を上げる。涙で薄ぼんやりと滲にじんだ視界の中、白目を血走らせ顔を赤く染め上げたクルーロルが見えた。

「学生の頃から面倒を見てやっているというのに、まだ私のことを信用しないか！　正面切って頭下げて協力を仰げば私も黙って……いや説教の一つ二つはするが力を貸してやるというのにこの、この恩知らずはっ！」

「ちょ、ちょ、ちょっと待てよオッサン――いや待ってくださいクルーロルさん！」

　応接室の戸を開けたクルーロルは、立ったまま頭を下げているスプートニクの姿を見るなり、迷わず頭を殴りつけた。カーペット敷きの床に腰を落としたスプートニクへ、容赦なく放たれ続ける怒号。つい学生の頃を思い出したが、なんとか宝石商としての調子を取り戻して懇願する。

「待てだと!?　どの面つら下げて私に命令など――」

「お、落ち着いてくださいクルーロル宝石商会長！　あなたのお怒りはお察し致しますが、どうか落ち着いてお話を――す、スプートニク大丈夫？　今、アンタの頭、すごい音がしたわよ？　っていうかアンタ、今度は何をやらかしたのよ！」

　さすがに見かねたようで、二人の間に割って入ったナツと、

「何なに、スプートニク。アンタこの狸たぬき親父おやじに何したの？　私のいないところで、私抜きで、勝手に面白そうな悪事企たくらむなんて許さないよ」

　スプートニクの背に歩み寄り、舌なめずりすら思わせる様子のユキ。

　しかし思い当たる節は――

「あの子のイヤリング」

　ない、と言いかけたとき。

　クルーロルがそう、ぽつりと告げた。

「え？」

「お前が作ったものだろう」

　イヤリングを作ったことは、今までに何度もあった。売ったことも、勿論。クルーロルに見せたことのあるものだけに絞っても複数ある。

　だけど、彼が今指しているものがどれであるのかは、すぐに察した。

　従業員――いや、今はもう従業員ではないのだったか。

　クリューがいつもしている、あれ。

「彼女がこの屋敷に初めて来た、あの日。私は彼女のしたイヤリングを見て、『ピアスではなくイヤリングなのか』と尋ねた。お前の好みを考えると、あのデザインのアクセサリーなら、ピアスを作りそうなものだと思ったからだ」

「……」

「彼女は『きっと彼は、自分の耳に、わざわざ穴を開ける必要はないと考えたのだと思う』という意味合いのことを答えた。それは」

「もういい」

　答えは、自分で考えていた以上に唾棄するような物言いになった。それだけ聞けば、充分だった。

　つまるところ、嘘うそはばれたということだ。クリューの耳に小さな穴を開けることすら躊躇ためらう人間が、彼女を痛めつけて宝石を吐き出させるような振る舞いをできるわけがないと。そして、そんな下手な嘘をついたことに、彼は激怒しているのだった。

　返事が鋭かったからというわけではないだろうが、クルーロルは口を閉じてくれた。

　スプートニクは両手を軽く開き、肩の高さに挙げる。ため息をついた。

「結構です。俺の負けです。――俺は、あなたを利用しようとしました」

「フン」

　スプートニクが非を認めたことで、そちらのことに対する怒りは多少収まったようだ。矛先は、ユキへと移る。

「貴様も来たのか。今度は、仲間まで連れて」

　横目で見たのは、ソファに座るソアランとイラージャ。

　二人はクルーロルと面識はないはずだが、どういう人物なのかはもう察したようで、イラージャは縋すがるようにソアランに寄り添い、ソアランは首を竦めた。

「何を企んでいる」

「今回は何もありませんよ、お養父とう様。今までの私のことを、彼らに話していただけ」

　ユキがスプートニクを見る。それを追いかけるように、じろり、と三さん白ぱく眼がんがスプートニクを睨にらみつけた。二人の視線を受けて――

　ふと、別のことを思い出す。そういえば。
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「……俺はどうして、この街に呼ばれたんだ？」

　何一つ指示がなかったせいで、散々、右往左往する羽目になった。

　結局何をさせるためにここに連れてこられたのか、未いまだわからないままだ――しかしユキは、「それはもういいの」と笑った。

「もう、ことは済んだから。アンタにも、ちゃんと役割は果たしてもらったし」

「役割？」

　ヴィーアルトン市でスプートニクが行ったことのうち、どの行動がユキの望んだことだったのだろう。元学友に再会すること？　魔女協会コークディエ支部を訪ねること？　まさか、ナツに間違った推理を披露することではあるまいが。

「お養父様に、クリューちゃんの『体質』をうっかり知られちゃって。どういうことだ説明しろって言われたけど、正直に話したら、どう考えてもそのままお説教が待っているじゃない？　それが嫌だったから、スプートニクに代わりに行ってもらったの。だけどスプートニク、なかなかクルーロル邸に行ってくれないから。上手うまく誘導するのも、骨が折れたよ」

「そんなことのために……!?」

　なんていう貧乏くじを引かされたのか！

　愕がく然ぜんとするスプートニクを見て、ユキは「ま、でも」と苦笑した。

「クリューちゃんに、お見舞いも必要だと思ったしね」

　そうだ、彼女の体調は良くなったのだろうか。

　昨晩会ったときには、寝ぼけてこそいたものの、しっかり歩けていたようだった。熱に浮かされている様子もなかったが、その後、どうなっただろう。

「クリューさん、風邪でもお召しになったんですか？」

「いえいえ、ただの過労ですから心配はありません。そうだ、せっかくだから、イラージャさんとナツさん、あなた方もお見舞いをしてあげてくださいませんか？　きっとクリューちゃんも喜ぶと――」

「……スプートニク」

　ユキたちの話に興味はなかったようで、クルーロルが、彼女らの会話に紛れるように、スプートニクを呼んだ。三人のいかにも女性らしい楽しそうな声に消えかけたクルーロルのそれは、彼にしては珍しく、力のない呼び方だった。

「はい」

「教えろ。お前はなぜ、私にあんな嘘をついた」

　あんな嘘。

　自分自身を悪人に仕立ててまで、クリューを彼のもとに置かせたことか。それは、

「……この街に連れてこられた理由が、わからなかったから」

　まったく何の説明もなく、このヴィーアルトン市に放り出されたからだ。

「だけど、俺をリアフィアットからここまで連れてきた方法が魔法だったから、この件に魔法使いが絡んでいることだけはわかっていた。ヴィーアルトン市には今、クーがいる。クー絡みのトラブルであるかもしれないと予想はしたけど、その内容が具体的に何であるかまではわからなかった。最悪の事態を考え、クーを魔法使いの手から確実に守ってくれる、誰かが必要だった……」

「違う」

　今度ばかりは正直に言ったつもりだった。しかし。

　クルーロルは、力なくかぶりを振った。聞きたいのはそこではないと。

「それならどうして、最初から、そう言わなかった」

　これまた彼にしては珍しく、妙に寂しげな口調だった。

　――私を頼りなさい。

　耳の奥に、蘇よみがえる。

　だから、

「……すみません」

　こちらもまた、妙に素直な気持ちで、頭を下げた。

　コン、コン。

　ノックの音がした。クルーロルが返事をすると、戸が開く。湿気を含んだ空気を入れ換えるように入ってきたのは、使用人と、それから。

「あなた……と、スプートニクさん。あらあら、ユキも。お帰りなさい」

「……ただいま。お養母かあ様」

　マリアだった。クルーロルの妻にして、ユキの養母。ユキは笑ったが、彼女に対しては何か思うところがあるのか、いつもの悪い笑い方ではなく、けれど綺き麗れいな愛想笑いでもなく、緊張のようなものが滲んでいる。

　一方マリアは彼女に対し、好意的だ。養娘に久々に会えたことに喜びを隠せずにいる。

「ええ、ええ。どうぞ、ゆっくりしていきなさい。それから、そちらの皆さんは――」

　マリアの視線はナツと、ソアランたちに向けられる。

　ナツは微笑ほほえみ、背筋を伸ばした。

「初めまして、奥様。警察局リアフィアット支部のナツと申します。そちらにいるスプートニクと、今こちらに滞在しているクリューちゃ……クリューさんの友人です」

「魔女協会コークディエ支部のソアランです。……ユキさんの、えっと……古い、知人です。こっちは部下のイラージャ」

「まあ、まあ。賑やかで楽しいこと！　そうだわ、皆さんにお茶とお茶菓子を」

　指示を受けた使用人は、一礼して部屋を出ていった。マリアは持ち前のほのぼのとした雰囲気を振り撒まきながら室内を歩き、クルーロルの隣に立った。

「それで、あなた。クリューさんは見つかったのかしら」

「――え？」

　どういうことだろう？

　クルーロルを見るが、彼は眉一つ動かしていなかった。

「いや、まだ報告はない」

「どういうこと、お養父様」

「何、大したことではない」

　問いかけたのはユキだというのに、クルーロルに睨まれたのはなぜかスプートニクだった。

「『スプートニクが君を虐待していたと聞いたから、うちで保護する』という話をしたのが、あまりにショックだったらしい。街へお前を捜しにいったのか、それとも家出のつもりか、気付いたら屋敷からいなくなっていた。……彼女が驚いたのも無理はないだろうな。虐待なんて事実などなかったのだから！」

　最後は当てつけのようだった。罪悪感に苛さいなまれながらも、なんとか言い返す。

「なんでそれを早く言わないんですか！　捜索を――」

　しかし彼には、落ち着いている理由があった。

「叫ぶな、スプートニク。お前をこの街にやった『魔法使い』というのは、目の前の馬鹿娘だ。そして、そいつがお前をここに連れてきた理由も、今、わかったろう」

「……あ、そうか」

　熱くなりかけた頭が、すっと冷えた。すべてのことは解決しているのだ。

　だから後は単純に、クリューが知らぬ街で迷子になっているというだけの話。

「とはいえ、ここはあの子には慣れぬ街だ。そのまま放っておくわけにはいかないのもわかっている。すでにうちから警察に迷子捜索願は出してあるし、使用人にも捜索させているから、じきに見つかるはずだ」

「……はい」

「お前はもう少し、他人を頼ることを覚えろ」

　思えば今回のことはすべて、情報不足が招いた悲劇、あるいは喜劇だ。言い返せる言葉もなく、頭を掻かいて腰を折る――

「待ってくれ」

　そのとき。

　口を挟んだのは魔法使いソアランだった。見ると彼はソファから立ち上がって、蒼そう白はくな顔で、こちらをじっと見ている。

「ソアラン様？」

「どうしたの、リャン」

　イラージャとユキの声がけにも、ソアランは棒立ちのままでいる。表情を変えず、うわごとのように、

「地下で、アリスから聞いたんだ」

「何を」

　苛いら立だちの垣かい間ま見みえるユキの様子に、ようやくソアランの首が動いた。

「支部長が今、ヴィーアルトンを訪問してるって……」

　支部長。彼の言うその人を、またそれがもたらす意味を、スプートニクはわからなかった。だからどのような危機が存在するのかも、正確な意味は汲くみ取れなかったが、

「支部長って……魔法使いジャヴォットが!?」

　あのユキが叫んだから、ただ事ではないのだと、察した。

「なんであいつがここにいるの！」

「その、クリューちゃん絡みの報告は俺が関わってたから信用ならない、スプートニク宝石店とクリューちゃんの再捜査をするって言って……多分、スプートニク宝石店が所属するクルーロル宝石商会を調べるために……」

　聞けば聞くほど、ユキの顔色が澱よどんでいく。

　ユキの動揺。珍しい顔だ。眉を寄せ、親指の爪を噛かむユキに、形容しがたい居心地の悪さを覚える。彼女にはいつでも、余裕ぶっていてほしいのに。

「支部長は――支部長は」

「あいつが、何！」

「言ったんだ。あの地下で、俺に――」

　うわごとのような言葉。

　――はたと。

　ユキに聞いていないことがあると、思い当たった。それは、

「そのとき」

　ファンションが死んだとき。

　ファンションに殺意を抱き、殺すために動き、そして確かに、願いを叶かなえた人間は。

「捕まったのか。お前を殺すために動いたという、人間は」

「実行犯は処分された。――真犯人は、証拠不十分で無罪釈放となった」

　そして。

　眉間に深い皺しわを刻み、頬を青白く染め、額に血管を浮かせたユキが、吐き捨てた名は――

　何年にも亘わたり胸に抱えてきた、怨えん嗟さの塊のようだった。

「魔女協会コークディエ支部現支部長、魔法使いジャヴォット！」

　つまりそれが、すべての元凶――

　――ノックの音がした。

「誰だ」

「お話し中失礼致します、旦那様。お客様がいらしてますが、いかが致しましょう」

「客？」

　主あるじの怪け訝げんそうな声に、使用人は首を縦に振った。

「宝石商です。アポイントはないとのことですが、急遽、旦那様のお耳に入れたいことがあるそうで――」

「取り込み中だ。仕事の話なら、後日改めさせろ」

「で、ですが」

「私の指示が聞こえんのか！」

　怒号。しかしそれをすり抜けるようにして、

「お邪魔しまぁす！」

　甲高い挨拶とともに、女の子が一人、応接室に走り込んできた。

　大股でずかずかと歩くたび、赤いリボンで作られた金髪のツインテールが揺れる。勝ち気そうな表情には見覚えがあった。名前は何だったか――

「す、すみません旦那様、待つようにと言ったのですが聞かず――こ、こらっ」

　となると、使用人の言う『宝石商』というのは。

　思い浮かべたその瞬間、実際にその男が現れた。使用人に捕獲されじたばた暴れる女の子を見、「ああ、すみませんうちの従業員が」と頭を下げる。

「お前」

「あっ、クリウさん。いやいや、相変わらず厄介ごとの近くにいらっしゃいますね」

「うるせェ、何があったよ。端的に言え」

　軽口を叩たたくリョウの頬は、強こわ張ばりを隠せていない。

　強めに肩を殴ってやるがそれでも目だけは笑わなくて、どうにもならない胸騒ぎがする。彼だって一人の商人なのだから、多少の修羅場は潜くぐり抜けているだろうに。

「すみません、実は、うちの従業員が――」

「助けて！」

　悲鳴のような甲高い声に誰よりも早く反応したのは、当然と言うべきかナツだった。その救難要請は、自分が今、使用人に捕まってしまったことに対してではないらしい。ナツは女の子に駆け寄ると、腰をかがめ、目線を合わせて、穏やかな声で尋ねる。

「大丈夫よ。何があったか、お姉さんに話してみてくれる？」

　優しく頭を撫なでられて。

　よほど怖い思いをしたのか、安心したのか、女の子の目から、ぽろぽろ涙が零れ出した。

「クリューが……！」

　その光景に――スプートニクは既視感を覚えた。

　さほど古くない記憶。スプートニクのいる場所へ、勢いよく飛び込んできた金色の髪の女の子。また、その子が青い顔で、ナツに縋りつく姿。

　張り詰める空気。硬い声で呼ばれる従業員の名前。それから――

「魔法使いに、連れていかれちゃった……！」

　――誘拐。
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　宝石商スプートニクが、まだ旅をしていた頃の話である。
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　一つの街での取り引きを終え、スプートニク宝石店店主スプートニクは、従業員クリューとともに次の街へと向かっていた。

　顧客の要望や依頼により、街から街へ流れるのが、特定の拠点を持たないスプートニクの商売のやり方だ。しかし次の街の訪問には、商売とは別の理由があった。

　そしてそれは、クリューにも関係することだった――説明しておくことにする。向かいの席で窓の外の鳥を楽しそうに眺めているクリューを呼んだ。

「おい、クー」

　くるり、と首がこちらを向く。

「次の街は、リアフィアット市だ。ルカー街道を東に行ったところにある街で、世事にも大都市とは言えないし、大陸統都ヴィーアルトン市からも結構離れてるが、治安は悪くないらしい。生活にも不便はないだろう」

「りやひゃっと市……」

　舌足らずに、地名を繰り返し。

　少し間を空けて、

「はい」

　従業員クリューには、最近、良くない癖がついた。わからなくても取り敢あえず同意の返事をしておけば大丈夫だと学んでしまったらしい。

　いずれは矯正させなくてはと思うが、今の話はさして重要な内容ではない。スプートニクは言葉を続ける。

「比較的温暖で、花と果樹の栽培が盛んな街だそうだ。そこそこ金も貯たまったし、土地を見て、生活と開業に悪くない環境だったら、そこで永住を考えようと思う」

「かじゅ、ええじゅ」

　また舌足らずに、言葉を繰り返し。

「はい」

　本当にわかっているのだろうか？

　怪しむ視線に気付いたのだろう。クリューは大きく二度、頭を上下に振り、

「わかってます。ええと、概おおむね」

　概ね。

　そういう語彙をどこで増やしてくるのだろう。――念のため、説明をする。

「果樹ってのは果物の生なる木のことだ。リアフィアット市は果物の街だって覚えとけ」

「果物」

　クリューの口から涎よだれが垂れた。

「美味おいしいですか」

「質のいいものは揃そろっているだろうな。まずけりゃ特産にはならん、味は期待していいんじゃないか」

「食べ放題ですか！」

「食べ放題ではない」

　言っていない要素をなぜ付け足したのか。

　それでもクリューの期待を煽あおるには充分な要素だったようだ。ぬいぐるみを詰めたリュックを胸に抱き、窓にぺったりと頬をつけて、りぁひゃっと市、りやひぁっと市、と舌足らずに市名を繰り返す彼女はどう見ても楽しそうで――

　その上機嫌は、スプートニクにも伝染した。だから、

「楽しみにしとけ。着いたら、山ほど果物食わせてやるから」

「はい！」

　と。

　その返事は、スプートニクの伝えた言葉を、間違いなく理解したようだった。

　――だから。

　スプートニクはてっきり、わかっているものだと思い込んでいた。




　結論から言えば、リアフィアット市はなかなか良い街だった。

　治安も街の資産状況も悪くはない。気候も風土も穏やかで、役場の雰囲気も落ち着いていた。

　魔法使いがいないというのは、宝石商の仕事場としては確かに懸念材料となりやすい反面で、奇妙な『体質』を持つクリューを魔法使いから隠すには持ってこいの場所だ。そしてスプートニクは、宝石を確かによく買うがトラブルの尽きない、魔法使い相手の商売というものを嫌っていた。

　旅をしたおかげで大陸のあちこちに大口の固定客も作れているから、収入源に関して心配はないはずだ。

　後は、描いた青写真をどれだけ現実のものとできるか――懸念がないわけではないが、起きてもいないことを恐れていたら、新たな挑戦など何もできはしない。スプートニクはこの街に定住し、店を構えることに決めた。

　比較的田舎の街だから、定住希望の申請自体が都会ほどには多くないようだ。許可が下りるのは存外早かった。目をつけていた空き物件を一括払いで購入、一階を営業店に、二階を二人の住居にする。

　クリューを、割り当てた部屋に案内し、

「ここがお前の住むところだ」

　と言ったら、しばらくきょとんとしていたが、嫌そうな顔はしていなかったので問題はないだろう。

　旅をやめるとなれば、荷物を最低限にする必要はない。商品も取り寄せ、飾るための棚とケース、作業場に棚と机、勿論生活のための家具も必要だ――……

「あの、あの」

　生活環境と開店準備で慌ただしい日々が続く中、発注しておいた装飾品がまた届いた。

　受け取った荷物を床に置き、開封のため手をかけたとき、背後から呼ばれた。振り返ると、クリューがそこに立っている。いつの間にか部屋から下りてきていたらしい。

　どうしたのかと尋ねると、

「えっと」

　両手を頬に当て、困ったような様子を見せた。

　俯いて言いたいことを整理しているのを、じっと待つ。やがてまとまったのか、顔を上げた。

「お部屋に、ベッドと、机と、椅子と、えっと、えっと」

　両腕を大きく広げ、

「いーっぱい、です」

　家具が届いたのが嬉うれしい、ということだろうか？

　しかしそれにしては、表情が曇っている。

「この間家具屋に行ったとき、どれがいいか選ばせただろ。気に入らなかったか？　サイズ違いなら、返品して新しいのを」

「いえ」

　ぷるぷる首を振った。暴れたせいで長い髪が口に入り、嫌そうな顔をして吐き出す。

　手て櫛ぐしで整えてから、改めてスプートニクを見た。

「どれも素敵です」

「そうか」

「お布団もふわふわです」

「なら良かった」

「さっき二時間お昼寝しました」

　寝過ぎではなかろうか。

　ただ、そうなら、購入物が気に入らないわけではないのだろう。クリューは部屋の中をきょろきょろ見回して、

「ここも」

　腕を広げて、

「いーっぱい」

　……その仕草が気に入ったのだろうか？

　しかし楽しんでいる様子はない。至極真面目な顔をして、

「持てません」

　つまり、家具の位置を修正したいということか。運送屋がサービスで家具の設置を請け負ってくれたのだから、そのときに違うと言えば良かったのに。人見知りの子供には難しいことだったのかもしれない。まったく、と思いながら立ち上がる。

　けれど、クリューの懸念はそんなものでもなかった。何かに気付いたように、はっと息を呑のんだ。

「もしかして」

「ん？」

「建物ごと動くやつですか！」

「お前はごく一般的な店舗兼住宅に何を期待してんの？」

　どんな想像をしているのか目を輝かせているが、残念ながらその期待には応えられそうにない。馬を何頭繋つなぐ気なのかと思いながら否定すると、また首を傾かしげた。

　そして。

「それじゃ、次の街に行くとき、どうするんですか」

「ん？」

「お荷物、こんなに持てないです」

　……そこまで聞いて、ようやく。

　スプートニクは、クリューが『永住』を理解していないことを知った。

　ここ数日の間に買い込んだ、家具や商売道具、その他あらゆるものの今後の処遇を、クリューは心配していたのだった。

「あのな、クー」

　床に腰を下ろして胡座あぐらを掻き、クリューを見た。顔が近くなる。

「はい」

　近くなったクリューの目を、顔を、表情を見る。

　大事なことだ。きちんと伝わっているかどうか、確かめなくてはならなかった。

「俺たちは、ここに住むんだ」

「何日くらいですか？」

　間髪を容いれず、次の質問。

「ずっとだ」

「ずっと……」

　両手を広げ、手のひらを見、数えるように指を折り、

「明日も、明後日あさっても、その次もですか」

「そうだ」

「来年もですか」

「そうだ」

「お金、ありますか」

「……………………多分」

　なぜ唐突に、核心をついた質問をしてくるのだろう。

　いや。

　――スプートニクはかぶりを振って立ち上がり、小さな従業員を見下ろした。

「金のことは従業員おまえが考えることじゃねェ。店主おれがここで商売するってんだからするんだよ。それとも何だ、この街にいたくない理由でもあるのか」

「ないです」

「じゃ、何が気がかりなんだ。……資金以外で」

「うんと、うんと」

　子供の語ご彙いはまだ、少ない。永住という言葉すらわからないほどに。目をきゅっと閉じ、自分の疑問と知り得る表現を一生懸命摺すり合わせるのを、辛抱強く待つ。

　どれだけ経たった頃か、クリューは、自身の中に生まれた疑問をこんな言葉で投げかけた。

「クーも、ここに住むんですか」

　当たり前だろう、と答えた。




　……あのとき自分は、そう。

　何を当然のことを、とだけ思ったのだ――
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「だからさっさと責任者出せっつってんだろオラァ！」

　怒号とともにカウンターに叩きつけた太めの鉄棒は、大変いい音がした。

　ここは魔女協会ヴィーアルトン支部。従業員クリューが魔法使いに攫さらわれたと聞いた瞬間、足はここに向かっていた。クルーロル邸にてユキの制止の声や、クルーロルの「落ち着け」という声も聞こえたように思うが、従えるだけの心の余裕はすでになかった。

　昨晩訪れたばかりとあって、場所はしっかり覚えていた。ついでに道すがらごみ置き場に落ちていた鉄棒を拝借し、受付にいる魔法使いに責任者への面会を申し出たが受付の姿勢は昨晩とさほど変わらず、最初こそ冷静なつもりでいたものの、いくら打てども響かないことに苛立ちは募り。

　やがて比喩的に打ったところで無駄だということを悟ったため、持ってきていた鉄棒で物理的に『打って』みたところである。

　しかし、魔力を持たぬ人間の恫どう喝かつなど恐るるに足りぬと考えているのか、それとも支部を守る受付としてそういう訓練を受けているのか、頑として怯ひるむことはない。

「ネタは上がってんだよ、うちの従業員が魔法使いに攫われたって。これ以上隠し立てしたところで、おたくさんにいい方向には流れないと思いますがね？　下っ端のアンタじゃ話にならんから、責任者と話させろって言ってんだ」

「生あい憎にくと、責任者は不在でございます」

「商人舐なめんな。飛び込み営業あしらうときは、どいつも大体そういう文句使うことくらい知ってんだよバァカ」

　カウンターを蹴る。

　それでも魔法使いが萎縮する気配はなかった。可愛かわいげのない女だ、舌打ち。

　しかし向こうは向こうでこちらに対し「生意気な男だ」とか思っているのだろう――などと考えていると。

「去らぬのであれば」

　昨晩と同じ言葉。杖つえの先が向く。

　しまった――余計なことを考えていたせいで反応が遅れる。急ぎ鉄棒を構えるが魔法使いの方が速い！

　杖からスプートニク目がけて魔法の光が――

「守れ！」

　どこかから聞こえた一声。同時にスプートニクの眼前に、光る壁が現れた。

　受付の魔法使いから放たれた攻撃は光る壁に当たって爆はぜ、しかし同時に壁自体にも罅ひびが入った。壁が崩れた瞬間、「飛べ！」別の声が、別の呪文を唱える。スプートニクの背後から飛んできた一筋の光が、魔法使いに突き刺さった。

　スプートニクを守った魔法の主は――

「いやはや、間一髪」

「ユキ！」

　姉の名を呼ぶ自分の声は、なかなか弾んだものになった。

　魔法の壁でスプートニクを守ったのは、魔法使いの正装であるローブを着たユキ。と――

「僕もいるよ！」と、その背後からひょっこり顔を出しているのは、見覚えのある白い少女。あのふざけた名前を呼ぶのは嫌だったが、その格好をしてきた以上、本名で呼ぶのは問題があるのだろう。そちらには、右手を挙げることで挨拶に代えた。

　冷めた目で、ユキがスプートニクを見る。ため息をついた。

「まったく。屋敷で、『待ちなさい』って言ったのが聞こえなかった？」

「聞こえたけど殴り込みたい気持ちが先に立った。まずかったか」

「別に。私の可愛い妹をアンタに任せたのは、正解だったなって思っただけ」

　レンズの奥で、目が笑っている。

　ユキは遠くを見るように首を動かした。追って視線を向けると、騒ぎを聞きつけた魔法使いが遠巻きにこちらを観察している。数人はすでに杖を構えていて、こちらの出方を窺っているようだ。

「ユキ。どうする？」

　決して少なくない数の魔法使い。対してこちらは魔法使い二人と、宝石商が一人。

　心こころ許もとない、どころではないが――

　それでもユキは胸を張るから、恐るるに足りぬという気になる。

「聞きなさい、同胞よ！」

　ユキが声を張り上げた。

　よく響く、濁りのない声。

「私わたくしは魔法使いアンゼリカの娘にして、魔女協会魔法研究部所属研究員フランソワズにございます。魔女協会本部から、直々に皆様へ命令を届けに参りました！」

　舌を噛みそうな名乗りを、詰まることなく言い上げた。

　魔法使いたちの間に、戸惑いが生まれる。研究員フランソワズの名にか、それとも協会本部の使いという宣言に対してか。

　いずれにせよ、その場すべての注目を集めたユキは――優雅に笑い。

「――総員直ちに杖を捨て床を舐めろ」

　彼女の手から生まれた魔力が、炎と化してフロアを舐めた。




「建物内で炎はやめたまえよファンション！」

「えっ」

　炎に巻かれ混乱に陥る集団の中で、いち早く常識人めいた指摘をしたのは魔法少女だった。

　噛みつくように言われ、ユキは目を丸くする。

「リャンは喜んでくれると思ったんだけど。クリューちゃん奪取時の再演って感じで」

「俺はあのとき学んだの！」

　一人称『僕』を保てていないあたり冷静ではないようだが、ユキには悪びれる素振りもない。

　建物内は当然のことながら騒然としていた。炎を消そうと杖を振って水を出現させる者、こちらを睨みつける者――攻撃魔法が一発二発と飛んでくるが、ユキと魔法少女は軽口を叩き合いながら難なく防いだ。

　念のため、尋ねてみる。

「火、大丈夫なのか？」

「魔法の炎だから、温度も規模も私の自在だよ。――取り敢えずスプートニク、ここからの行動。勿論、アンタにここでの戦力は期待していないからそこは安心して。応戦は私たちが担当するから、アンタはクリューちゃんの捜索を。この建物の中、片っ端から捜して」

「応戦って……この建物の中にいる魔法使いは少なくないぞ。お前ら二人でできるのか」

　ユキは鼻で笑った。

「魔法使いなんてそんな強い生き物じゃないよ。魔法使いを無力化するのは簡単なこと。魔法使いは自身の中にある魔力を魔法の杖によって増幅し、魔法を発動させるから――」

　唐突に、ユキの首もとから一本の紐ひもが生えてきた。紐はみるみるうちに伸び、こちらに向けて杖を振りかぶった魔法使いの手から杖を弾はじき落とす。紐は落ちた杖を搦からめ捕とると、ユキの手元まで戻ってくる。

　ユキは杖を受け取らず、そのまま床に落とし――

「杖を折ってやればいい。そうすれば、魔力を持たぬただの人と同じになる」

　ユキの足の下で、杖は呆あっ気けなく二本になった。

　防壁を張っている、魔法少女の渋い顔。

「作るのそこそこ金かかるんだよ、魔法道具って。よくもそう、躊躇ためらいもなく壊せるものだ」

「ちょっと。どっちの味方なの、リャンは」

　二人の言い合いを聞きながら、スプートニクは壊れた杖を拾い上げる。

　あまり目立たないが、柄の部分に青い宝石が一つ嵌はめ込まれている。宝石商として、捨て置くのも気が引けた――自分の尻のポケットに刺し入れた。

「さっき、お前が伸ばした紐は？」

「あ、私の使い魔」

　するとパステルピンクのフェルトの塊――ぬいぐるみ？　が、のこのことユキのローブの裾から出てきた。スプートニクを見上げ、足の一本を振って挨拶する。

　八本の足が生えたその風貌は蜘蛛くもに似ているが、ころころ丸みを帯びたデザインに、ピンク色という華やかなカラーリングを用いたぬいぐるみ。ユキには似合わず愛あい敬きょうのある……と思っていると、魔法少女がスプートニクにそっと耳打ちした。

「見た目に騙だまされるなよ、スプートニク。あれの正体はわりとひどい」

　一体どんな化け物だというのだろう。

　かつてユキの『婚約者』であったという、魔法使いソアラン。彼が彼女のそばで一体何を見たのか、どんな目に遭ったのか。スプートニクには想像するしかできないけれど――

「お喋りはそろそろお終しまい。行くよ、リャン！」

　唐突に床を蹴り、楽しそうに魔法使いたちの中へ飛び込んでいった姉と、

「あっはっは、久々に暴れるぞ！」

「ちょっ、ファンション、――ったくもう！」

　ユキの行動に巻き込まれ、諦めたように後を追う魔法少女。

　魔法少女の魔法捌さばきは手慣れていて、暴れ回るユキの行動の先を正しく読み、適切な援護を行っている。それが付け焼き刃の連係ではないのは、恐らく、婚約者同士としてともに過ごした時代の二人の関係性も、これと同じようだったからなのだろう。唐突に好き勝手な行動を始めるファンションを、慌てて追いかけていって補佐するソアラン。

　だったら。クリューが忘れてしまった思い出の中には、今自分が見ているような光景も、数多くあったのかもしれないと考えて――

　敵の只ただ中なかにもかかわらず。

　話したいことが、一つ一つと増えていく。
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　イラージャの例があるから、戦いに慣れぬ魔法使いがいるのはわかっている。魔女協会ヴィーアルトン支部にも、その手合いはいたようだ。

「あいつ逃げるぞ！」

「ほっといて！」

　魔法で姿をくらまそうとする魔法使い。スプートニクは指さして警告したが、ユキはそう即答し、たったの一いち瞥べつもしなかった。

「玄関から逃げる奴も、魔法を使って転移するのも、背を向ける奴は好きにさせて。歯向かう奴だけ容赦しない」

「だけど――」

「私たちがアンタに遅れてここに着いたのは、屋敷でのんびり茶を飲んでいたせいだとでも思う？」

　逃げる奴らの中に、クリューの居場所を知っている奴がいるかもしれない。しかしそんな焦りなど、ユキはとうに見抜いていた。

「心優しいお姉様から、愚弟にいくつか情報を差し上げよう。――さっき、イラージャさんを魔女協会コークディエ支部に魔法で転移させた。あそこもまた、クリューちゃんが監禁されている可能性のある場所だから、捜索させるために」

「イラージャとはいえ、慣れた場所だ。さすがに下手を打つことはないだろう。もし誰かに魔法少女のことを聞かれたら、一切覚えていないとだけ言うように教えてある」

　とは、魔法少女の弁。

「お養父とう様とリョウさんたちには、クリューちゃんの失踪のことを警察局で証言してもらってる。そして――」

　そして。

　誰一人逃がさないよ、と吐き捨てる。

「この建物の外には、彼女たちに付いてもらっている」

「彼女たち？」

　スプートニクが聞き返すと。

　ユキの表情が少し、和らいだ気がした。

「アンタのお友達」




＊




「――本日昼頃、ヴィーアルトン市訪問中のリアフィアット市民一名が、何者かに拉致されたとのこと」

　今にも泣き出しそうな灰色の空の下。

　ナツは、ぞろりと並んだ警察局ヴィーアルトン本部の面々に声を張り上げていた。

「目撃情報から、魔法使いであることが判明しています。皆様には、この魔女協会ヴィーアルトン支部を包囲、出てくる者は全員確保をお願い致します！　警察局ヴィーアルトン本部の皆々様の敏腕ぶりは、東のリアフィアット支部まで届いております。どうか皆様の働きで、被害者が無事解放されますよう！」

　激励の言葉を贈ったナツに――

　警察局ヴィーアルトン本部特殊警備隊は、一糸乱れぬ様子で敬礼をした。

「……ま、こんなとこかしら」

　持ち場につくため各々が行動を始める。それを見ながら、ナツは小さく息を吐いた。

「ありがとうございます、警部殿」

　にこりと笑って頭を下げたのは、警察局ヴィーアルトン本部の男性警察官。クリュー誘拐事件の指揮に当たっているという。

「こちらにもリアフィアット支部の女性警部でいらっしゃるナツさんの名前は届いております。そのあなたにお言葉を頂けるとは、皆の士気も上がろうというもので――失礼。ご気分を害したなら謝罪致します」

　自分の顔が強張っていることに、そう言われて気が付いた。慌てて笑みを作るが、奇妙に引きつるのがよくわかる。

「いえ、力になれるのなら何よりです。顔見知りの少女が誘拐されたということで、どうも心が穏やかでなく。こちらこそ申し訳ない」

「とんでもない。……しかし、驚きました。クルーロル宝石商会の会長でいらっしゃるクルーロル氏の関係者が、魔法使いに誘拐されるとは……」

「予測できたことではあります。最近の宝石商は、魔法使いとの対等な取引を可能にするため、多くの策を講じるようになったというので……それを良く思わない魔法使いが強硬手段に出たとしても、不思議ではありません」

　言い切り、ナツは心の中で舌を出した。

　クリューが攫われた理由、動機に対して、嘘を言っているわけではない。ただ単に、クリューの『体質』に関して伏せ、かつ『普通の人間対魔法使い』という構図をわかりやすくして、警察局を巻き込みやすくしただけだ。正確には、警察局の荒事対応部門を。

　話が一区切りついたと思ったか、男性警察官はナツに敬礼をして去っていく。ナツもまた挨拶を返しながら――物思いの続きに戻る。

　思惑通り、彼らは動いてくれた。

　けれどそれだけでは、どうにもならない。警察局とはそもそも『普通の人間同士のトラブル』のための組織で、事件や犯罪行為に対する業務を執り行う。よって警察局の人員は魔法使いではない普通の人間で構成され、魔法使いに対抗する術は持ち得ない。

　とはいえ――

　ユキという人は抜かりなく、その点への『対応策』も置いていった。

　振り返る。と同時に、声がした。

「まったく、人使いの荒い人たちですね！」

　心の底から不快そうな罵声の主は――

　たった一人の、小さな魔法使い。

「あのユキ様という方は本当に何なんですか！」

「ユキさんが何かだって？　うむ。私の女神だ！」

「コークディエに帰還したばかりの私の前にいきなり現れて、ろくな説明もないままこんなところに連れてきた上、魔力を込めた宝石を大量に押しつけて『この建物から魔法使いが一人も逃げられないよう結界を張り続けろ』だなんて――無茶苦茶にもほどがあります！」

「わかるぞ！　ちょっとわがままで小悪魔なところもユキさんの魅力の一つなのだ！」

「世界が自分中心に動いているような尊大な態度、勘違いも甚だしいことこの上ありません！」

「まったくだ！　世界はユキさんのためにあると言っても過言ではない！」

　そしてその彼女の罵声に逐一答えている――答えになっていないが――のは一人の青年。ナツはどちらにも、見覚えがあった。

　小柄な体に何本ものネックレス、何本ものブレスレット、何本もの指輪をごちゃごちゃに身につけた魔法使いは、セシル。彼女は文句を言いながらも絶えず杖を振って、魔女協会ヴィーアルトン支部の建物に向けて力を送り続けている。

「ええい、これ空っぽです！　次！」

「うむ！」

　腕から抜き取り放り投げられたブレスレットを回収し、新たな装飾品を渡しているのはユキの『自称』婚約者――ラッシュ。大きなバスケットを腕に提げ、セシルの指示に従っている。

　ナツはその二人に歩み寄り、そっと話しかけた。

「お疲れ様。大変な作業なのでしょう、私に何か手伝えることは――」

「は!?」

　するとセシルはこちらを向いた。睨みつけるような、嫌悪の目――しかし。

　話しかけたのが恨みを向ける相手ではないとすぐに気付いたようで、セシルは表情を消し、顔を背けた。

「……お気遣いをありがとうございます」

　ぼそぼそと低いその物言いは、自分の失態を恥じるようだった。

「ご無礼をお許しください。魔力の調整に余裕がなく、気が立っておりました」

「私もごめんなさい、大変なところに声をかけてしまって」

「いえ、それほどではありません。魔力はユキ様から大量にお預かりしておりますし……手前味み噌そですが私自身、魔法使いソアランの私設秘書という肩書きは伊達だてではありません。そして――」

　言葉を切り。

　セシルは、一際大きく杖を振った。

「――私の力不足であの女に文句を言われるのは、私のプライドが許しませんので！」

　その瞬間、ばちん、という大きな音とともに、忽こつ然ぜんと一人の魔法使いが現れた。

　結界の内側で目を白黒させているその様は、よそ見をしながら走り回っていて、ガラス戸に頭をぶつけた子供のようだ。地面に座り、結界に触れ、何が起きたのかわからないといった顔をしている。

　セシルはふんっ、と鼻から大きく息を吐いた。

「現れました！」

　結界の内側から外に出ることは叶わないようなのに、こちら側から中に入ることは制限を受けないらしい。ナツは内側へ入り込むと、現れた魔法使いから杖を取り上げ、次いで縛り上げる。「確保！」と叫ぶと警察官が走ってきて、その身柄を受け取ってくれた。

　そうして捕まった魔法使いには、セシルはもう興味を示していなかった。杖を握り、魔法の結界を張る作業を続ける。

「ごめんなさいね、何も手伝えなくて」

「いいえ。本当に、そのお気持ちだけで嬉しいです。……それに」

　また一人、魔法使いが現れた。文字通り這はってでも逃げようとするが、逃がすはずがない。今度は別の警察官が駆けつけてくる。やがて建物の入口が開いて、中から魔法使いが飛び出してくる。それもまた、警察官が取り囲む。逃がさない！

　その様を見ながら、セシルが言葉を続ける。

「私は、ここで結界を張り、逃げ出そうとする魔法使いたちを足止めすることはできますが、捕らえることまでは手が回りません。あなたたち警察組織が捕縛に動いてくださるからこそ、私はここで杖を振るうことができるのです」

「……私たちが」

「そして。ユキ様やスプートニク様にこそ中あちらを制圧することができ、私たちにこそ外こちらを抑えることができる。ユキ様もそれがわかっていたから、私たちへ役割を与え、ここに配置したのでしょう。……あの女に使われるというのは、非常に癪しゃくなことですが」

　彼らが中を、私たちが外を。

　まったく理に適かなった判断ですと、セシルが吐き捨てるように認めるのを聞いて。

　ナツは不意に、幼おさな馴な染じみの言葉を思い出した。

　――だから二人が、いつかどこかで悩んだとき、お互いのいいところを補い合えたらいいわね、って思うの。

　まさか今このときのことを、予知していたわけではないだろうが――

　中にいる、彼のことを思う。

「四方は固めたわよ。――任せた」

　空はまだ、厚い曇が立ち込めている。
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　魔法少女が守り、

　ユキが攻め、

　スプートニクが捜す。

　さほど広くない建物だ、部屋も多くはない。魔法使いもあらかた倒すか逃げ出すかして動く影はなくなったけれど、それでもクリューの姿は見えず、どれだけ声を上げても返事はなかった。

「……ここじゃない、んだろうか」

　若干、声が嗄かれてきている。こんなに大声を出したのは久しぶりだった。

　顎に手を当てたユキが、うーん、と唸うなる。

「じゃ、下かな」

「下？」

「あそこ」

　ユキがひょい、と指さした先を見ると――

　ひときわ熱心に焼かれた鉄の扉があった。

「地下への階段」

　扉の先にあるものを、ユキが口にした。ヴィーアルトン支部の襲撃を開始して早々、ユキが魔法で執しつ拗ように壊した扉だ。何のために――と思ったが、その一言でスプートニクもようやく意図を知った。

「メインの任務はクリューちゃんの捜索であって、ヴィーアルトン支部の魔法使いの殲せん滅めつじゃない。転移の魔法を使えない奴らまで続々と加勢に出てこられるのも骨が折れるから、塞いでおいたの。とはいえ、一階にいないとなったら地下も見ないとならない」

　ノブは熱によって変形しているからただでさえ開きそうにないが、ほろほろと白い光が零れているのは、魔法も使って封鎖しているのかもしれない。

　床を引きずるそれをいよいよ邪魔に思ったのか、ユキがローブを脱ぎ捨てた。「お行儀が悪い」とばかりに使い魔が寄っていって、八本の足で器用にローブを畳み始める。

「だけど、これを開けるのか？」

　スプートニクは扉のノブを握り、軽く動かしてみた。無論、変形した鉄は成人男性の力でも動かない。開けられるものなのだろうか――魔法少女が扉を確認する。

　しばらく調べて、彼は「なんてことはないよ」と結論を出した。

「攻撃魔法で地下から扉を壊されないように、ファンションが扉に防御の魔法をかけている。それを解除して、力ちから尽ずくで扉を破壊すれば行けるだろ。ファンション、解除を……」

「だけどほら、やっぱり奇襲って、戦法として優れてるし」

　相変わらず人の話を聞かないユキは、足で床に何かの紋様を描いた。

　何をしている、と二人が尋ねる間もなく、

「だから必要以上の破壊はやめろって言ってるだろ――が！」

　魔法少女の怒鳴り声は、大穴が開く音にかき消された。

　ユキと、ユキの魔法に巻き込まれた魔法少女が瓦が礫れきとともに落下。着地に成功したユキは、地下一階の床に叩きつけられた魔法少女を冷ややかに見た。

「固いこと言うね。協会のやり方に染まったんじゃない？」

「君の破壊は限度を知らないから恐ろしいんだよ！」

　……二人とも元気そうで何よりだ。

　さて、どうしよう。追いかけて穴を飛び降りるべきか？　穴の縁に腰を下ろしたとき、

「キュ」

　ガラスを擦こするような音がした。

　ユキの使い魔の、鳴き声のようだ。二本の足を使って、スプートニクの膝のあたりを掴つかんでいる。待て、ということか。

　同時に――

「……おや？」

　ユキの、面白がるような声がした。――その視線の先に、魔法使いが一人。

　新たな手合いだが、スプートニクは見覚えがない。相手から見えない位置に移動して、声を聞く。

「貴様」

「おやおや、こんなところまで追いかけて来たのかい、アリス。……あァ、そうだ。コークディエ支部拘置施設の寝心地を聞いていなかったね？」

「最悪だ」

　斜に構えた魔法少女が嘲あざ笑わらうように尋ね、呪じゅ詛そのように相手が吐き捨てたところから、仲間ではないのだとわかる。魔法使いソアランを拘束していたという一派か。

　アリスと呼ばれた魔法使いが言った。

「魔法使いソアランを返してもらおう」

「ふん。あんな小汚い場所に転がしているんだもの、てっきりいらないんだと思ったよ。いらないものはリサイクルで僕が貰もらい受けたっていいだろう？」

「必要になった。ジャヴォット様から、持ってこいとのお達しだ」

　ジャヴォット。クリューを攫ったという魔法使い。

　魔法少女の声が低くなった。

「……前々から思っていたんだけどね、アリス。ジャヴォットは、魔法使いソアランに何をさせるつもりだ？」

「お前が知る必要はない。早くあの男をここへ持ってこい」

　一触即発の雰囲気に――

「んっふふ」

　笑い声を以もって、割って入ったのはユキだった。二人の視線を受け、ぱたぱたと手を振る。

「あ、ごめんなさい。お前が知る必要はないって、あまりに三流悪党みたいな台詞せりふだったんで――それはともかく。『リャンを持ってこいとジャヴォットから指示を受けた』ってことは、アリス。『アンタは魔法使いジャヴォットの潜伏先を知っている』ってことでいいね？　あとついでに、我々が白旗を挙げるまで逃がす気はない、ってことで」

「……」

　アリスは答えない。答える必要はない、という態度。懐から出した杖の先を、真っ直すぐにユキへと向けた。

　ユキは、余裕の笑みを以て対する。そして、

「聞こえたね？」

　その一言はきっと、スプートニクへのものだった。

　返事を必要としてはいない。スプートニクはアリスに気付かれないようそっと、穴から距離を取った。

　二人の姿が見えなくなり、二人からもまたスプートニクの姿が見えなくなったとき――

　ユキが吠ほえた。

　それはそれは、いたく楽しそうに。

「この私がお相手して差し上げましょう、魔法使いアリス。加勢なら何人でも呼びなさい。私の妹と婚約者に手を出した罪――それから、今、この私に杖を向けたという愚行。その意味、その体に叩き込んで差し上げる！」




　宣言の直後、轟ごう音おんが響いて――

　穴の下、ユキたちと魔法使いの戦闘が始まる。爆ぜる光、駆ける姿。耳に届くのは破壊音、ときどき混じる魔法少女の怒声とユキの罵声。

　スプートニクは頭を切り替える。こちらは、クリューの捜索を続けなければならない。しかし二人を追って床の大穴に飛び込めば、彼らの魔法に巻き込まれるだろう。そして喧嘩を売られたユキは、相手を徹底的に叩きのめすまで戦い続ける。となれば、ここから行くことはできない。

　ならばもう一方、と階段へ続く扉を見るが、こちらはユキの魔法で変形したまま、施錠されたままだ。

　さてどうするか、とあたりを見回したとき、畳まれたローブの隣に座って指示を待っているそれを見つけた。目が合う――合ったのだろう、多分――と、「ようやく思い出してくれたね」と身を起こす様は、よくしつけられた犬のようだ、と思った。

「キュイ」

　そして鳴いた。

　試しに、尋ねてみる。

「……お前、あれ、開けられるか」

「キュ」

　ユキの使い魔はぴょんぴょん飛び跳ね、任せろ、と言わんばかりの楽しそうな様子。

　ならば。スプートニクは少し考えて、ユキの捨てていったローブを羽織る。余裕のあるつくりをしたそれは、スプートニクでも容易に着られた。

　フードを被かぶり、先ほど拾った折れた杖を握って――変装完了。

「行くぞ」

「キュイ」

　使い魔は飛び跳ねながら扉の前に行くと、足の一本を扉に翳かざした。触れた瞬間ほんのりと足の先が光って、しかしすぐに消える。のち、

　ばこん。

　大きな音がした。ノブを回し、引いてみる――派手な音を立てながら、蝶ちょう番つがいが動いた。開いた先には階段と、魔法使いが五人ほど。

　スプートニクの姿を見ると、彼女らは一様に表情を強張らせた。

「お前は――」

「ご無事ですか！」

　しかし最後まで言わせない。

　先手必勝と、スプートニクが叫ぶ。

「私は――緊急事態の報を受け、魔女協会本部より遣わされた者です。ご無事な方がいて良かった。お怪け我がは？」

「ない。本部は救援に、男一人だけよこしたのか」

「いえ、他の方々は敵の制圧に動いております。私は救出の担当です、早く建物の外へ避難を！　敵は相当、加虐的のようですから……！」

　スプートニクはさり気なく、自分の左手に視線をやる。

　握った杖は折れている――それに気付いた魔法使いは顔をしかめ、指示に従うことにしたようだった。

　他の魔法使いを先導して、外に繋がる扉へと向かってくれる。それでいい。

「キュイ」

　階段付近に屯たむろしていた魔法使いたちが皆いなくなり、使い魔がスプートニクを見て鳴いた。――嘘が上手だね、といったところか。目を模して埋め込まれた青い宝石二つの間に小さく皺が寄っている。

　ぬいぐるみのくせに、妙に表情のある奴だ。

「俺にいろいろ仕込んだのは、もとはお前のご主人だよ。俺にそんな顔するな」

　使い魔を肩に乗せたまま、スプートニクは先を行く。

　薄暗い階段を下りていくと、行き止まりに扉があった。地下二階はないのか、階段はそれ以上続いていない。

　扉は壊れていなかった。そっと開ける――

　――轟音。

「派手にやってんなァ……」

「キュウ」

　使い魔が、君の姉だよ、とでも言いたそうに鳴く。お前の主だぞ、と返してやりたくなるが、余計なことを喋っている暇はない。

　被ったフードを引いて極力顔を隠し、廊下を行く。階段を下りたせいで若干ずれた位置感覚を調整し、あたりを見回す――廊下手前、左の一室に魔法使いが一人、入っていくのが見えた。ユキが開けた穴の、真下に当たる場所だ。

　開け放たれたままの戸からそっと中を窺うと、やはりそここそが煙と光と、そして轟音の発生源だった。

　先ほど部屋に入っていった魔法使いは、魔法使いアリスに加勢していた。アリスの助すけっ人とはその一人だけではなく、人数差から言えばユキ・魔法少女コンビの方が明らかに劣勢だが、簡単に潰されるようには見えない。

　二人は賑やかに場を荒らし、充分すぎるほど陽動としての役割を果たしていた。

　だからこちらも、潜伏要員としての仕事を果たすことにする。建物内の、捜索だ。

　一つ一つ部屋を検あらためていくが、いたとしても非戦闘員の魔法使いで、誰かの指示を待って途方に暮れているものばかり。スプートニクが外への避難を呼びかければ、すぐに階段に足を向けた。

　部屋を虱しらみ潰つぶしに確認していくが、部屋数はこちらもそれほど多くなかった。開けても中には誰もいない。本やら机やら書類やら、業務に使われているのだろうと思われるものばかり。

　ここもはずれか、と部屋から出たとき。

「キュイ」

　使い魔が、一声鳴いた。

「どうした」

「キュイ、キュ」

　何かを言いたいようで、じたばた、じたばたと肩の上で暴れるけれど、ユキほどにこれと意思疎通のできないスプートニクには肩凝りの解消くらいにしかならない。

　やがて伝えるのを諦めたようで、業を煮やした使い魔は、スプートニクの頬を叩いた――つもりなのだろう。ぷに、とふかふかの前足でスプートニクの頬を押してから、床に飛び降りた。

「キュイ」

　少し行って、振り返る。

「何か見つけたのか」

　尋ねると、ぷい、と背を向けた。

　体を低くし、犬が臭いを嗅ぐような仕草をする。蜘蛛は鼻が利いただろうかと思うが、考えてみればこれはただの蜘蛛ではなく、魔法によって生まれたユキの使い魔だ。あの魔法少女ですら警告するような生き物、見た目以上の機能を搭載していたとしても不思議ではない。

　動くぬいぐるみが床を這うのを大の男が見つめている図は、あまり他人に見られたいものではないな――と居心地の悪さを覚え始めた頃、使い魔の気が済んだようだ。「キャウウ」と、今までとは違う声を上げて一気に走り出した。

「お、おい、待てよ、おい！」

　自分勝手なところは主ユキによく似ている。

　急いでその後を追いかけていくと――




＊




　いつのことだったか。

　スプートニク宝石店従業員クリューが、「新規顧客を開拓したい」という意味合いのことを言い出したことがある。




　それに対してスプートニクが、

「……なんで？」

　と返したのは、「なぜ突然そんなことを言い出したのか」の意味もあったし、そう言ったクリューが見慣れない縦笛を構えていたことへの「笛には何の理由があるのか」という意味でもあった。短くない付き合いとなったが、未だに彼女の発想のすべてが理解できるとは言い難い。今回のこれも、そうだ。

　彼女は、スプートニクが疑問を抱くことも当然であるとばかりに鷹おう揚ように頷いた。縦笛を咥くわえ、

　ぷぴー。

　縦笛を離すと、

「はい」

「はいじゃねェよ」

　その一吹きで、相手に何を理解させられるというのか。

　カウンターに肘をついて顎を支えながら、やはり自信満々に佇たたずむクリューを見る。要領を得ないので、順に聞いていくことにした。

「まず、一つ目。その笛は何だ？」

「縦笛です」

「そうか」

　ぷぴー。

　いや、違う。

　そういうことが知りたいわけではない。

「どういう意味があって、笛なんか持ち出したんだ」

「ええと、ですね」

　縦笛を右手に握り、指し棒よろしく振り回す。

　そのうちにけぽけぽと空から咳せきをし、宝石を一つ吐き出して。ハンカチに包んでポケットにしまったところで、ようやく思考を整理できたようだ。話し始める。

「アンナちゃんのお店に遊びに行ったんですけど、新商品の棚にこれが売ってたんです。ルアンくんと三人で、一本ずつ買って一緒に吹いてみたら、楽しくて」

「ん」

「なので吹いてます」

「そうか」

　ぴぷ。

「あと、目立つので集客が見込めると思います」

　百歩譲ってその理屈が通用するとして、店内で吹く意味がどこにあるのか。

　街の広場で、ぴーぷ、ぴーひょろひょろと楽しそうに笛を奏でる子供を想像する。面白い見世物だと考え集まる人間もいるかもしれないが、スプートニクの感性からすれば大変に耳障りである。

　ぴゃーと一際長い一音、のち息継ぎのため口を離したタイミングで「わかった」とスプートニクはクリューに言った。

「二つ目に移るぞ。どうして新規顧客の開拓が当店に必要だと考えたんだ」

　正確には「新しいお客様に来てほしいです」という文言だったが、つまりはそういうことだ。スプートニクの質問に、クリューはこくりと頷いて、

「お店が潰れちゃいます」

「勝手に俺の店を潰すな」

　縁起でもない。

「だって、だって。スプートニクさん、いっぱいお酒飲むし、女の人大好きだし、お金足りなくなっちゃったら困ります。だからクーが頑張って、お客様を呼んでこないと」

　しかし店の資金繰りは概ね良好で、金策に脂汗をかかねばならない状況にはご無沙汰している。酒代だってそれなりに節約……は特にしていないが、女性関係……も特に自重していないが、今日明日に突然、経営が困難になるほど交際費を使い始めるような愚か者ではないつもりだ。

　勿論、新たなカモ――もとい新規顧客を獲得できるのならそれに越したことはないが、従業員に、それも会計帳簿も読めないような子供に追い立てられなければならない状況ではない。

　だというのになぜ、いきなりそんな提案をし始めたのか。

「大丈夫ですよスプートニクさん。クーがお外で、スプートニクさんのお酒買うお金を稼いできてあげますからね」

　大変、聞こえが悪い。

　店内を歩きながらまたぴよぴよと縦笛を吹き鳴らし始めたクリューを見て、スプートニクは改めてため息をついた。

　まったく子供というのは、大人の手で育てられている立場のくせに、大人には把握しきれないもので、どこかで余計な知識を仕入れては、勝手にあれこれ考えて、正解に三回転半捻ひねりを加えたような結論に落ち着く。

　その過程も理屈も、大人には理解不能で――ぴーよぴーよぴよろぷー。

「……おい、クー」

　ぷ。

「縦笛で返事をするんじゃない」

「はい」

　いずれにせよ、店内でぷぴぷぴうるさくされるのはこれ以上勘弁願いたい。だから、

「店主として命じる。新規顧客獲得のための外回り営業を行なってこい」

「はぁい！」

　クリューは左手に笛を持ち、空いた右手を高く掲げながら、いつもながら元気の良い返事をした。

　笛を片手に「店主の命令ですからね、営業活動に精を出してこないとですね、えへへ」といそいそ扉を出ていく従業員を眺めながら、確かに自分も駆け出しの頃は、衆目を集めるような営業活動をしたな――と思い出す。

　上手くいったこともあれば、水をぶちまけられたり、番犬に追われたりしたこともある。その中でも一番ひどかったのは、とにかく寒い日のことだった。あれはまだ学校を出て間もない頃のこと……聞かせる相手のいない失敗談を思い出したところでひたすら虚むなしくなるだけなので、スプートニクは考えるのをやめた。




　スプートニクはクリューを厄介払いとして外出させたし、クリューも遊びのつもりで出かけたのだろうし、そもそもリアフィアット市に宝石店は一軒しかないのだから、装飾品関係に用向きができればリアフィアット市の住人のほとんどは自動的にスプートニク宝石店を頼ってやって来るわけで――ゆえに、縦笛奏者クリューの『営業活動』によって本当に新規顧客が獲得できるなどとは、スプートニクは夢にも期待していなかった。

　だからその数時間後、

「お客様を連れてきましたぁ！」

　意気揚々とクリューが帰ってきたときには、睡魔にやられかけていた頭が一気に覚醒した。そんなことが、まさか、だが一体どこから、いやでも理由はさておき新たな財布ができるのは有り難いことだ――

　しかし。

「うふふ。お邪魔します、スプートニクさん」

「ちゃんとお仕事してる？」

「……お前らかよ」

　この二人のどのあたりが新規顧客なのだか。

　金を落とさない常連ほど、商売の邪魔になるものはない。スプートニクは、訪れた『新規顧客』――リアフィアット市の住人ナツとエルサに向けて、追い払うように右手を振った。

「冷やかしなら帰れ」

「あら、違うわよ。今日はきちんとね、お客として伺ったの。可愛らしい呼び込みさんに誘われてね」

「念のため言っておくけど、私たちはアンタに会いに来たんじゃないわよ。クリューちゃんの熱心でひた向きなお仕事ぶりに心動かされたのよ」

「えへ」

　スプートニクに喧嘩を売るためのナツのそれだが、クリューは額面通りに受け取ったらしい。縦笛を握ってない方の手を、自分の頬に当てた。そして、

「どうぞごゆっくりご覧くださいませ！」

　将来有望な従業員には、そろそろ、買う気のない相手に対する接客方法も教えてやらないとならないようだ。

　クリューはにこにこと嬉しそうに笑って、こんなことを言った。

「スプートニクさん、お客様来ましたよ。良かったですね！」

　……純粋な疑問。クリューは、当店の景気が悪いと思っているのか？

　旅をしていた頃の顧客は今も良くしてくれており、スプートニク宝石店に届く遠方からの依頼は多い。

　手紙を書いたり請け負った仕事を熟こなしたり、来客はなくても仕事はある。今も先方からオーダーされた指輪に関して見積書を作ったところで、一人での作業に若干眠気を覚えていたことは事実だが、仕事はきちんとやっている。

　というのに、どうして今日に限って、クリューは集客と仕事に固執しているのか。金がないように聞こえることをどこかで言っただろうか？　ますますわからない。

　ともあれ。スプートニクはカウンターに並べた見積書と便箋類を片付けた。これだけうるさくなって――もとい店頭に客が来てしまえば、事務仕事などできやしないのだ。

「ま、いい。仕事の依頼だって？　何をすりゃいいんだ。欲しいものは何だ？」

「特にないんだけど」

「水ぶっかけんぞ」

　今後、バケツを用意しておくべきか。

　睨み合いになったスプートニクとナツの間に、するりとエルサが割り込んできた。

「こちらでは店頭のお品物の販売の他にも、いろいろなさってるのよね。私は以前、ブローチの修理をお願いしたことがあったけど、さすが、綺麗に直してくださったわ」

「まァな。あとはアクセサリーのオーダーメイドなんかもやる」

「あら、素敵。デザイン料はおいくら？」

「デザイン？」

　首を傾げたのはナツだ。アクセサリーに縁のない人間だから、ぴんと来ないのか。

　どうせ依頼する気はないのだろうから、裏紙で充分だ。ゴミ箱に捨てたチラシを一枚拾って、広げた。

「ナツなら、たとえば」

「何よ？」

　喧嘩腰だが、別に今回に限ってはナツの何かをあげつらうために名を呼んだわけではない。ただの例題だ。

　腰に当てた手を眺め、指先から肘までを、簡単に写し取る。そして、

「真珠の一粒ブレスレット。鎖は細い金、留め金は雫しずく型をあしらって……どうせ普段使いはしないんだから、何か特別な機会のための購入だろう。と考えると、多少値が張っても見栄えのする大粒の真珠と良質な金を使ったものがいい。鎖じゃなくてワイヤーでもいいかもな」

　思い浮かぶ形を口に出しながら、そのままペンを走らせる。人の視線を感じながら描くのはいつまで経っても落ち着かないが、できないことではない。

「こうやって。……その他、顧客のリクエストによりデザインをする。アクセサリー単体での見え方とか、装着時のイメージとかを角度を変えて何パターンか描いて顧客に提案する。デザイン画を持って作製だけ他店に逃げられるおそれもあるので、当店は前払いでお願いしております」

「へぇ……」

　ナツが感心したように呟つぶやいたのは、スプートニク宝石店の注文システムに対してではないようだ。チラシを持ち上げまじまじと見ながら「上手いもんじゃない」と続く。

　謙遜をする気はない。スプートニクはふん、と鼻を鳴らした。

「これでメシ食ってるからな」

「さらさらっと描いちゃうの、本当にお上手ねえ。爪の形までナツの指をよく写してるわ」

「慣れだ。絵を描くこと自体は難しいことじゃねェよ。本当に難しいのは――」

「あの、あの」

　他人のやり取りを見ていて羨ましくなったのか、クリューが割り込んできた。自己主張するように手を挙げている。

「どうした」

「クーも、アクセサリーのデザインしてほしいです。ちゃんと、お金払いますから」

　ふむ。

　従業員ではあるが、依頼を断る理由もない。たまには、店主の仕事ぶりをしっかり見せてやるのもいいだろう。

「承知致しました。どのようなアクセサリーをご所望でしょう、お客様」

　敢えて形式張って言ってやると、クリューは目を丸くしたあと、えへへ、と笑った。そして。

　――絵を描くこと自体は、難しいことではない。

　作ることには技術がいるし、勉強も必要だが、それもまた好きでやっていることなので受け入れている。

　本当に難しいのは――

「クーに似合ってー、大人っぽくてー、色っぽくてー、えれがんとでー、それでそれで、とってもせくしーなやつがいいです！」

　客の無茶苦茶な注文だ。




　新規顧客の呼び込みにも成功し、デザインのオーダーもしたことで、クリューは経営に対する懸念を抱いていたことなどすっかり忘れたようだ。「笛を片付けてきます！」と上機嫌そうに言って、奥へ引っ込んだ。自分の部屋に行ったのだろう。

　ちんちくりんの子供に似合うセクシーで大人っぽいアクセサリーという無理難題を残していったが、突飛で奇っ怪な行動を取られるよりはよほど心臓にいいはずだ。多分。

「子供ってのはわかんねェな、本当」

　ガラスケースの商品を眺めていた冷やかし二人組が、スプートニクの呟きを聞き留めたらしく、揃ってこちらを向いた。

「スプートニクさん、何か子育てでお悩みでも？」

　子育てをしているつもりはないし、悩みと言うほどでもないが。

　スプートニクは、本日のクリューの奇行を一通り話してみた。――すると、

「ナツ」

「うーん……」

　何やら心当たりがあるようで、二人は顔を見合わせた。

　エルサはナツを咎とがめるように、ナツはやや気まずそうな笑顔で。

「何か知ってるのか」

「知ってる、っていうか……きっと、これね」

「ん？」

　エルサが、カウンターに置いたままにしていた紙を取り上げた。

　それは、先ほどナツの腕を描いたチラシ。その本来の用途が描かれた面を、スプートニクに向けた。『パトリックのドーナツ屋、閉店セール――長らくのご愛顧ありがとうございました』とある。

「広場の近くのドーナツ屋か」

「うん。パトリックさんね、ご両親がご高齢だから、実家に帰ってそちらのお店継ぐことにしたんですって。クリューちゃん、今日、お友達と三人でドーナツ買いに行ったらしいんだけど、それを見ていて、スプートニク宝石店もいつかはお店やめちゃうのかなって、心配になったらしいのよ」

「ふん」

　スプートニクは家出人で、帰る家などない身である。また、よしんば帰ったとしても、家業を継ぐ気はさらさらない。うちの従業員も、まったく余計な心配をするものだ。

「で、そこにたまたま居合わせたナツが、『まぁ、大丈夫じゃない？　そりゃ勿論、儲もうからなくなったら閉めるだろうけど』って」

「た、ただの一般論じゃない」

　弁解するように口を挟むナツ。しかしエルサは構わない。

「そしたらクリューちゃん、『そうしたらクーは……クーもスプートニクさんと一緒に……でも、でも儲からなかったらお金がないから……お金がなかったら、スプートニクさん、従業員雇えないから……』ですって」

　つい、舌打ちをした。

「余計なことを」

「い、言い方が悪かったなって、今は反省してるわよ」

「まぁ、ナツのことは私がしっかり叱っておくから」

　唇を尖とがらせるナツの隣で、エルサは肩を竦めた。そして。

「いろいろご迷惑おかけしたかもしれないけど、どうぞクリューちゃんのことは怒らないで差し上げてね。クリューちゃんはただ、このお店を大事に思っているだけなの。そして、それ以上に――」

　それ以上に。

　一拍置いて、エルサは言った。

「スプートニクさんと一緒にいたいだけなのよ」




　……あのとき自分は、そう。

　あの馬鹿は一体、なんてつまらないことで悩んでいるんだ、と思ったのだ――







５




　使い魔は、廊下を曲がった先の行き止まりで足を止めていた。追ってきたスプートニクを見上げて一言「キュイ」と鳴く――行き止まりには、両開きの大きな扉が備えられていた。

「……この中に行きたいのか？」

「キュイ」

　二度ノックしてみる。中から反応は、ない。気配も感じない。危険はなさそうに思えるが、あくまでそれはスプートニクの感覚だ。息を殺して誰かが待っている可能性は、充分にある。

　ユキたちが追いついてくるのを待つべきか。しかし聞こえてくるユキたちの破壊音が未だやんでいないところからするに、なお片付け終わってはいないのだろう。

　使い魔がぽふぽふと、扉に体当たりをしている。扉はぴくりとも動かない。

　無理だと悟った使い魔は、次に道具に頼ることにしたようだ。糸を編み、太い紐を作ってそれでぺしんぺしん叩き始めるが、勿論、効果はないに等しい。

「俺がやってやるよ。下がれ」

　扉に触れる。――冷たい、鉄の感覚。

　縦に長い二本の取っ手を各々掴んで押すが、反応はない。引いてみるものの、ガチン、という硬い音が扉の動きを遮さえぎった。見れば取っ手の下に、鍵穴がある。

　鍵穴。魔法で封じられているとしたら、鍵をどうこうしたところで開きはしないだろうが、

「……試してみる価値はあるか」

　それが良いことか悪いことかは別にして、使い慣れた道具入れを腰に縛りつけてきた意味はあったようだ。扉の前に膝立ちになり、道具入れから細身の針を取り出して、鍵穴に差し込む。針を細かく動かして――

　針先が、何かを動かす感覚。

　金属質の音がした。

「キュイ、キュ」

　翻訳すれば、よくやった、といったところか。背から頭によじ登り、髪をかき回すように八本の足を擦りつけてくる。

　使い魔を頭に乗せたまま、スプートニクは立ち上がった。

　取っ手を握り、引く。

　魔法による制限はかけられていなかった。見た目にふさわしい重さはあったが、それでもよく動いてくれる。蝶番の音はさほど大きくなくて、古めかしい見た目と裏腹に、よく使用されている部屋であることが知れた。

　一体、何が――

「……ここは」

　真っ暗な空間が、そこにはあった。

　開け放った扉からの光だけでわかることは、少ない。室内の床の材質は――石、色はくすんだ白。正確には生き成なり色に近い。部屋の規模はそこそこの広さがあるようだが、一切の明かりがないから、目を凝らしてもわからない。とはいえ動くものがあればわかるだろうから、室内には誰も、あるいは何もいないということはわかった。

　が、念のため。

「クー。……いるか」

　やはり、返事はない。

　ポケットから煙草たばこ用の燐寸マッチを取り出して擦ると、ようやくうっすら中が知れた。壁に手をついて部屋の中を歩き出すと、入口からすぐの壁に、蝋ろう燭そく立てが見つかった。火の付いた燐寸を近づける――すると。

　そうすることが何かのスイッチだったのか、四方の壁にあるすべての蝋燭立てが一斉に明るくなったので、情けなくも悲鳴を上げかけた。

「……広い部屋だな」

　心中の動揺を誤魔化すように呟くと、足下で使い魔が「キュ」と鳴いた。

　部屋のあちらこちらに火で炙あぶったような焦げ付きや黄ばみがあるのは、何かの魔法もしくは実験の名残か。廊下や入口など他の場所と比べ、古くから修繕もせず使われている設備であることは容易に知れた。

　床と壁は同じ生成色だ。ただし、床には全体に、墨のようなもので謎の文様が描かれている。スプートニクには意味を知ることも、読み上げることもできない文様の羅列――部屋の不気味さの原因はこれだ。実際には一定の法則があるとしても、自分では理解のできないものに対し、人は嫌悪感を抱く。

　爪先で擦ってみるが、直接刻み込まれているようで、消えたり滲んだりする様子はない。

　部屋の隅に、壁にぴったりと接するようにして白木の大きな机が置かれている。その上には、地図が二枚、大陸を描いたものと、ヴィーアルトン周辺を描いたもの。他に複数の書類があるけれど、スプートニクの知らぬ言語で書かれており、読むことができない。その文字はどこか、床の文様に似ていた。

　そして部屋の中央には、木製の立方体。その上に、拳こぶし大の宝石が一つ、ぽつんと置かれている。近寄ることにはほんの少し躊ちゅう躇ちょしたが、悩んだ末、宝石商としての好奇心が勝った。

　触れず、宝石に顔を近づける。薄紅色をしたそれに傷は少なく、不純物の交じりもない。大きさも見事なもので、子供の頭ほどはあった。市場に流せば相当の値がつくだろう――と考えたところで、いつか知ったことを思い出した。

　宝石は魔力の水筒。

　足下に広がる、謎の文様を見下ろす。この宝石に、込められるだけの魔力を込めたとしたら、一体どんな魔法が使えるのだろう？

「これは――」

「遠隔地転移の魔法」

　視界の外から声がして、はっと振り向く。そこには――

「ユキ」

　部屋の入口に、ユキが一人で立っていた。

「敵は」

「取り急ぎ終了。後始末は、リャンに任せた――必要なことは聞けたから」

　右手で逆側の肩を叩く。漏れたため息に、疲れの色は濃い。

　主との再会はやはり嬉しいのか、使い魔はぴょんぴょん飛び跳ねながらユキの足下に寄っていく。ユキはまとわりつく使い魔には興味がないのか、ただ足下の文様を眺めていた。

「遠隔地転移の魔法には、膨大な魔力を消費するから、『普通の』魔法使いが単体で発動させるのは、とかく難しい。数人が集まって魔力を集め、ようやく一人を送れるような……また、『始祖様の制約』もあるから、大陸のどこにでも一瞬にして飛んでいけるというわけではない。昨今は、鉄道なんてものが発達してきたね。魔法使いたちの技術成長の度合いを考えると、これから先、魔法なんていう技術は廃すたれる一方じゃないかと、私は思う」

　語る内容の割に、ユキの語調は淡々としていて、仲間の未来を憂うようではなかった。当然のことをただ当然のこととして受け止めている、そんな雰囲気。

　そのとき唐突に、今この状況とはまったく関係のないことを思い出した。――魔法使いを嫌う、ユキという人のこと。

　彼女は魔法使いを嫌っていた。それをスプートニクは、てっきり宝石商じぶんたちと同じように『自分たちにはない、不気味で特別な力を振るい傲慢に振る舞う存在』として嫌っているのだと思っていたけれど――

　そうではない。彼女もまた、『特別な力』を持つ、魔法使いなのだから。

　だとしたら、彼女は魔法使いの何を嫌ったのだろう。

　――将来性の見込めない、あまりに保守的すぎる性質を、嫌ったのだろうか。

　黙り込むスプートニクを見て、ユキはふっと笑った。

「……余計な話をしたね」

　ユキは小首を傾げた。ほつれた髪が一房、顔にかかる。

　その場に座り、床の文様を、人さし指でなぞった。

「魔法使いは、魔法を発動させる際、ときに魔法道具を使う。魔力を増幅させる杖、空を飛ぶ箒ほうき、離れたところにいる人間と対話をするための鏡――これは、離れたところへ移動するための道具」

「行き先は？」

「効力の範囲内なら、どこにでも行ける。……ただ、アリスが言うには」

　言葉を切り、押し黙った。

　何かを思っているようだ。

「ユキ？」

　左手に握っていた何かを、ぽんと投げた。足下の使い魔が、ちょろちょろ動き回って上手く受け取る。正円の手鏡だ。

「聞こえる？」

「はい」

　鏡の中から、声がした。

　低めに抑えられているが、確かに聞いたことのある――

「イラージャ？」

「その声は、店主様ですね？」

　やがて使い魔の背で鏡面が揺れ、スプートニクではない顔を映した。

　魔法使いイラージャ。

「ヴィーアルトン支部のファンションと愉快な仲間たちより、コークディエ支部のイラージャさんへ連絡。――そっちはどんな感じ？」

「はい。ソアラン様が攫われたとあって、支部内は騒然としています。私は『書類整理をしていて突然眠くなって、気が付いたら書庫にいた。魔法少女に眠らされたのかもしれません』と伝えたら、それ以上誰も何も聞いてきませんでした。私の演技力も捨てたものではないようです」

　ふんっ、と胸を張るイラージャが見える。

　どちらかというと、普段のポンコツぶりからして、イラージャから聞き出せる情報はそれ以上なさそうだと判断しただけのような気もするが。

　それから、とイラージャは一拍置き、最も重要な報告を続ける。

「クリューさんは見当たりません」

「そう……」

　まるで、イラージャがそう報告することを予期していたようだ。

　潜伏の可能性があったうちの一ヵ所のはずだが、見当たらないと言われたのにもかかわらず、ユキに沈んだ様子はなかった。

「ありがとう。気を付けてね」

「はい。皆さんも、どうぞお気を付けて」

　ユキが人さし指の先をくるりと回すと、それに応じてか鏡はまた水面に石を投げたように揺らぎ――また、スプートニクの顔を映した。イラージャの姿はなく、声ももう、しなかった。

　部屋がしんと静まり返り、スプートニクは考える。――先ほどまで、二人で何を話していたっけ？　しかしスプートニクが思い出すより、またかけるべき言葉を思いつくより早く、ユキがぽつりと口にした。

「……クリューちゃんは」

　愛いとしい妹の名を呼んだ彼女は、スプートニクを見てはいなかった。

　床を凝視しているが、魔法陣を眺めているのとも少し違う。

「クリューちゃんは今、魔女協会本部直轄研究所の分室にいる」

「分室？」

「アリスに吐かせた。リャンが魔法少女として破壊して……今は、立入禁止になっている、例の施設。ファンション亡き後、クリューちゃんが密ひそかに匿かくまわれていた施設って言ったらわかりやすいかな。ジャヴォットは今、そこにいる」

「場所はわかるのか。そこに行く手段は」

「行ける。私なら、今すぐにでも」

　ユキなら――ファンションほどの魔法使いなら、造作もないことであると。

「だけど」

　逆接が繋がる。ユキの視線は、まだ、こちらを向かない。

「その前に、私には。会わなければならない人がいる」

　それはクリューよりも重要なのか――と、喉まで出かけた言葉を抑えた。言われるまでもなくそんなものは、とうに天てん秤びんにかけたはずだ。

　天秤にかけた結果、ユキはそうしなくてはならないと結論を出したのだ。

「なら」

　ユキが行かないというのなら、代わりに――いや。

　代わりではなく。

　他の誰でもなく。

「俺をクーのもとに飛ばせ」

　告げると。

　ようやく、ユキの顎が上がった。眼鏡を外す――レンズに入った罅ひびをしばらく見つめた後、床に捨てた。視界不良を案じたが、考えてみれば彼女の眼鏡は変装のそれだ。裸眼でも何も問題ない。

　現に、ユキの視線は今もなお、間違いなくスプートニクの目を貫いている。

「魔法使いでもないアンタ一人を行かせたところで、何の意味があるの」

　鋭い目。ユキはスプートニクの力量も、魔法使いジャヴォットの力量も、正しく知っていた。またスプートニクも、自分が魔法使いに正面から挑んだところで、到底敵かなわないことは知っていた。

　しかしそれでも、

「俺はあいつを、守らないとならない」

　笑わないユキの目を、臆することなく見る。普段だったら、すぐに目を逸らしていただろうが、今は――

　どれだけ経った頃か。

「……スプートニク」

　ユキが、スプートニクを呼んだ。

「私は……」

　何かを言おうとして。

　一度、口を閉じた。躊躇いのような沈黙の後に、改めて、言葉が紡がれる。

「私ファンションが殺されることになり、私たちがともに暮らせなくなったとき、あの子は一人で研究所に送られた。研究所の崩落の後、あの子は一人で、行方不明になった。……私たちが見失ったあの子をスプートニクが見つけてくれたとき、私は、心から安あん堵どした。そして……」

　そして。

　それ以上に。

「アンタが、店主としてあの子を『雇う』と言ったことを、有り難いと思った。これから先、あの子が一人で苦しむことのないように、心から祈ろうと思った」

　愛しい妹とともに生きられなかった、姉の言葉。
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　ユキが――ファンションが――得たいと思って得られなかった場所を、得たのは。

「ね、スプートニク」

　目に、涙はない。

　羨望と、願いがある。

「どうかクリューちゃんを、もう、独りにしないであげて」
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　スプートニク宝石店の、比較的最近の話である。




　詳しいことはもう思い出せないが、確かその日も、スプートニクの言った冗談を、クリューが真に受けたのだ。

　あれは一体誰に似たのか、大変真面目な子供だ。しかし、やや真面目すぎるきらいがある。ただの冗談なのだから少し笑ってお終いにすればいいのに、その日も本気で怒って店を飛び出してしまった。

　食事を取りがてら、何かクリューの機嫌を取れるものを探してこようと、店を閉めて外出する。甘いものでもくれてやるかという安易な考えで馴染みの喫茶店に入ったところ、店内にいたクリューを見つけた。

　あまりいい気分ではなかったが、踵きびすを返すのは逃げるようでこちらの精神に良くない。離れた席に陣取る。と――

　まだふてくされているのかと思いきや、クリューはスプートニクの来店に気付くと、椅子を降りて、とてとて、こちらにやって来た。スプートニクの横に立ち、文句の一つも言うのかと思えばそうではなく、やけに上機嫌そうに胸を張った。

　その光景を、ナツとエルサがにこにこ見つめている。何を言ったのかと尋ねると、少し笑ったエルサが、

「秘密」

　などと答えたから、またこいつらが余計なことを仕込んだようだというのは、すぐにわかった。




　その帰り道。

　すっかり黄昏たそがれに染まった街で肩を並べて歩いていると、クリューが妙なことを言い出した。

「スプートニクさん」

「ん？」

「スプートニクさんは、私の『体質』が治っても、私と一緒にいてくれますか」

　……。

　どうしてそんなことを、聞くのだろう。

　あの喫茶店でつまらないことを吹き込まれたのか？　それ以外に思いつくことはないからそうなのだろう。やはり子細を聞いてくるべきだったか。

　無視でいいかと思った、が、何の気なしにクリューを窺うと、妙に熱のこもった目でこちらを見ていたから、何か答えてやりたい気分になる。

　しかし、さて、どう言ったものか。少し考えて――

「……今の店を一人で切り盛りするのは、骨が折れるだろうよ」

　質問に対し、自分の中に確たる回答があることはわかっていた。そして腹の内の『回答』は、正確には口にしたのとは違うものであることもわかっていたが、そのときの自分には、それくらいしか伝えられる言葉はなかったのだ。

　それでもクリューにとって、それは合格に足るものだったようで、にこにこと笑い。

　手を繋いで帰るのだと言って聞かないから、スプートニクは、差し出された小さな手を握ってやった。




　そのとき自分は――

　――どう、思ったのだったか。




　今となってはもう、定かではないが。
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　柔らかい、あたたかい布団に包まれて、クリューは眠っている。

　クリューはなぜか知っている。今、自分の寝ているベッドは、とてもとても懐かしい。ここで出てくるご飯は全部おいしい。痛いことはない。いじめられることもない。おもちゃも絵本もたくさんあって、恐ろしいことも何一つなくて――

　――だけど誰より大事な一人がいない。




　一粒の泡が割れるようにして、クリューははっと目を覚ました。

　珍しいことに、寝起きだというのに頭は冴さえ渡っていた。起き上がらず、目だけ動かしてあたりを窺う。白い壁、パステルカラーのカーペット。天井から吊つるされているのは、黄色い光のシャンデリア。どれも見慣れないものなのに――

　不思議なことだ。

「知ってる……」

　初めて来たはずの場所なのに、なぜかどれも知っている気がする。本で仕入れた知識のように他人事で、だけど確かに、ここで暮らした覚えがあるのだ。

　見回した部屋の中に、人はいない。そっと半身を起こした。衣きぬ擦ずれの音がする。服は記憶の中にあるものと同じで、着替えていない。大事な指輪とイヤリングも、ある。

　目を閉じる。

　自分がどうしたのか、どうしてここにいるのかを、クリューは確かに覚えていた。




＊




　勝手に離れるなんて、許さない。

　ただ、スプートニクに会いたくて。その一心でクリューはヴィーアルトン市を走り回り――だけど。

　ヴィーアルトン市の一角。昼間なのに日の差さない、高い建物と建物の間。薄暗がりの狭い路地でようやくクリューを見つけてくれた人は、クリューの望んでいた人ではなかった。

　黒いローブ。手にした杖。――魔法使い。

　蛇のような目は、向けられた者をすくみ上がらせる。

「私はジャヴォット。――あなたに素敵なプレゼントを用意しているの」

　そんなことを言われても、言葉通りには受け取れない。

　逃げないとならないことはわかっているけれど、足が竦んで動けない。

「あ、あ……」

　指が触れる。肩を掴まれる。想像以上の力に、痛みさえ覚える。

　それでも声が上げられない。助けてと叫んで、走って、人の多い道に出なければならないとわかっているのに、怖くて怖くて、喉が言うことを聞いてくれない。

　誰か。誰か。誰か来て。

　そんな願いが届いたのか――

「……アンタ、何、してるの」

　声がした。クリューの、知っている人の声だった。

　けれどそれは、こんなところに来ていい人のものではなく、

「リーエ、ちゃ……」

　この街の宝石店の従業員にして、クリューの体験学校の友達。

　大きな籠を提げている。買い物途中だったのだろうか。

「それ、誰？　……アンタの、知り合い？　クルーロル宝石商会の会長とか……変な知り合いばっかりいるのね、アンタ……ねぇ！」

「来ちゃ駄目！」

　先ほどまでの硬直が嘘のように、大きな声が出た。

　だけどリーエはクリューの声に従ってくれない。誰かに言われたからって簡単に頷いてくれる女の子ではないことは、もう知っていたけれど。

　手にした籠を放り捨て、弾かれたように駆けてきた。魔法使いのローブにしがみついて、クリューから引き離そうとしてくれる。

　リーエはすごい女の子だ。授業の予習もしてくるし、忘れものはしないし、先生に質問だってする。自分が将来どうなりたいのかだって、将来のために今の自分が何をすべきかだってわかっているのだ。クリューなんかより、遥はるかにすごい女の子なのだ。

　だけど、クリューは知っている。それでも、そんなリーエでも、この人は――

　敵う相手ではない。

「リーエちゃん、逃げて！　いいから、逃げて！」

「離しなさいよ！　アンタ、アンタ私の友達に何して――」

「邪魔だねぇ」

　低い、低い声が聞こえて、冷たいものがクリューの背筋を這った。

　クリューに向けるものとはまったく違う、気に入らないものに向けるジャヴォットの目。赤い唇が不快に歪む。迷いなく杖を振り上げ――

「リーエちゃんに触るなぁっ！」

　叫んだ声はひっくり返った。だけど、ジャヴォットの動きは止まってくれた。

　ジャヴォットは杖の先で、とん、とリーエを押した。尻もちをついたリーエから、握りこぶしを作って立つクリューへと、ジャヴォットの視線が移動する。

　薄気味悪い笑みが、クリューに向けられる。

「いいこと。この子を無事に、家に帰してやりたければ」

　誰か来て、と願ったのは嘘ではない。

　だけど――

　奥歯を噛む。怒りと、悔しさと、恐ろしさがぐちゃぐちゃに入り交じった感情。それを何と呼ぶのか、クリューは知らない。

　知らないままに睨みつけた。

　ただ、目の前のその人に、負けたくないという一心で。

「結構です。……どこにでも連れていってください、私を！」
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　リーエは無事に、家に帰れただろうか。

　そんなことを思いながら、クリューはベッドを降りた。足裏に触れる毛足の短いカーペットの感触もまた、知らないものではない。転がった木製のおもちゃも、ぬいぐるみたちも知っている。魚の形をしたぬいぐるみを取り上げて抱きしめてみると、ふわっと甘い香りがした。この香りもまた、知っている。

　壁に備えつけられた白い本棚。クリューの腰の高さくらいしかなくて、中には大判の絵本がいっぱい並べられていた。どの絵本も、題名から内容を思い出すことができる。自分は確かに、これをいつか読んだことがある。

　ただ、絵本はどれも、新品のように綺麗だった。子供用の本なのに、どこにも傷や落書きはない。一度も読まれたことがないように――ふと気付いて、積み木を拾う。誰かが遊んだ後のように乱雑に転がってはいるが、こちらも塗装の剥はげや傷みは見当たらない。抱き上げたぬいぐるみにだって、ほつれたところや汚れはない。

　それでも。

　確かに知っている。

　この場所にかつていつ訪れたのか、クリューは覚えていない。だけどクリューは、クリューの頭は言っている。自分は確かに、この部屋で遊んだことがある。白い壁の一つの面に、戸があった。この先に廊下があることも、開けずともわかっている。

　さらに。頭の奥で誰かが言う。――夜になるとこの戸は、外から鍵を掛けられて、一人では部屋から出られなくなる。寂しくなったりとか、トイレに行きたくなったりしたときは、本棚の上にある呼び鈴を押して鳴らすと、誰かがすぐに来てくれる。それでトイレに連れていってくれて、またクリューが眠れるまで、絵本を読んでくれたりとか、ぬいぐるみで遊んでくれたりするのだ……

　だけど、その思い出の中に。

　スプートニクの姿はない。

「スプートニクさん……」

　呼んだところで、答えはない。当然だ、彼はどこかに行ってしまったのだから。嘘までついて、クルーロル邸にクリューを置いて――だからきっと、クリューが誘拐されたことにだって、気付いていないだろう。

　呼び鈴は記憶と変わらず本棚の上にある。押したら、誰かが来るのだろうか。

　押してみようか。……迷っていると、

「お目覚めですか」

　振り返る。戸が開いて、一人の女性が入ってくるところだった。

　黒い髪、赤い口紅。魔法使い特有の黒いローブを着ているが、フードは被っていない。先ほど、ジャヴォットと名乗った魔法使い。

　戸を閉めるジャヴォットから目を離さず、本棚から絵本を一冊取り出して、胸の前に構える。こんなもので魔法が防げるとは思わないけれど、何もないよりはいいはずだ。

「リーエちゃんは、無事ですか」

　後ずさりしながら、尋ねる。

「私の友達に何かしたら、許さないんだから」

「彼女は、誓って無事ですよ。ご安心ください」

　きっと今頃、ご自宅に帰られたことでしょう――と答えるジャヴォットの、心を見抜くことはできない。もともとクリューは、悪い人の考えることを読んだりとか、交渉したりとか、そういうことは慣れていないのだ。

　そういう怖いことから、そういう恐ろしいものから、クリューを守ってくれていたのは。

「あなたはどなたですか。私にどんな、ご用ですか」

「そこまで怖がらないでくださいな。あなたに危害を加える気はありません。現に、ほら。杖も持ってはいないでしょう？」

　困ったように笑って、ぱ、と両手を広げてみせる。何もない。

「私はジャヴォット。魔女協会コークディエ支部の、支部長をしております」

「コークディエ……ソアランさんと、イラージャさんの？」

「ええ。以前は私の部下たちが、そちらの宝石店で大変お世話になりました。また、コークディエに配属される前は、魔女協会本部直轄の研究所で、魔法の研究をしておりました」
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「魔法の研究者……ファンションさんと、同じ……？」

「魔法使いフランソワズとは、同僚でした」

　残念なことでした、と目を伏せる。

　長い睫まつ毛げ。

　――本当に悲しんでいるように見える。

「彼女は、優れた研究者でした。よく学び、よく働き、魔法の技術発展にも大きく貢献し――特に、鉱石症に興味を持っていたようです。鉱石症……魔法使いの一部に見られる、宝石を吐き出すという体質のことですが、あなたはそれを、よくご存じでしょう」

　息を呑んだ。

　それは、まさに――

「アンゼリカ様もまた、その『体質』を持っていたと言います」

「アンゼリカ……さん？」

「魔法使いアンゼリカ。あなたのお母様ですよ」

　覚えていらっしゃいませんか、と問われるけれど、クリューはわからない。

　ただ、やけに懐かしい響きではあった。

「ですが魔法使いフランソワズは、何者かの手にかかり、哀れにも、命を落としました。クリューさんは研究所に引き取られ、あなた方お二人を失ったアンゼリカ様は、失意の果てに失踪し、行方不明になりました……志半ばで逝った彼女、魔法使いフランソワズのためにも、私は、彼女の研究を引き継ぎ、意義あるものにしなければなりません」

　その意思が、言葉が、本物か偽物かは、クリューにはわからない。

　ジャヴォットが、クリューを見つめる。

「研究にはあなたの協力が必要です。どうぞ私とともに来てください、クリューさん」

「だ、だけど……」

　ジャヴォットの真っ直ぐな目が、クリューを映す。濁りないものに、思える。

　自分にできることがあるのなら、協力してあげたい、けれど。

「あ、あの、あの……」

「はい」

　何から、どこから、話したらいいのだろう。どう話したら、伝わるのだろう？

　今の自分の考えすべてを語るには、知る言葉があまりに足りない。もどかしさに喉が詰まりそうになりながらも、なんとか絞り出す。

「……く、クーには……クーには、とてもたくさんお世話になった、人がいて。だから、恩返しをしたいんです。それで、とっても大事な人だから、ずっとお隣にいたいんです。だから、だから……」

　だから、今、あなたと行くことはできない。

　スプートニクがいなくなった。嘘をついて置いていった。それでもクリューは、彼に会いたかった。――何をするにも、誰かを助けてあげるにも。まずは彼に会って、話して。

　自分の未来に関して、彼の意見が聞きたいわけではない。自分のことは自分で決める。

　彼に頼るのでも、守られるのでもなくて。

　ただ、彼と話がしたいと思った。

　喉が詰まった。感情のせい……ではない。体の奥、胸の中から込み上げてくるもの。異物はやがて咳となって、喉から転がり出てくる。受け止めようと口を覆うが――

　指の間から、ころりと。

　落ちていった宝石を、拾う手があった。

「大事な人、ですか」

　クリューの言葉を繰り返すジャヴォットの、綿菓子のようにふわふわで、甘くて、優しい声。

　会いたいと願うクリューに向けて、そっと浮かべた笑みも。

　そして――

「そんなもの、どうだっていいでしょう？」

　クリューの望まない、その言葉もまた。

　柔らかく、甘く、優しかった。

「え……」

　絶句するクリューへ、ジャヴォットは続ける。

　手の中の宝石を、弄ぶように転がしながら。

「必要なものは、なんでも用意してあげましょう。あなたに苦労をかけることはありません。あなたの居場所は、ここにあります。綺麗な洋服、おもちゃ、それから……」

　それから。

　――蛇のような目をしていた。

「あなたには、あんな商人なんかより、もっとふさわしい相手を用意しておりますよ。少々反抗的でしたから今は地下に閉じ込めてありますが、すぐに大人しくなるでしょう。見目も、魔力の量も悪くありません。いくらでも、あなたのお好きになさってくださいな」

　さあ、と差し出された、細くて綺麗な指。

　しかし――

「嫌です」

　声が出せた。

　自分自身の声は、自分の頭に、やけにはっきりと届いて、

「あなたとは、行きません」

　差し出された指が震え、ジャヴォットの頬が引きつるのを見た。

　固いものと固いものが、擦れ合う音がした。

「聞き分けのない子だね」

　ジャヴォットの歯ぎしりだった。

　音に続いて漏れたのは、低い、低い声。先ほどの甘い声と、同じ人とは思えない。深く沈んだ夜のような声の中に、荒い感情が煮えている。

　白い指先に塗られたマニキュア。まるで血のように見える。

「そういうところばかり姉に似て、可愛げがない」

　腹の底から湧くような、震える声に感情が乗る。血の気を失い、力のない頬。焦点の合わない瞳。これがこの人の本性なのだと気付いたけれど――

「いいから一緒に来るんだよ。お前は私の実験動物になるんだ」

「嫌です」

　伸ばされた手から、身を捩よじって逃げる。

　絵本を盾に、もう二歩下がって、距離を取る。

「聞き分けなくたって、わがままだって構わないです。私は――」

　怒りに震え、歪むジャヴォットの瞳。

　少しだけ怖いけれど、でもそんな感情もの、後おくれていい理由にはならない！　そう自分に言い聞かせ、クリューはジャヴォットを真っ直ぐに睨みつけて。

　ただのわがままを、口にする。

「スプートニクさんに会いたいんです！」

　――それが、呪文であったはずはない。

　だってクリューは、魔法の使い方なんて知らないのだから。

　だけど。

「待たせたな」

　叫んだ瞬間、後ろから何かがクリューを掴んだ。

　伸びてきたそれに、絵本ごと強く引き寄せられ、拒絶する間もなく壁にぶつかる。

　いや。

　壁ではない。

　正体を確かめた瞬間、たくさんのものが散らかったままのクリューの心に、すべてのものを押しのけて、安堵が我が物顔のように広がった。

　傍若無人な安心に、ぼろぼろ涙が落ちてくる。

　それは――




　力強い腕、

　節の目立つ長い指、

　小馬鹿にしたような笑い顔。




「――従業員の引き抜きなら、まず上の許可を取るのが筋だろうが。えェ？」
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　研究所の敷地内に到着するが、詳細な場所までは指定できないから、何を置いてもまずクリューを捜せ。ただし魔法使いジャヴォットには見つからぬように――と。

　そう言われたから全力疾走は覚悟していたというのに、魔法の光が消えて目を開けると、視界の中にはいずれの姿もあった。まったくこれ以上ないほどの場所に到着したのだから、自分の幸運に感謝するべきか。それとも、不幸を呪うべきか。

　こちらを見上げる大きな目から、ぼろぼろ、ぼろぼろと大粒の涙が零れている。ひっ、と大きくしゃくり上げ、なんとか名を呼ぼうとするから、

「す、すぷ、スプートニク、さ――ぷえええええええ」

　あれやこれやと、思い通りにならなかったことへの怒りが吹き出して。

　ついそのぷにぷに柔らかい能天気そうな頬を思い切り引っ張った。

「なんで屋敷で大人しくしてねェんだよ馬鹿。こっちの苦労も知っとけ馬鹿」

「だ、だって、だって……」

「お前」

　二人の会話を、遮って。

　苛立った様子で呼んだのは、一人の魔法使いだった。

　クリューの表情が強張る。この女に、相当怖い思いをさせられたのだろう。「ジャヴォットさんです」と、小声で教えてくれた。しかし――

　聞くまでもなくわかっている。

　魔法使い、ジャヴォット。

「折れた杖一本で、この私の獲物を横取りしに来るとは、どこの『箒ほうき』だい。所属と名を……いや」

　箒。男性魔法使いの蔑べっ称しょうだ。

「どこかで見たことがあると思ったが、お前、リアフィアット市の宝石商だね。杖とローブなんて格好をしているからわからなかった」

　スプートニクのことを知っていたのか。

　しかし考えてみれば、魔女協会は魔法使いソアランに対し、スプートニク宝石店に対する調査命令を下していた。また、魔法少女騒ぎの際にも、鉱石症疑いのあるクリューの身辺は調査していたはずだし、その雇い主であり保護者であるスプートニクの顔を覚えていても不思議ではないだろう。

　しかし。たとえ知っていたとしても――

　それならそれで、やりようはある。

「へェ」

　笑ってみせた。

「そう。私が、例の宝石商に見えるのね？　魔法使いジャヴォット」

　杖を握る手で口もとを押さえた。

　しなを作る仕草が姿と不釣り合いに見えたか、ジャヴォットが眉を寄せる。

「お前、誰だい。……見た目そのものの中身じゃないね」

「嫌だ。しばらく会わない間に、相当あなた、耄もう碌ろくしたね」

　高慢に見える表情を作る。鼻で笑う。

　ジャヴォットが、警戒するように目を細める。

「それともやはり、たかが支部長クラスでは、私の魔法ちからには遠く及ばないのかな。――自分が殺した魔法使いのことも見破れないなんて」

「……まさか」

　声が震えている。

　先ほどクリューがスプートニクの名を呼んだのとは、また別の感情で。

「まさか」

　もはやジャヴォットが見ているものは、魔法使いの格好をした宝石商などではない。その向こうに、一人の魔法使いを作り出している。

「まさか、お前――！」

「さようなら」

　動揺するジャヴォットへ、にこりと笑い、折れた杖を向け――

　杖の先が、強く光った。




「ブラフだ馬ァ――鹿！」

「キュイ！」

　スプートニクはクリューを小脇に担ぐと、部屋の戸を蹴り開け全速力で駆け出した。

　部屋中を白く染めた閃せん光こうは勿論スプートニクではなく、使い魔シャルの放った魔法だ。もとはただの蜘蛛だというそれは、ユキの手によって一体どんな改造を施されたのか、ユキが近くにいない場合でも簡単な魔法ならば使えるという。曰いわく「瞳のラピスラズリに魔力を溜ためてある」そうだが、使える力はユキ本人の力には遠く及ばないし、攻撃や防御には特化していない。

　支部長クラスの魔法使いを迎え撃つにはまったく足りず、魔力を吸う例の宝石も、ヴィーアルトン支部の襲撃時にすでに切らした。となれば逃げる以外の選択肢はない。

　――しかし。

　足を止めることこそしなかったが、少なからずスプートニクは驚いた。飛び出した先に研究所は『なかった』からだ。

　いや、かつては確かにあったのだろう。

　廊下だったと思われる場所は、床も、天井も崩れ、残っているのは石造りの柱ばかり。最も形を保っている高い柱から憶測するに、三階ほどはあったらしい。今はどこもかしこも瓦礫があるだけで、見上げれば雲の立ち込める空がある。

　砂すな埃ぼこり、蔓延はびこる草や蔦つた、小動物や虫の死骸……かつては幾人もの魔法使いがこの施設で研究を行っていたのだろうが、見る影もない。もはや、廃はい墟きょだ。いつかの魔法少女の行いと、流れた年月がここの姿を変えさせた。

　しかしクリューたちのいた部屋は今でも人が住めそうなほど整っていたのに、どうして建物自体は――と思ってすぐに、自分の考えの間違いに気付く。きっとあの部屋だけは、ジャヴォットが魔法で直していたのだろう。クリューを懐柔するために、クリューの忘れた思い出すら、腹の底に眠ったままの懐かしさすら利用しようと……

　覚えた苛立ちを噛み殺し、瓦礫の山を越えて、森の中に飛び込んだ。

　知らぬ土地を、木々の陰に隠れるようにしながら走る。振り返っている余裕はない。

　スプートニクが演じた『ファンションのふり』でどれだけジャヴォットの動揺を誘えるか、不意を打てるかわからなかったが、多少は上手くいったようだ。さて、あとは閃光による目潰しがどれだけ効いたか――

「す、スプートニクさんっ？」

　あれこれ考えていると、名を呼ばれた。ジャヴォットの動揺を誘うためのはったりは、余計な方にまで効果を及ぼしていた。

「スプートニクさん？　スプートニクさんですよね？　スプートニクさ……だけどそれってぬいぐるみさん、ファンションさんの!?」

　担いだクリューが大変うるさい。

　逃げ出す瞬間、前後を逆に担いだせいで、スプートニクの視界ではクリューの腰から下しか窺うことができない。残念ながらクリューの顔はきちんと頭に付いているから表情がわからないが、たとえクリューがどんな顔をしていたところで、『追われている』という最悪な現状の改善要素にはならないだろう。舌打ち。

　あれこれ言いながらじたばた暴れているクリューを睨みつけた。

「俺は俺だ。運ばれてる身でぴいきゃあ騒ぐな。うるせェよ」

「あーその失礼な言い方！　絶対本物ですね！　絶対本物のスプートニクさんですね！　ファンションさんの物もの真似まねなんかしたって、クーにはすぐわかるんですからね!!」

「俺の尻を叩くな！」

　もう物真似などとっくにやめているというのに。

　まったくうるさい荷物だが、ようやく取り戻したのだ。まさか置いていくわけにはいかない。さて、どう逃げたものか。スプートニクが眉を寄せたとき。

　――荷物を

「ん？」

　その一瞬、何かがスプートニクの意識を引きつけて、足を止めた。

「スプートニクさん？　……どうしましたか？」

「いや……」

　不安そうなクリュー。だが、スプートニクにもわからない。今のは？

　夢を見たわけでも、気絶したわけでもない。ただ、既視感のような、白昼夢のような、音を伴う幻を見た気がした。秒に満たない幻の中、スプートニクは、どこかの屋外で誰かに声をかけられていた。道の先に現れる人影。笑っている。荷物がどうしたと言うのだ――

「スプートニクさん！」

　幻を裂いて、鋭い声が耳を貫く。

　確かな予感に肌が粟あわ立だち、スプートニクは身を低くして前に跳んだ。と同時、

「――商人風情が、馬鹿にしやがって！」

「うおっ!?」

　怒声と共に、地面が大きく撓たわんだ――ような気がした。

　白く光る雫が見えた。地震ではない、魔法だ。しかし直後、右足に熱い激痛が走って、地面に変化があったわけでもないことを知った。続く一歩を踏んだ瞬間、

「ぎっ――」

　さらなる痛みに襲われ悲鳴を噛み殺す。なんとか姿勢を立て直し、痛みを耐えながら駆ける。

　肩越しに振り返ると、木々の陰に黒い布が揺れているのが見えた。

「畜生、しつこい奴だな！」

　逃げ切れていないことに焦燥感を覚えながら、しかし今は走ることしかできない。

　しばらく走り続けて、視界が開けた。道だ。

　振り返る。魔法使いの姿はなくなっていたが、どうせすぐに追いついてくる。ここに留とどまり続ければいい結果にはならないはずだ。

　ただ、残念ながらこの道に馬車が走れるほどの広さはなく、舗装もない。人の気配もない。そもそもこの道は人通りが少なく、ここを通りかかる誰かを待って助けを乞うのはまず難しいだろう。かといってここから一番近い街で助けが得られる保証はなく、警察局に頼ろうにもあの街の警察の風紀は大変悪い――

　そこまで考えて。

　はたと気付く。この道の人通りだとか、近くの街の治安が悪いだとか、自分はどうしてそんなことを知っている？

　疑問に思う自分とは別の誰かが、頭の中にいる。つらつらと、その誰かが情報を流し込んでくる。旅の宝石商、荷物、複数の人……男。笑っている。彼らが見ているのは自分と、自分が手に提げたもの――自分の荷物――

　――荷物を置いていけ

　足を止めた。

　肌を触る青臭い風。嗅いだことのあるにおい。

「……そうか」

　既視感の正体に、気付いた。

「スプートニクさん……？」

「……」

　答えない。

　クリューを抱えたまま、痛む足に活を入れて、再び駆け出す。しかし、闇雲に走ることはやめた。行く方向に、意味を持たせる。目指す場所が決まったからだ。

　走れるだけ走って――

　やがて足の痛みに走れなくなった頃、スプートニクはクリューを地面に下ろした。

　自分の足で立ったクリューが、訝いぶかしげに、あるいは心配そうに、スプートニクを見た。

　スプートニクは何も答えず、クリューの手を引く。

　道から逸れ、草を掻き分けながら歩いていく。かつてここを訪れたとき、スプートニクは一人だった――いや、あのときも『二人』だったか。スプートニクはこの場所を、かつて『案内人』に導かれながら歩いた。

　疲弊した『案内人』が倒れそうになるたび「おい、ちゃんと歩けよ」と尻を蹴飛ばして笑った。ほのぼのした記憶である。多分ほのぼのしているはずだ。多分。

　記憶を探りながらしばらく歩くと、古びた小屋が現れた。スプートニクの記憶は間違っていなかった。

　立ち止まり、背中の重みを確認する。それはまだ、そこにいた。

「おい、使い魔」

「キュイ」

　返事があった。

　腕時計を確認する。――夕刻が近い。

　スプートニクの背から降り、草の上からこちらを見上げた使い魔シャルへ、スプートニクは一つ、ある指示を出した。

「――できるか」

「キュイ」

　使い魔は足を一本ゆっくり振った。

　仕草の意味は、造作もない、か、任せろ、か。いずれにせよ使い魔は一度だけぴょんと飛び跳ねると、ぬいぐるみらしからぬ――また蜘蛛らしい素早い動きで、茂みの中に入っていった。姿を消して、二人の前に戻ってくることはなかった。

　二人きりになって。

　スプートニクは、鳶とび色いろの瞳を見た。

「覚えてるか、ここ」

　そして、その小屋を指さした。

　ここはスプートニクの見知らぬ土地だ。クリューの忘れた場所だ。

　過去がどうであれ、今の自分たちにとっては、知らない場所だ。

　研究所跡を飛び出し、駆けている間、スプートニクはそう思っていた。しかし――

　――そうではないということに、どうしてすぐに気付けなかったのか。自分の頭の悪さに辟へき易えきする。

　クリューの頬が強張っている。彼女も、思い出したらしい。

　クリューが、魔法使いジャヴォットに連れて来られた場所。朽ちた研究所跡。それは、かつてクリューが日々を過ごしていたという場所だった。

　魔法少女は研究所を襲撃した際、クリューを建物の外に転移させた。追っ手を撒いた後、身柄を確保しようとそこに向かったがクリューの姿はもうなかったという。

　想像する。魔法少女がクリューを助けようとして、研究所を襲撃したあの日。

　理由もわからず転移させられ、いきなり一人ぼっちになったクリューは、突然のことに途方に暮れた。住んでいた施設のようなものは見えるが、煙が上がっている。壊れるような音も聞こえる。戻ることもできず、森の中を彷徨さまよい、疲れ、恐らくは散々泣いて、やがて見つかり――

　囚とらわれた。

　研究所の崩落の日、魔法使いたちがクリューを見つけられなかったのは、魔法少女の力量を測ることができず、クリューがどこに転移させられたのか把握できなかったからだ。

　魔法少女が――魔法使いソアランがクリューを見失ったのは、彼女がもう一度、今度は魔法少女以外の人物に攫われ、隠されたからだ。

　だから。

　研究所から遠くない場所に『奴ら』が巣食っていたとして――

　研究所から遠くない場所に『そこ』があったとして、何もおかしい話ではなかった。

「……怖いか」

　尋ねる。

　しかしクリューは泣かなかった。

「ちょっとだけ、です」

　いつかも似たような受け答えをしたなと、思い出す。

　スプートニクは、クリューの手を握り直し、小屋を見据えた。古びた木製の掘っ立て小屋。それが『奴ら』の塒ねぐらだった。

　煙突から、煙が出ている。人の気配がする。

　スプートニクはその戸を――

　左足で蹴り開けた。

「邪魔するぜェ」

　えっ……？　と。

　室内から返された、虚を衝つかれたような声は、はたしてどれの発したものだっただろう。興味がない。

　まず目に入るのは、大きな丸テーブルと、体を捻ってこちらを向いた七人の男たち。五人は腰かけ、二人は壁にもたれているが、全員動きを止めている。

　男たちの顔つきは、『当時から』覚えていないからこれまた興味がない。

　ただ、きっと、当時と同じ人間だろう。

　スプートニクはクリューを連れてずかずか小屋の中に入り、テーブルに右手を突くと、再会を祝うため、友好的に笑ってやった。

　かつてこの掘っ立て小屋で、クリューを『飼って』いた――賊たちに向けて。

「息災だったか。重ちょう畳じょうだ」

　沈黙。

　そして。

「っ[image: ]――――!?」

　悲鳴を上げる男、嘔おう吐とする男、腰を抜かし失禁する男――反応こそそれぞれだが、皆、悪霊でも見たような表情をした。失礼なことだ。

　しかしそういう反応をするということは、スプートニクのことを覚えているということだろう。覚えていたということは、手間が省けて喜ばしいということだ。もし忘れていたとしても、思い出させてやるつもりだったが。

　口ひげを蓄えた男が、椅子を蹴って立ち上がり、ぶるぶる震えながらスプートニクのもとにやって来た。

「っに、にににににに兄さん兄さん違うんです兄さん。あれから俺たち、すっかり心を入れ替えまして、その――足を洗い、罪を償い、今は皆、真っ当な仕事に就いております。ですが、自分たちの犯した罪を忘れてはいけないと、ときどきこうして集まって……な、中には街で嫁を取り、こ、子供がいる者もおります！　ですから、ですから……！」

「ほォ――ん成程。あれだけの悪事を働いておいて自分たちはのうのうと幸せになってんの。成程成程なァ――るほど。善良の塊みたいな俺には到底解せねェ所業だなァ？」

「あっいやっあのえっとそのっ」

「あっお前、あのガキ――いやえっと、お、お、お嬢！　いやお嬢さん！　あのときは、若かったといえ本当に、本当に、取り返しの付かない……あの、兄さんもお嬢も、金が必要ならいくらでもお持ちください！　だから命は、命だけは……！」

「おいお前ら何してんだ！　兄さんとお嬢に茶を！　茶を出せ！　わかってるな、とっときのいい奴だぞ！」

「茶はいらねェ。金もだ」

　騒ぎ立てる彼らに、ぴしゃりと告げる。

　すると、賊ら――いや近況報告が確かなら『元』賊らと呼んでやるべきか――が、一斉に静かになった。ただ、安堵したわけではないようだ。どころかさらに青ざめていく。

「金を……いらないって……!?」

「兄さん……あの兄さんが、まさか……まさか更正なさって……!?」

　散々な言われようである。

　スプートニクはかぶりを振った。

「金は要らない、が――」

　殺気。

　振り返ろうとした瞬間、右肩に鈍く重い痛みが走った。堪こらえ、肩を手で押さえながら今度こそそちらを見ると、

「……追いつかれたか」

　女だ。

　予想通りの、黒い影。

「ま、まさか、まさか兄さん……」

「察しがいいな、その『まさか』だ。――魔法使いに追われてる」

　男が、ひぇ、と泣きそうな声を出した。

「……スプートニクさん」

「大丈夫だ、下がってろ」

　痛みに顔が歪みそうになるのを誤魔化すため、笑い――

　景気付けだ。室内に踏み入る魔法使いを見据え、スプートニクは声を張り上げた。

「野郎ども、武器を持て！」




　ただでさえ黒い魔法使いは、戸から入る逆光のせいで、一段と闇に近く見えた。

「よくも、虚こ仮けにしてくれたね」

「魔法使い、ジャヴォット」

　現れた魔法使いの名を、スプートニクは呼んだ。

　男たちは「足を洗った」と先ほど言ったが、かつての『仕事道具』までは手放していなかったらしい。もしくはその発言自体が嘘だったのか、実際のところはわからないが今はそれがあったことに感謝する。

　各々得物を構え、スプートニクとクリューを守るように立った。武器を握る手は震えている――魔法使いの恐ろしさは知っているが、二人に何かあればそれ以上にひどい目に遭わされるとわかっているのだろう。

　まったく健気けなげなものだと鼻で笑い、

「おい、お前」

「……へい」

　口くち髭ひげ男に顔を寄せ、小声で話しかける。彼もまたジャヴォットに目を向けたまま、返事をした。

「この小屋の出口は？」

「あの魔法使いが陣取っている、一ヵ所しかありません。兄さんたちには最悪、壁を壊してお逃げ頂くことに――」

「余計なお喋りをするんじゃないよ」

　杖を構えたジャヴォットの、鋭い声。

　スプートニクは口を閉じた。

「宝石商スプートニク。私のことを知っていたかい。……やはり、ソアランと組んでいたね」

「誰があいつなんかと」

　あの男と仲良さそうに語られるのは甚だ不快だ。本心からそう答える。

　それに。親しい魔法使いと言われて、あれより先に思い浮かぶのが一人いた。

「……魔法使いフランソワズは、お前が犯人であることを知っていたぞ」

「嘘をつけ」

　しかし。

　ジャヴォットは鼻で笑った。

「虚言も大概にするんだね。だとしたらあの女は、なぜ私のことを告発もせず、あっさり死んでいったんだい。え？」

「それは……」

　――ユキのことだ。

　そこには何かの意味があったはずだ。真相を隠した理由が、あるいは利点が。しかし彼女のすべてを知るわけではないスプートニクは、そこまで察することができない。

「いいから、とっとと『それ』をよこしな」

　ひっ、と息を呑む音が近くで聞こえた。

　腕を、強い力で掴まれる。

　顔を向けなくてもそこで何がどうしているか、わかっている。恐ろしさに悲鳴を上げることすら叶わず、ただ身を寄せて縮こまることしかできずにいる。

「いいかい、宝石商スプートニク。それは魔法使いにとって大きな価値のあるものだ。我々はそれを研究し、解明し、殖やし、そして、後世に受け継いでいかなければならない。商人が私欲のために独占するには過ぎたものだ。こちらに渡し、一切の口を噤つぐむのなら、お前のことは見逃してやってもいい」

　スプートニクは思う。宝石を無限に吐き出す子供。その特異性。価値。確かにジャヴォットの言うことには、筋が通っていた。

　さらに、この小屋のことを思う。悪人たちは、小さかった彼女を傷つけ、宝石を吐き出させ、それを資金源の一つとしていた。

　さて、自分はどうだろう。

「アンタの言う通りだな。そんな珍しい『体質』を持つ子供、一介の商人の私腹を肥やすためだけに存在していていいわけがない。――けど」

　それは、クルーロルにも言ったこと。

　金になると思った。いい資金源だと思ったから、拾って雇った。

　コネクションのない若い商人として真っ当な思考だったと、今でも思う。

　――それがどこでねじ曲がってしまったのだろう。

「俺は」

　思い出す。

　クリューがヴィーアルトンに旅立った日のこと、

　休業を告げる張り紙を、何度も書いて貼ったこと、

　店を閉めてばかりのことをナツに叱られたこと、

　何をしていても浮かんでくる姿、

　飲んだ酒の味。

　――舌打ち。

　ほとほと嫌になると思いながら、認める。

「こいつが確かに幸せでないと、ろくに店を開けることもできないらしい」

　それで商人を名乗るとは、聞いて呆れる。

　それでも事実なのだから仕方がなかった。

「そうか」

　その言葉にジャヴォットは――

　頷いた。

　しかしそれは納得や理解などではなく、
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「ならば死ね」

「かかれ！」

　ジャヴォットが杖を構え、スプートニクが吠えた。

　七人の男たちが一斉に雄お叫たけびを上げ、得物を手にジャヴォットへと襲いかかる。

　ジャヴォットが杖を一度横に振る。たったそれだけの動作で、男たちは一斉に吹き飛び、悲鳴もなく壁に叩きつけられた。

　誰の手から零れ落ちたか、鉄棒が一本飛んできたのをスプートニクは左手で掴んだ。

　両足を開いて立ち、鉄棒の先をジャヴォットに向ける。

「無駄な抵抗だと言うのに」

「無駄じゃねェ」

「ただの人間が、魔法使いに勝てると思っているのかい」

「勝てる！」

　その抗弁はジャヴォットには、虚勢としか聞こえなかっただろう。

　しかしそうではない。もう少しだ。恐らくは、もう少し！

　鉄棒を握り直したスプートニクが、大きく一歩踏み込んだ。

　迎え撃つジャヴォットが、杖を高く振り上げた――

　その瞬間。

　訪れる変化より先に甲高い鳴き声を聞いて、スプートニクは勝ちを確信した。

「――何!?」

　スプートニクに気を取られていたジャヴォットは、反応が遅れた。

　ジャヴォットの背後、開け放したままの戸から、大量の白い光が――いや。

　白い糸が流れ込んでくる。

　ジャヴォットの体を、糸が固く固く締め上げる！

「何だ、これは――何だこれは！　お前、お前、何をした!!」

「確保！」と、女の声。直後、糸を追って現れた人影がジャヴォットへ飛びかかった。銀ボタンと黒いローブの男――あまりに見慣れた魔法使い。

　彼はジャヴォットの背に馬乗りになると、右足でその手を踏みつけた。床に転がった杖を思いきり蹴り飛ばして、彼女の手の届かないところに移動させる。ジャヴォットは罵声を上げながら拘束に抵抗するものの、魔法なしでは男の腕力に敵わない。その上、鞭むちのような強度の白糸に全身をぐるぐる巻きにされているのだ。

　身動きの取れない、ジャヴォットの姿を見ながら。

「『何をした』って、ねェ」

　スプートニクは鉄棒を左肩に担いで、笑った。

　自分が一体、何をしたか。

　難しいことではない。すべては――

「『時間稼ぎ』って言葉、知らねェの？」

「キュイ！」

　まるで同意をするように、小屋の外の黒い大蜘蛛が元気良く鳴き声を上げた――馬車ほどの大きさのある化け蜘蛛。使い魔シャルの正体か。

　この場所のことを思い出したとき、スプートニクは使い魔シャルに、一つの指示を出した。なんということはない、「用事を済ませ追いかけて来たユキを、この小屋まで案内しろ」と告げただけだ。行くべきところがあると言ったユキが、追ってあの研究所にやって来るまで、そう時間がかかるとは思えなかったから。

　利用することを決めた男七人の安全と無事は保証しかねたが、スプートニクと、そしてクリューの過去を思えば、それをしてなお余りある多大な貸しがあったから問題はなかろう。

　充分な時間が稼げるかどうかは、未知数だったが――

　それでも、『助けが来るまで耐え続ける』以外の選択肢はなかった。それこそ、そう。いつかナツにも言ったことだ――自分は彼女のために死ねるのだ。

　そうとも。

　従業員を何に代えても守るのが、店主としての務めである。

「ごめんよ、スプートニク。遅くなった」

「よく頑張った。さすが、私の弟」

　勝手な謝罪が、賞賛が飛んでくる。

　お前らのために耐えたわけではないと、毒を吐きたい気分になる。

　ユキ。魔法使いソアラン。魔法使いジャヴォット。それから彼らの傍かたわらにもう一人、スプートニクの知らぬ魔法使いがいる。ジャヴォットは眉間に皺を深く刻ませながら首を上げ、だが、ユキとその魔法使いを見て表情を消した。

　ソアランが、先を促すように魔法使いを呼んだ。彼はその人のことを知っているようだった。

「――教育係」

　しかし、

「魔女協会コークディエ支部副支部長ソアラン、口に気をつけろ。私はもう、その役職にはない」

　言われたソアランは肩を竦め、スプートニクに「叱られちゃったよ」とでも言いたそうに目配せした。

　その、見知らぬ魔法使いは。

　スプートニクとクリューに向け深々と一礼してから、ジャヴォットを見下ろした。

「私は魔女協会本部所属魔法使い、人事担当責任者オリヴィア。魔女協会コークディエ支部支部長ジャヴォットよ、その身、魔女協会本部にて預かり受ける」
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　ジャヴォットはただの人間であるスプートニクへ、一切の手加減をしなかった。

　逃走時に放たれた魔法による打撲、骨折、その他大小の傷。あちこち痛めつけられたスプートニクのことを、ユキは魔法で応急処置こそしてくれたが、「治癒の魔法を専門で学んだことはない」と言い、完治までは医者に診せることを勧めた。

　そんな経緯から、傷が落ち着くまで、クルーロルの懇意にしている病院に数日間入院することになった。さすが大陸統都、医療施設もリアフィアット市とは比べものにならないほどに最新の設備が整っている。せっかくだから傷が癒えるまでのんびり療養生活を、と思っていた。

　が。

　麗しい看護師たちが行き交う姿は目の保養にはなったものの、見続けているとクリューが機嫌を損ねて騒ぐのが手に負えない。起き上がれないのをいいことにクルーロルが来ては説教をしていくのも嫌だったし、どこで聞きつけたか見舞いに花籠など持ってやって来たリョウが「いやー相変わらずトラブルの中心にいますねぇ」などと人聞きの悪いことを言うのも腹立たしかった。リョウには籠を花ごと顔面に投げつけた。

　そんな感じでのんびりとはならないが、概ね通常通りの日々と言おうか。その数日の間に、クリューの体験学校最終日、ヴィーアルトン市で起きたクリュー誘拐事件に関する警察の聴取、などがあり。

　それらがようやく落ち着いてきた頃――

「ハァイ」

　ユキが一人で、病室にやって来た。

「調子はどう？」

「せめて酒が飲みたい」

「待遇の話をしてるんじゃないよ」

　ユキはジャヴォットを捕らえたあの日、スプートニクを一頻り激励すると「事後処理がある」とすっ飛んでいって、それから顔を合わせていなかった。

　脇に抱えた大きな果物籠を備えつけの机に置くと、「どれか食べたいものある？」と言った。特にないと答えると、彼女はオレンジを取り出し手で剥むいて頬張った。どうも自分が腹を空すかせていただけのようだ。

　しかし残念ながら選択を誤ったらしい。すっぱ、と唇を尖らせる。

　そしてそれをこっそり籠の中に戻そうとするから、

「残さず食えよ」

「……アンタへの見舞いの品だから」

　ならばなぜ手を出したのかと問いたい。

　ユキは鞄から取り出したハンカチで手の果汁を拭きながら、話題を変えた。

「クリューちゃんの様子は、どう？」

「一番の当事者だったってのに、楽しそうなもんだよ。警察の聴取にもはきはき答えてたし、体験学校も最後まできちんと登校した。今日は街を散策して、明日はクルーロルさんに商会本部を見学させてもらうんだとさ。いやまったく、あのオッサンのクーに対する好こう々こう爺やぶりには有り難すぎて吐き気がしそうだ」

「わかるゥ」

　ユキの渋い顔。

　素直で真面目な子供だから、実直なクルーロルとの相性は悪くないはずだということまでは予想していたが、まさかあの堅物があそこまでクリューに甘くなるとは思わなかった。人間、わからないものである。

「そっちはどうした」

「ん。一応、全部片付いたよ。今日はその報告のつもりで来た」

　ユキが語るのは、魔法使いジャヴォットの処分や、生存が発覚した魔法使いフランソワズの今後の立ち位置など。

　とはいえ魔女協会の仕組みとその処分内容に関しては、部外者のスプートニクには聞いたところでほぼ理解できず――彼女の報告でかろうじてわかったことは「リャンとイラージャの現在の距離感がなかなか面白い」ということくらいだった。聞くに、イラージャがソアランに告白紛まがいのことをし、ソアランもまんざらでない様子ではあるが、損得勘定の発生しない恋愛経験に乏しいソアランは対応に戸惑っているという。

　元婚約者として思うところはないのだろうかと思うが、あっけらかんとした話しぶりからするに、欠片かけらもなさそうだ。「いやはや、いい歳としこいた男が初めての恋に踊る様は、まったく滑稽で面白いよ」悪魔め。

　スプートニクが、その話題へ興味を抱いたことに気付いたのだろう。ベッド脇の丸椅子に座るユキの話題は、魔女協会のことを離れ初々しい二人のことに移っていく――しかし。

　話が完全に逸れる前に、一つ、聞いておきたいことがあった。

　病室で天井のしみを数えるしかない、退屈な日々の中。

　スプートニクが考えていた、とあることを。

「お前さ」

　魔法だの、魔法使いだの、魔女協会だの。

　そんなことには詳しくない。しかし、

「うん？」

「俺に話してないこと、あるだろう」

　その程度のことは、スプートニクにも気付くことができた。

　睨みつける。

　ユキは笑顔のまま、首を傾げた。

　――隠す気はないようだった。

「あの魔法使い、誰だ」

　どの魔法使いか、と。

　ユキが聞き返すこともなかった。

「考えてみれば、妙だったんだ。クルーロルさんの屋敷で魔法使いジャヴォットの名前を聞いたとき、お前は『例の事件の犯人だ』と迷うことなく答えた。つまり、あの女こそがかつて自分を殺害しようとした真犯人、黒幕であるということを、お前はとうに知っていた。なのにお前は、あの女の犯行に関し、何らかの報復を――もとい裁きを、今こん日にちまで行わなかった」

「真犯人のことは、私が魔女協会を離れてから――魔法使いフランソワズが死んだことになってから、わかったことだったから。魔法使いの罪を裁くのは、魔女協会だ。魔法使いの罪を裁きたくとも、魔女協会との繋がりを失った私には、今さらどうにもできなかった」

　ユキの反論。

　浮かべる薄笑いが、本気で抗弁する気はないのを教えている。

「嘘だな」

　だからスプートニクも、遠慮なく攻め立てることができる。

「魔女協会は、お前に対し表立った援助は行わなくとも、内通はしていたようだ。――少なくとも、重要なる人物を有事の際に即座に呼び出すことができる程度には」

　思い出す。掘っ立て小屋で、ジャヴォットを拘束したときのこと。

　あのとき、ユキとソアランの他にもう一人。彼らを従えるようにして、スプートニクの知らぬ魔法使いが立っていた。

　その魔法使いの、ジャヴォットを見る鋭い目。拘束されたジャヴォットの、愕然とした顔――恐れる瞳――

　知らぬ魔法使い。あれが魔女協会の中でどれほどの地位におり、どのような役割を果たしているのかなど、スプートニクの興味の対象ではない。

　スプートニクが知りたいと思うことは、

「お前は、魔法使いジャヴォットが魔法使いフランソワズ殺害計画の黒幕であるという事実、その動機、さらには魔法使いジャヴォットを裁く術を、とうに得ていたな」

　ユキはすでに、例の魔法使いという抑止力を得ていたのだ。

「だというのに、もっと早くに捕らえなかった理由は何だ」

　声が震える。

　布団の上で握った拳もまた、震えている。

「魔法使いジャヴォットが諸悪の根源であると知っていて、かつ、ジャヴォットに絶対的拘束力を持つ魔法使いを自由に扱えて、さらにそれを呼び出すことが容易で――いつかジャヴォットが、クーに危害を加えるかもしれない可能性を看過していて、なお！　放置していた理由を答えろ！」

　ユキはスプートニクの人生において、一言で表すなら『見本』だった。

　幼い頃は散々喧嘩をしたし、泣かされたし、やり込められた。しかし、家出をしてでももう一度会いたいと思う程度にはユキの背に憧れていたし、一人で身を立てると決意したスプートニクが模したものは、記憶の中で強く笑う彼女だった。

　また、大人になって再会したユキは、クリューに、商人スプートニクに助力し、共犯者となった。魔法使いソアランがファンションを相棒であり師であると表現するのと同じように、宝石商スプートニクにとってユキという人は、見本であり、目指すところであり、姉であり、協力者であり――逆らえない人だった。

　――そういう人だとわかっていながら、スプートニクは今、吠えずにはいられなかった。

　それは。

　たとえユキと対立したとしても、譲れないものがあったからだ。

　そしてユキが、それを守る術すべを放棄した結果、それを危険に晒さらしたというのなら――

「……隠したのは」

　ベッドから身を乗り出したスプートニクの肩を、ユキの手がそっと押した。

　体に障る、とベッドに戻す手は、まるで子供を思いやる母親のようだった。

「騙そうと思ったわけじゃない。話す意味はないと、思ったから」

「どういう意味だ」

「ただの、面白くない話だよ」

　ユキはまるで子供にするように、スプートニクの額に手で触れ、そして、語り出した。

　その仕草も口調も、過去に思いを馳はせる表情も――そして語った、内容まで。

　スプートニクの知るユキという人には、似つかわしくなかった。
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「読んだぞ」

　それはユキの、ファンションとしての記憶。

　ユキとなって長く経ち、今さら思い返すことも少なくなった、教育係オリヴィアとの会話。

　――ファンションがとある手紙を投とう函かんした日の、翌々日のこと。手紙を受け取ったオリヴィアが、ファンションのもとを訪ねてきた。

　その頃ファンションは、アンゼリカやクリューの護衛としての仕事を続けながら、魔女協会直轄の研究所に研究者として所属していた。その研究所を経由して、ある日、魔女協会本部からファンションへ、一つの命令が下ったのだ――『リアフィアット市にて協会員による問題が発生。至急赴き、問題解決へ導くように』

　ファンションはそのあらましを書いた手紙を、本部のオリヴィアへ送ったのだった。

　ノックもせず、ファンションの部屋の戸を苛立たしげに開けたオリヴィアは、勧められるまでもなく応接用のソファに腰かけた。

　続いて、ノックの音。使用人が茶を運んできたので、「自分でできるから」と、ティーセットを受け取り、出ていかせた。

　ファンションはオリヴィアの向かいに座り、無言で指を振る。

　光の粒がほろほろと零れ、応じるように本棚の一番下に収められた本たちが揺れる――本を押しのけて、蜘蛛のぬいぐるみ、ファンションの使い魔シャルが「キュイ」と顔を覗のぞかせた。八本ある足を器用に使い、ティーセットを操って茶を淹いれてくれる。

　茶を一口啜すすって、ファンションはため息をついた。

「いや本当、何度読み返しても胡散臭い通知だね。しかもリアフィアットって、東のド田舎じゃねェか。何を馬鹿言ってんだ、あんな辺へん鄙ぴなところに魔法使いがいるわけねェだろ」

「口が悪いぞ、慎め」

「失礼、言葉が過ぎました。改めましょう。――くたばれ命令主」

　鼻で笑うファンションに、オリヴィアの固い言葉が返る。

「罠わなだな」

「だろうね」

　頷いた。魔女協会本部がその命令を是とするわけがない。

　アンゼリカの一族が持つ体質のことやファンションの護衛のことは一部のみの知る情報として秘されているし、周知徹底がされているわけではないが、言い換えれば少なくとも『一部は確実に』知っている。本部が確実に守るべきと考えている対象から、優秀な護衛を引き離すような命令など、出すわけがない。

　そもそもファンションは、ある意味で教育係オリヴィアの管理下にある。彼女の許可を取ることなく、ファンションへ命令が下ることなどない。

　そうでなくても、ファンションの表向きの肩書きは『研究者』だ。なぜ調停に研究者を向かわせるのか――どれを取っても不可思議な要素しかない。何者かが本部を騙かたり、出した命令。すぐに罠とわかる、あまりに杜ず撰さんな罠だ。

「それで」

「ああ」

　オリヴィアが頷く。

　ファンションは尋ねた。

「オリヴィアは何がいい？　土産」

　沈黙。

　のち――

　――信じられないものを見たような面持ち。

「アンゼリカ様にはお花でしょう。ダニエル様は……あ、クリューちゃんってまだ食べられない果物ってあるかな？」

「お前まさか、リアフィアットに行く気か！」

「え、行くでしょ普通に。だけどまだ犯人の目星は付いていないし、向こうの目を欺くためにも、移動は通常の魔法使いと同じように途中まで転移の魔法で、魔法の範囲外になるところは地道に馬車を使うしか……」

「こんな胡散臭い誘いに乗って!?」

　オリヴィアが目を見開き声を荒らげるなど、珍しい。彼女の元来の顔つきも相まって、強く叱責されているように感じられるが、これは単純に驚いているだけだ。

　そういうところでオリヴィアは損をしているな、としみじみファンションは思った。婚約者ソアランは多分、この女のそういうところを誤解している――いや、今はそんなことどうでもいい。

　オリヴィアへ手紙を出した日から、ファンションはずっと考えていた。自分への罠を仕掛けた犯人のことではない。そんなものは、ファンションにとっては些さ事じだった。

　それよりも。

　受け取ったその手紙に対し、どのような返事をするのがオリヴィアという人だろうかと。そればかりをずっと、考えていた。

　そして、何度考えても。

　想像の中のオリヴィアは、犯人を見つけ、速やかに処分を下し、「通常通り業務に従事しろ」とファンションに言った。目の前のものを適切に仕分け、管理し、最も効果的で効率的な処理を行った。それが、彼女という人だ。

　そうであったはずだ。間違っても、ファンションの馬鹿げた判断に、声を荒らげ驚くような人ではなかったはずだ――

「オリヴィア」

　ファンションは名を呼んだ。

　出せたのは妙に穏やかな声音で、できれば、当てつけのように聞こえなければいいと思った――オリヴィアは、はっ、と息を呑んだ。

　追い詰めたいわけではない。だけど、自分はやはり、性格が悪い。

「どうして行ったらいけないの？」

「それは」

　尋ねてはいけないとわかっていて、その問いを投げかけてしまうから。

　そうとも。オリヴィアはファンションに、行ってほしくはないはずだ。この『本部からの指示』に従って赴けば、そこには何らかの罠が待っている。だけどそれは、オリヴィアがファンションを止めたい理由は、アンゼリカの護衛に死なれては困るからというだけではなかった。

　正確には――

「この計画を仕組んだのが、オリヴィア。あなたの娘だから？」

　項垂れるオリヴィアを眺めながら、ファンションは、音を立てずに茶を啜った。

　少し調べれば、すぐにわかったことだった。

　ファンションが魔法の研究と二人の護衛を行う一方で、鉱石症の研究を積極的に推し進めるべきだと意見する研究者がいた。あれは協会にとって素晴らしい道具で、あの症状を解明し移植、あるいは同じ体質を持つ生き物を量産し飼い慣らすことができれば、今後の魔法使い、ひいては魔女協会の発展にも繋がると。

　しかしそれに、ファンションは反対した。体質の保有者があまりに少なすぎること、現代の魔法使いの技術では到底解明できる現象ではないこと、まずは保護を最優先にしなければならないこと……さらに、護衛という立場からも、彼女らの身を危険に晒すような真似は到底許せないということ。

　どちらの意見にも賛同する者がおり、また反対する者がいた。

　そしてオリヴィアの娘ジャヴォットもまた、鉱石症に興味を持っていた。

　いつかオリヴィアは自分の娘を指して、『ファンションに似ている』と言った。確かに彼女の言う通り、年が近いという点、鉱石症に興味を持つという点において、二人は似ていた。だから、オリヴィアの見立ては間違っていなかった。

　ただ、まったく同じではなかったということだ。

　鉱石症を保有する者に対する、研究者ジャヴォットの意見は――

「……すまない」

　ファンションが指示に従って東へ行くということには、犯人の思惑とはまったく別の意味合いがある。ファンションは東へ行こうが魔法封じの札を使われようが、自身の能力を一切無効化されない。そしてファンションは、そこらの魔法使いでは敵わない力量の持ち主だ。つまりこの誘いに乗るということは、すなわち犯人の破滅を意味する。

　かつて見上げた肩が、向かいのソファで、妙に小さくなっていた。

　ファンションは考える。なぜ、オリヴィアは娘を破滅させたくないのだろう――魔女協会本部の魔法使いともなればエリートそのもので、その経歴に傷が付くことなどあってはならない。実の娘が犯罪者だなんていうのは、以もっての外ほかだ。そう考え、自分の身が落ちぶれることを恐れたか。

　あるいは。

　――しかしそれはオリヴィアの腹の中の話で、ファンションにわかったことではない。いずれにせよ、

「私は」

　だからどう、という話ではない。

　もともと決めていたことだ。

「この指示通り、東に赴くよ」

　今度こそオリヴィアは、驚きはしなかった。

「私がここでジャヴォットの計画から逃れたとて、彼女は愚かな計画の立案を繰り返すだけでしょう。だから、私は『何者かの罠』にかかって、死んだことにして。オリヴィアは、ジャヴォットが犯人であると誰にも気付かれないよう、上手く立ち回ってちょうだい――ただし、その後、アンゼリカ様とクリューちゃんの警備は、今以上に厳重にすること。特に、ジャヴォットには絶対に二人を好き勝手させないで」

　護衛の一人二人消したところで、現在の体制には何の影響もないということを。補充はいくらでもおり、その手が彼女らを守るのだということを。ジャヴォットがいくら手を汚したところで、無駄な行動にすぎないのだということを――

　ジャヴォットに、知らしめるために。

　オリヴィアは無言で、深く深く頷いた。

「リャンは、ますますオリヴィアを嫌うかもしれないね」

「構うものか」

　ひっひっひ、と笑うファンションに、仏頂面でオリヴィアが返す。

「お前は、その後、どうするつもりだ」

　娘の愚行すら止められない教育者に、それを教える意味はあるのか。――そんなことを言わない程度には、ファンションには配慮する心も、分別もあった。

　代わりにファンションはオリヴィアにいくつかのことを語り、いくつかのことを教えた。

　クルーロル宝石商会という、交渉によっては頼れる可能性がある組織のこと。かねてより、魔女協会の外を見に行きたいと思っていたこと。だから、今回のことがなくても、いずれ現在の職を辞そうとは思っていたこと。

　それから――こんな、どうしようもない『規格外』でも。

　一人ぼっちになった自分に職を当てがい、家族を与え、ときに寄り添ってくれた人へ、恩程度は感じるのだということ。

「ただ。覚えていて、オリヴィア。――二度目はないよ」

「わかっている」

　俯いた恩人オリヴィアは。

　また、応えるその声は。

「そのときは」

　ひどく小さかった。




＊




「つまんない話でしょ」

　そんな身も蓋もない言葉で、ユキはファンションの話を終わらせた。

　喋り続けて喉が渇いたか、籠から食べかけのオレンジを取ると、また口へ運ぶ。が、この短時間で味が変わることなど勿論なく、先ほどと同じような顔をして、やはり同じように籠へ戻した。

　続く語調は、まるで、今日の天気を話すかのようだった。

「私はジャヴォット――本部に縁のある魔法使いから、身を隠す必要があった。そのため私の潜伏先は、魔女協会と協力関係にはない組織でないとならない。かつ、私が取り引きできる先を考えたとき、思いついたのはクルーロル宝石商会だった」

　ファンションが、ユキとなったときの話。

　彼女が逃げおおせるための選択。

「私が彼と交わした契約は、私を彼の会に受け入れる代わり、魔法使いと宝石商の取り引きにおける公平性を保てるように取り計らう。魔法使いと宝石商の商取引において何らかのトラブルが起きたときには、私の力を以て魔法使いを処理する」

　処理、というのがどういうことを指すのか、特に知りたいとは思わなかった。

　代わりに尋ねたことは。

「彼の養子となったのは？」

　答えは一言で用足りた。

「首輪」

　頭を少しだけ傾げ、人さし指で自身の首を指し示しながらユキは言った。首輪。――普通の人間にはない能力を持っている彼女が、その組織の中でみだりなことをできないように。もし何かを起こしたことが知れたら、ただちに最高責任者のもとへ連絡が上がるように。

　そうでなくとも、片や自分の知識と逃亡のために、片や組織の運営のために、利用し合う間柄。彼らの間には、信頼関係など芽生えるはずもなかったということか。

　彼らの――親子の、信頼関係。そんな言葉を考えたとき、不意に。

　耳の奥で蘇ったものがあった。

　――だとしたらあの女は、なぜ私のことを告発もせず、あっさり死んでいったんだい。

　魔法使いジャヴォットの問いかけ。スプートニクが答えられなかった問い。

　ファンション――ユキが、ジャヴォットの一度目の罪を見逃した理由。

　それは。

「ユキ」

「ん？」

「お前は……」

　幼き日に、『両親』に置いて行かれたこと。

　ユキがやたらと『妹』を思いやり、可愛がること。

　かつて『婚約者』だったソアランの、新たな道を応援すること。

　かつてファンションが、命を賭けて『家族』を守っていたこと。

　恩人であった教育係オリヴィアが、『娘』を犯罪者にしたくないと願ったこと。自分の命すら狙った相手を一度だけ、見逃す判断をしたこと――

　大人になった今も、血の繋がりのない自分を『弟』と呼び、援助すること。

　思いついた可能性は、自分の知るユキという人に、あまりに似つかわしくない。

　そしてそれは、証拠などない、ただの想像。

　けれど。

　もしかして。

「私は、何？」

　もしかして、ユキは。

　自身が得られなかったものに。

　――家族の愛情に、憧れていたのだろうか。

　しかし、

「……いや、何でもない。忘れてくれ」

　スプートニクは天井を見ながら、手を振った。そんな質問は、無粋が過ぎる。

　そして、尋ねる代わりに、

「怒鳴って、悪かった」

　先ほどの非礼に対して、詫びる。

　それにユキは、少しだけ驚いたような顔をして。

　いつかに聞いた言葉を、また口にした。

「大人になったねェ、ぷーちゃん」

　それは一片の嫌みすらない、ユキの、心からの賞賛で――

　だからこそスプートニクは、

「うるせ」

　布団を引いて、頭から被った。




＊




　ノック。病室の戸の開く音がする。

　子供の明るい声が、穏やかな病室に響く。

「スプートニクさん、こんにちは。お体の具合は――あっ、ファンションさん！」

　病院だからと少々抑えられていた声は、数日ぶりの再会にすぐさま弾んだ。

「ハァイ、クリューちゃん。元気にしてた？」

「元気です！　今日も朝ご飯とお昼ご飯と、あと、お菓子もたくさん食べました！」

「それは僥ぎょう倖こう。今日は何をしてきたの？」

「えっと、えっと、今日はですね――」

　リーエと一緒に市役所の見学をしてきたこと。ナツと食べたランチが美味しかったこと。時計塔の鐘の音を間近で聴いてきたこと。ウィンドウショッピングをしてきたこと……

　興奮気味にユキと話すクリューを見ながら、スプートニクは。

　ユキに対し、彼女ら魔法使いに対し。

　抗議したいことはたくさんある。

　結局のところ自分は、何の力もないただの人間に過ぎない。なのになぜだか魔法使いの騒動に巻き込まれ、奇抜な子供を押し付けられた。慣れぬ子育てなどさせられた。余計な金を使わされた。いくつもの騒動に巻き込まれ、いらぬ心労を負わされた。散々怪我をさせられた。

　さらに、今だってこうして自由な行動が取れないでいる……
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　ざっと考えただけでも、慰謝料を請求できそうな事案は山ほどある。

　だけど。

　そのすべてがあったからこそ――

「何ですか、スプートニクさん？」

「いや」

　今、春の日差しの中で、従業員クリューが愛しいものたちに愛されていることを思うと。

　店主としては、特に何を貰う必要もないか、と思ってしまうのだった。







　リアフィアット市は大陸東部に位置する、ルカー街道の宿場町として栄えた中程度の街である。

　年間を通して温暖な気候から、多種多様な果物・花か卉きの産地としても知られているその街は、魔女協会の支部こそないけれど警察局の治安維持活動は非常に優秀で、未解決の事件はゼロに等しく、とても暮らしやすい土地だ。

　そんな街の片隅に、店員二名の小さな宝石店があった。――『スプートニク宝石店ジュエリー・スプートニク』。




おしまい。







エピローグ




　最初にスプートニクの状態を、大人たちが口を揃えて「心配するほどじゃない」「大人にはよくあること」とクリューに説明したのが功を奏したのか、今回の件に関しクリューが自分を責めることはなかった。

　命の危機などそう頻繁にあってたまるかとスプートニクは内心思ったが、自己嫌悪に苛まれ無為に過ごされるのも、罪滅ぼしとして四六時中クリューに看護されるのも嫌だったので、適当に話を合わせておいた。

「まぁ、学生時代の彼の女性問題に比べたら、さしたるものでは」「あの頃はよく傷害沙汰になってましたよね。最近は大丈夫なんですか？」と笑ったリョウのことは快復を待って殴りに行く予定ではあるが、当座の問題ではない。

　現に、今日体験したもののことを、身振り手振りを加えて話すクリューに陰りはない。目新しいものが多すぎて、話しても話してもまだ足りないといった様子。

　ヴィーアルトン市はリアフィアット市からは遠く、なかなか来られない場所だから、ここでしかできない体験を積んでおくのは、時間の使い方として有意義でいいことだが――

　ふと、気になった。

「お前さ」

「はい？」

「『体質』は大丈夫なの？」

　楽しさ、周りの物珍しさにかまけて、また『体質』への注意を怠ってはいないだろうか。

　街で買ったという、わさびメープル塩バターチーズさわやかデミグラスいちごあずきバニラ味ポップコーン――旨うまいのかまずいのかスプートニクには想像もつかない――を頬張っていたクリューが「むぐ」と言った。

　口の中がいっぱいで反論できないうちに、念のため釘くぎを刺しておく。

「また見られたりとかしてないだろうな。これ以上の面倒はご免だぞ」

「だ、大丈夫です。ちゃんとハンカチとか、持ち歩いてます。あと、護衛で、ナツさんとラッシュさんもいつも一緒にいてくれてます。大丈夫です！」

　繰り返される『大丈夫』が、逆に信用度を減らしていく。

　なんとか安心してほしいのか、それから、それからと言葉を重ねるクリューに、助け舟があった。

「ジャヴォット一派のことなら、魔女協会本部うちが身柄を確保してるから大丈夫だよ。クリューちゃんのことに関しても、協会内で箝かん口こう令れいが敷かれてる。……あ、コレ美味しい」

　今度こそ私も表立って力になれるしね、とクリューの抱えるポップコーンを脇から摘つまみながら、のんびり言う。どのような話し合いがあったのか知らないが、ユキもとい魔法使いフランソワズは、晴れて魔女協会への復帰――あるいは復権――を果たしたらしい。

　しかし、そこまで楽観視していられる状況でもない。命に代えても従業員を守るのは店主の役目だと信じて疑ってはいないが、店主の命は一つしかないのだ。

　ただの人間に過ぎない自分が、どこまで守ってやれるものやら。

「強硬手段に出ようとする魔法使いが、あれ一人とは限らないだろ。魔法使いにとって、こいつがどれだけ貴重で有用な生き物なのかも、今回、身を以て理解した――宝石を吐くところを見つからないよう、今後の生活における自衛も、これまで以上に何か考えた方がいいかもしれないな」

「あー、でもそれは大丈夫じゃない？」

　事態をまったく重く見ていない、ユキの言葉。

　気に入ったのか、カップからまた、ポップコーンを掴む。

「魔女協会本部の魔法使いたちに対する権力が、絶対であると信じているのか」

「うーん、そういうわけじゃないんだけど」

　掴んだポップコーンを口の中に放り込み、

「どうせクリューちゃんも、もうそろそろ宝石吐かなくなるわけだしさ」

「だからって言って――」

　ユキの言葉を、反射的に否定しようとして。

　はた、と口を閉じた。

　今。

　何かとても大事なことを言われなかったか？

「え？」

　ユキに聞き返しながら――クリューの顔を見る。

　クリューはちょうど、ポップコーンを飲み込んだところだった。

　彼女も言った。

「え？」




宝石吐きのおんなのこ⑨～少女への祈り～　おしまい。
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　クリューを雇って、しばらく経たった頃の話である。




　従業員クリューの私物はウサギのぬいぐるみを筆頭として、少しずつ増えてきていた。

　ただ、あくまで「少しずつ」であって、今のところあれが欲しいこれが欲しいとわがままを言うこともあまりない。聞き分けがいいのか、逆らったら捨てられると思っているかはまだ不明だ。ただ、根なし草の身からして荷物が増えすぎないのは有り難い。

　ユキは手紙でクリューの近況をしきりに聞きたがり、「欲しいものはいくらでも買ってあげなさい」と、自分の資金でもないのに大盤振る舞いなことを書いてよこしてきた。

　また、「もし旅に邪魔になるようなら、私の家で預かるから送って！」とも書いてくれたので、季節外れになったスプートニクのコートを送ってみたところ「お前のじゃねェよ」というメッセージカードとともに送り返されてきた。着払いで。

　それはともかく。

　現在クリューがご執心なのは、例のぬいぐるみと、スケッチブックと、色鉛筆だ。スプートニクが仕事を終えて宿に帰ってくると、ここ最近はいつも、ぬいぐるみにあれこれ話しかけながらよくわからない絵を描いている。

　そしてスプートニクが、寝酒をのんびり楽しんでいる、今も。彼女は書き物机を陣取り、何かを熱心に描いている――

　何度目か、スプートニクがグラスを傾けたとき。

　顔を上げ、こちらを向いたクリューと目が合った。むふん、と息を吐き、自慢げに胸を張る。

「今日のクーは描く屋さんです」

「何屋？」

「描く屋さんです」

　商人のつもりらしい……ごっこ遊びと言った方が正しいか。

　酒の効果か、少し相手をしてやりたい気分になった。

「今日の売り上げはいかがですか」

　ナッツをつまみながら尋ねると。

　クリューはくしゃりと顔を歪ゆがめて、

「なかなかいいカネになったぜェ」

　……誰の真似まねだろう。

　少しクリューの前での言動を改めた方がいいかもしれない――反省するが、アルコールが抜けたときにはそんな決意も忘れているだろう。酒をもう一口、呷あおる。

「じゃ、一枚お願いできますか」

「はぁい！」

　スプートニクの発注に、クリューは元気に返事をして、

「当店は前払い制です」

　案外しっかりしている。

　クリューは、椅子からぴょんと降りるとスプートニクのところへやって来た。手元の皿をしばらく眺めた後、

「チョコがいいです」

「はいよ」

　酒のつまみの中から、銀紙に包まれたチョコレートを一つ取って渡してやる。嬉うれしそうに包みを開けながら「毎度ありがとうございます」と言った。

　絵の内容に関しリクエストを受け付ける気はないようで、何を聞いてくることもない。チョコレートを食べ終わると、さっそく書き物机に戻り、創作活動に取りかかる。色鉛筆の中から黒と青を取り出すと、スケッチブックの左上から丁寧にそれらの色を走らせ始めた。

　一生懸命、スケッチブックに色を乗せていく。その姿を肴さかなに、スプートニクの酒は進み――

「できました」

　スプートニクの瞼まぶたが落ちかけてきた頃、ようやくその言葉を聞くことができた。

　しかし。

　クリューが自信満々にこちらに向けている、スケッチブックの一ページ。そこに描かれたものは……

　何だろう。

　それは、ただただ黒く塗り潰されただけの一枚。いや、青や藍の色も使われ、正確には黒一色ではないが、大体が黒い。暗い。

　散々悩むが答えは出ず、半ば降参の思いで聞いてみた。

「……タイトルは？」

　窓の外を指さし、クリューは胸を張った。

「夜です」

「夜」

　成程、深い。

　……と思うほど親馬鹿ではないが、納得はできた。

「いかがでしょう」

　濃い色を一生懸命塗り続けたおかげで、両手のあちこちが黒くなっている。

　絵の巧拙はさておき――アルコールに頭をやられているせいか、その努力くらいは評価してもいいような気がした。だから、

「取っとけ。チップだ」

　追加でチョコレートを二つ渡してやると、クリューは胸を張った。

　そして。

　誰の振る舞いを見て覚えたのか、こんなことを言うのである。

「今後とも当店を、どうぞご贔屓ひいきに！」




＊




　後日。

「描く屋さんごっこだそうです」と、暗色で塗り潰された例の紙をユキに送ってみたところ、原稿用紙の分厚い束が送られてきた。

　用紙には、絵に対する感動と賞賛があらゆる語ご彙いを使ってびっちり書き込まれていて、

「あいつのクーに対する溺愛ぶりは、一体どこから来てるんだ」

　こんなに子供好きだったか？　と首を傾かしげるも答えは出せず――




　その愛情の所以ゆえんを知るのは、それから数年後のこととなる。




おしまい。
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「今日のクーの予定は、ですね」

「はい」

「クルーロル宝石商会本部の見学です」

「はい」

「今日のスプートニクさんの予定は、ですね」

「はい」

「お怪け我がを治すことです」

「はい」

　ヴィーアルトン市の総合病院、その個室にて。

　宝石商スプートニクは、『きょうのごよてい』と題されたノートを読み上げる従業員クリューに対し、適当な相づちを打った。




　スプートニクは先日の騒動の怪我により、今なおヴィーアルトン市の総合病院に入院中である。

　魔女協会が治療費の全額を支払うと申し出たこと、完治までユキ――というかクルーロル宝石商会が宝石店の各種事務を代行することになったことなどから、スプートニク宝石店として当座の問題はない。

　ただ――

　療養生活の中で、気になったのはクリューのことだ。毎日スプートニクの病室に来る彼女は基本的には楽しそうにしているが、処置を受ける際スプートニクがつい痛みに顔を顰しかめてしまうと、何かを思い出すのかいたく悲しそうな顔をする。それがスプートニクとしては、大変に不快で落ち着かない。

　そこで、同じく病室を訪ねてくるナツやユキ、クルーロルたちに相談したところ、クリューの『暇つぶし』をかき集めてきてくれた。

　ヴィーアルトン市は娯楽も豊富だ。酒や賭け事などといったものも勿もち論ろんだが、市役所には楽器の講習会や動物との触れ合い体験、手芸や工芸の勉強会など、常日頃から多種多様の教室が開かれている。

　その中には勿論、子供のための体験教室も多い。彼らはそれらを、クリューに持ってきてくれたのだった。

　病室の窓際に置かれている、石せっ鹸けんでできた花のブーケも、一昨日クリューとナツとユキの三人で、アレンジ教室に参加して作ったものだと聞いた。「おだいじに」と書かれたメッセージカードが添えられている。

　毎朝クリューが病室で、今日の予定と題して行き先を報告するのは、先日のような警察沙汰を避けるためだ。「もう、勝手にお出かけなんてしないです」といたく反省した様子で言っていたが、クリューへの罰という意味ではなく、状況把握としてのもの。こちらにその気がなくても、襲ってくる相手というのはいるのだから。

　昨日はナツと二人で、ワルツの一日講習会を受講してきたという。くねくねぴょんぴょん、くねくねぴょんぴょん――また踊っているところを見るに、よほど楽しかったらしい。ステップがときどき怪しいが、本人が満足しているようなので良しとする。

「リアフィアット市に帰ったら、ダンスパーティ開きたいです」

「うーん」

　エルサあたりに頼めば、場所の提供くらいはしてくれるだろうが。あの片田舎で開いたところで、本当にダンスを踊れる人間がどれくらいいるのかは不明だ。

　そんなことを答えると、

「じゃ、踊らなくてもいいです」

「それダンスパーティじゃなくね？」

　いつも通りの適当ぶり、何よりだ。

「スプートニクさんは、ダンス踊れますか？」

「……実家にいた頃に一通り覚えさせられたけど、今はどうだろうな。忘れたかな」

「じゃ、私が教えてあげます」

　るんたった、るんたったと歌いながら手足をばたつかせて、

「ダンスパーティに行ったことはありますか？」

　実家にいた頃、社交界に本格的に触れることはなかった。大人たちの会合に呼ばれることもまだ多くなかったから、実際にパーティで踊った経験は――いや。

　子供の頃はなかった、が。

　学生時代に学校主催のパーティに出席したことと、それから。

「就職してから一度、あるな」

「ほほう」

　顎あごに手を当てながら答えると、クリューが興味深そうに身を乗り出してきたので、スプートニクとしても悪くない気分になる。

「何年前だったかな。取引先開拓の意味もあって顧客の紹介で出席したとき、どうもその顧客の娘に気に入られてたらしくて、いきなり『どうしてもあなたと一曲踊りたいの』って。身分不相応だからって断ったんだけど『私の娘に恥をかかせるつもりか』って旦那様に笑われて――」

「もういいです」

　しかしなぜか突然話を打ち切ると、ぷく、と頬を膨らませてそっぽを向いた。聞いたことに答えただけなのに、不機嫌になるとはどういう理屈だ。

「今度、私とも踊ってください」

「俺はもう忘れたって。ナツとでも踊ってろよ」

　ナツの身長なら男性役もできるだろうと思ったから言ったまでだが、それも気に入らなかったらしい。ぷく、ぷく、ぷくとさらに膨れていく。

　まったく何が不服なんだ。理解できず眉を寄せたとき――

　――こん、こん。

　ノックの音がした。戸が開いて、若い看護師が入ってくる。

「スプートニクさん、体温と血圧測りましょうね」

「あ、ああ。そんな時間か」

　話題を変える機会が現れたことに、ほっと胸を撫なで下ろす。

　なお不満そうにじっとこちらを見ているクリューは無視。右腕を差し出すと、看護師の細い指が取った。道具を取り付け、じっと意識を集中している。

　…………。

「気を付けてくださいね。今スプートニクさん、おっぱい見てましたよ」

「見てねェェよ！」

　しっかり見ていたが。

　何が気に入らないのか、なおもひそひそと看護師に話しかけるクリューと、苦笑する看護師に業を煮やして、つい怒鳴った。

「もうお前、行け！　くれぐれもクルーロルさんに迷惑かけんじゃねェぞ！」

「なんですかその言い方！　ひどいです！　クーはスプートニクさんと違って、ちゃんと反省する子ですから、もうクルーロルおとうさんに迷惑かけたりなんてしないんです！」

　俺だって――と返しかけたが、過去から現在に至るまで迷惑の塊を投げ続けている自覚はあったのでつい口を噤つぐんでしまう。

　その隙にクリューは病室の戸に走っていき、ノブに手を掛けると、

「クーはぷんぷんです。ぷんぷんなのです！　いいですかスプートニクさん、クーが帰ってくるまでに、ちゃんとクーへの正しいお返事を考えておいてくださいね！」

　勝手なことを言うだけ言って、病室を飛び出していってしまった。

　くす、くすと笑う声。

「可愛かわいらしいですね」

「……まったくわからん」

　助けたことを恩に着せるつもりはない。それが自分の役目だから。

　しかし――欲を言えばもう少し、自分に対する愛情とか配慮とかがあってもいいのではなかろうか、と思ってしまう。

　そんな愚痴を看護師に零こぼせば、彼女も彼女でまた笑って、

「この上なく愛されていると思いますよ」

　なんて訳知りのようなことを言うから、ため息をつくことになる。







２




「見学楽しみね、クリューちゃん」

「はいっ」

　隣を歩くナツの言葉に、クリューは大きく頷うなずいた。

　病院を出たばかりのときはむかむかぷんぷんしていたクリューの心も、ナツと合流してクルーロル宝石商会の本部に到着する頃にはすっかり落ち着いていた。

　そう。いつまでも余計なことで心を乱してはいられない。なんと言ってもこれは、勉強のための訪問なのだから！

　今日のクリューの予定は、クルーロル宝石商会の訪問。クルーロルが直々に「せっかくヴィーアルトン市に来ているのだから、良かったら社会科見学でも」と誘ってくれたのだ。

　ナツがついて来てくれたおかげで、道に迷うこともなかった。……本当は今日の護衛はラッシュの予定だったのだけれど、クルーロルが「あいつを私の職場に入れることだけは勘弁してくれ」と言ったので、代役をナツが引き受けてくれたのだった。

　看板を見て、手元の地図に視線を落として――ナツがにっこり笑った。

「うん、ここね」

「お時間に遅れなくて良かったです」

　約束の時間の十分前だ。遅刻なんて失礼だし、それに、時間通りに着かなかったら、きっと彼は心配してしまう。道に迷わずたどり着けたことにも、ほっとした。

「少し早いけど、中で待たせてもらおうか」

「はい！」

　ナツと肩を並べて、クルーロル宝石商会の扉をくぐる。ガラス製の大きな扉は、思ったよりも重くなくて、するりと開いた。

　ぴかぴかに磨かれた透明なガラス。息を吹きかけて絵を描いてみたいけれど――今日はお勉強に来たのだ。遊びに来たわけではない！

　広いエントランスに、左手の一角には噴水。泉の中でちらちら色が動いて見えるのは、どうやら魚が泳いでいるようだ。見上げるとシャンデリア。無人の受付に花瓶とともに置かれた「ご用の方はお知らせください」という銀色のベルは、指の跡一つなく磨かれている。

「このベルを押せばいいのかしら」

　今日はたくさん頑張るのだ、と改めて気合いを入れたとき。

「会長。クリューちゃんはまだ来ていません」

「んん？」

　不意に右の方から自分の名前が聞こえて、クリューはそちらを向いた。

　そこには――

「アポイントの時間まで、会長室で執務をお願い致します」

「私どもが受付で待機しております。クリューちゃんがいらしたら、きちんとお呼びいたしますから」

「会長。決済の必要な書類が溜たまっています、どうぞお部屋にお戻りに」

「ええい離せ貴様ら。離せと言っている！」

　建物の奥に続く廊下から、いくつかの人影が出てくるところだった。

　受付らしき女性たちと、押し問答しているクルーロルの姿。なんだかとても立て込んでいるようだ。話しかけたら迷惑だろうか――いや！

　大丈夫！　自分を奮い立たせる。何も恐れることはない。だって、昨晩きちんと、宝石商会訪問のマナーを予習してきたのだ！

「あの、あの、こんにちは！」

　大きな声でしっかり挨拶。すると、クルーロルたちがこちらに気付いてくれた。

　大人の視線をたくさん受けて緊張するが、昨日練習したことを一生懸命思い出す。挨拶の次は、自己紹介と、用件を言うのだ。

「リアフィアット市にある、スプートニク宝石店の、従業員のクリューです！　今日はお勉強に来ました！　よろしくお願いします！」

　練習してきたとおり、きちんと言えた――安あん堵どのため息を吐いた。

　以前、フィーネチカ市にあるクルーロル宝石商会支部を訪ねたときよりは、遥はるかに上手に挨拶できたような気がする。自分で自分に、及第点をあげたいくらいだ。

　さて、皆はどうだろう。顔を上げ、改めてあたりを見回すと、

「どうしてこんなに良い子が、あれの従業員なんだ……？」

「まったくです」

　額を押さえため息をつくクルーロルと、しみじみ頷くナツ。

　どういう意味だろう……挨拶を間違えただろうか？　ちょっとだけ不安になって、クリューは次に、クルーロルへ声をかけることにした。

「あの、あの、こんにちは。クルーロルおとうさん」

　すると、白い髭ひげがもにょもにょ、と動いた。

　痒かゆいのを我慢したようにも、笑いそうになったのを堪こらえたようにも見えたけれど、本当のところはわからない。彼は二度ほど咳せき払ばらいをすると、くぐもった声でぼそぼそと言った。

「今日は会長と呼びなさい」

　成程。つまりクルーロルは、先のクリューの挨拶は、まだ身内に甘える気持ちが表れていたということが言いたいのだろう。

　勉強のために来たのに、成長するための訪問なのに、そんな気持ちでは駄目だ！　クリューは胸の前で、ぎゅっと握りこぶしを作った。そして、

「はい！　よろしくお願いします、会長！」

「うむ」

　子供として扱われないこと。一人の、学問を志す人間として、認めてくれていること。

　身の引き締まる思いである。

「同伴のナツです。本日はどうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします。それでは応接室にご案内します」

　そうして応接室に向かう――前に。

　受付の彼女は、腰を折り、クリューに顔を近づけて、そっとこう言った。

「会長はいつも私たちに、クリューちゃんのことをお話してくださるんですよ。とても真面目な頑張り屋の子だって」

　とっても嬉しい。えへへ、と頬が緩む。

　だからクリューもお返しに、小声でこんなことを教えてあげた。

「クルーロルおとうさんは、とっても優しいんです。大好きなんです」

　声を潜めていたけれど、どうやら聞こえていたらしい。

　髭がまた、もにょもにょもにょ、と動いた。




　会議室、書庫、事務フロア、情報管理フロア……食堂や休憩室。クルーロル宝石商会の本部は、本部だけあって、たくさんの人がいて、たくさんの部屋があって、たくさんの机と書類があった。

　職員以外には秘密にしなければならないことも多いからと、ほとんどの書類は見せてもらえなかったけれど、「これなら機密情報には当たらないだろうから」と、一枚だけ渡されたものがあった――スプートニク宝石店の店員名簿。スプートニクの筆跡で書かれた、クリューの名前を見せてもらった。

　リアフィアット市からこんなに遠く離れた街に、クリューの名前が書かれた書類が置いてある。なんだか、とても不思議な感じがした。

「さて、一通りの案内はできたかな」

　建物内の見学を終え、最後に通されたのは応接室だった。革張りのしっかりしたソファと、木製のテーブル。クルーロルを対面に、ナツと並んで座る。

　ノックの音がして、職員の女性が茶を持って現れる。

　と同時に、クルーロルがテーブルの上を滑らせるようにして、何かをこちらに差し出した。

「当会の紹介パンフレットを作ってみた。良かったら読んでくれたまえ」

「はい！」

　パステルピンクを基調にした表紙に、温かみのあるタッチで描かれた女の子が一人。大きな宝石を胸の前に抱え、こちらを向いてにっこり笑っている。

　表紙上部に書かれた文字は――

『わくわく！　クルーロルほうせきしょうかいにようこそ』

　茶を出す女性の目つきが、キッと鋭くなった。

「会長、最近は妙に熱心に書類仕事をなさっていると思ったら！」

「ええいうるさい、黙れ黙れ」

「こういうものの作成は広報に任せてくださいとあれほど申し上げておりますのに！」

「作りたいものを作って何が悪い！」

　二人が議論するのを聞きながら、クリューはそのパンフレットを開いた。

　書かれたことは、宝石商会の設立の目的、歴史、業務内容。絵も多くて、大きな文字で表されている。読みやすくてわかりやすくて、クリューにも理解ができて。

　だからこそ――

　むにゅ、と口が曲がった。

「どうかした、クリューちゃん？」

　クリューの表情の変化に気付いたナツが、不思議そうに顔を覗のぞき込んでくる。

　なんとか堪えようとするけれど、「大丈夫」と言いたいけれど、叶かなわない。唇がぷるぷる震えて、声が出なくて、やがて。

「ふ……うぇ……」

　涙が堪え切れなくなって、ついナツに抱きついた。

「あ、あらあらあら。クリューちゃん、どうしたの？」

「うう、ううう、うう――」

「今この建物にある菓子類をすべてここに――！」

「クルーロルさんも落ち着いてください！」

　クリューの背を撫でながら、戸を開け廊下に向けて叫ぶクルーロルへ制止を叫ぶナツ。

　落ちた涙は少しだけで、さほどかからず収まった。菓子は山のように集まったけれど。

　洟はなをすすりながらクリューは「泣いちゃってごめんなさい」と二人に謝った。

「スプートニクさんが、前に、私に言ったんです。『俺に万が一の場合があったとき、お前の後見は、商会に一任される』って。前に……魔法使いに、襲われたときに」

「そっか。クリューちゃん、そのときのことを思い出しちゃったのね」

「スプートニクさんは、スプートニクさんがいなくなっても、私は大丈夫って、スプートニクさんがいなくなっても、でも、私は、私は……」

　うる、とまた視界が柔らかくなる。

　……しかし。

　今度は、クリューの目から涙が落ちるより前に、

「あいつが。そうか。……ふっふ」

　どうしてだろう。

　低く、笑う声が聞こえて――

「……クルーロルおとうさん？」

「ああ、失礼。君がそれほど悲しんでいるのに、笑っていい話ではなかったな」

　手を振って謝罪するクルーロルに、苛いらだたしいとか腹立たしいとか、そういった感情は覚えなかった。ナツが渡してくれたハンカチを握りながら、ただ、何が面白いのだろうと、首を傾げる。

　クルーロルはもう一度謝罪を口にして、

「君が聞いたことがあるかは知らないが」

　そう、前置きすると。

　こんな昔話を始めた。

「あれは、駆け出しの頃、カラスに商品を持っていかれたことがある」

　スプートニクは、カラスが嫌いだ。店の周囲にいるのを見かけると、箒ほうきで執しつ拗ように追い払うくらいに嫌いだ。

　クリューは、彼が昔カラスに痛い目に遭わされたということは知っているが、詳しいことは聞いたことがなかった――聞けば、絶対に不機嫌になる。そして、絶対に教えてくれないのだ。クルーロルは「私が教えたということは、あれには黙っておくんだぞ」と悪戯いたずらっぽく言った。

「まだあれが、学校を卒業して間もない頃。私はあれに、私のところの会に入っておくように勧めた。もし何かあったとき、助けになれるからと。……しかしあれは、考える素振りすらせず、鼻で笑って、そんなもの要らんと吐き捨てた。自分のことは自分でできる、人の手は借りないと。しかしその数日後、見事にカラスに襲われた」

　想像する。学校を出たばかりの、駆け出しの若い宝石商が、少し目を離した隙に資産たる商品を荒らされ、持ち去られる光景。

　思い出話として聞くクリューですら、ひい、と悲鳴が漏れるほどなのだから、当時のスプートニクは相当血の気が引いたはずだ。隣で聞くナツも、声こそ出さなかったものの、渋じゅう面めんを作っていた。

　落ち着いた声で、ナツが先を促す。

「彼はどうなったんです？」

「私はことが起きた日の夕刻、たまたまスプートニクに会った。しかしそのときのあれがあまりに挙動不審だったから、また何か馬鹿なことでも企たくらんでいるのかと問い詰めたところ、そういうことが起きたと告白した。しかもそれがまた、馬鹿みたいに高額な商品を仕入れた直後だったそうだ」

「そ、それで、それでスプートニクさんは、どうしたんですか。どうにかなったんですか？」

　ソファから身を乗り出すクリューに、「どうにもなっていなかったら、あれは今頃宝石商などやれていないさ」と笑い――

「あれの店の、当会における加入状況を『手続きは終了していたが当会の事務処理が遅れていた、登録こそなされていないものの、事故が起きた時点ではすでに彼の店は実質上うちの会に加入済みの状態だった』という風にでっち上げて、入会の書類を無理やりうちの事務にねじ込み、最速で処理してうちの保険を適用してやった。……私も甘いな、まったく」

　クルーロルが、ため息をついた。

　それは、過去の修羅場に対してか、面倒見の良すぎる自分にか。

「あいつの、あれほどふてくされた顔はあのとき以外には見たことがないよ。それだけ身の置き所がない話だったということだろうが……まあ、それはいい」

　若き日のスプートニクが、真っ赤な顔をしたクルーロルの説教を受けながら、拗すねたような、いじけたような態度で書類に署名をする。そんな様が、目の前に浮かぶようだ。

「向こう見ずな子供だったあれが、有事における従業員の保護なんてことまで考えられるようになるほど成長したことが、私には面白くて仕方がない」

　クルーロルの髭が、さっきと同じように、もにょもにょ、と動いた。

「そういうことを含めても、今のあれは、昔のあれよりは多くの視点からものを見ることができるようになっているだろう。今回の騒動に関しても、その場しのぎの手を打つのではなく、まず正直に相談しろ、と説教しておいた。……勿論、最悪の事象を防ぐべき方法としてあれが君に言った手段はあるが、今のあれなら、そうする前に、他に取るべき手も考えつくだろう」

　何を思い出したのか、また、ふっふ、と低く笑った。そして、

「安心するといい。あれは今もなお、君とともに成長しているよ」

　それを聞いて。

　クリューの胸に詰まった何かが、すとん、とお腹なかの奥に落ちていったような感じがした。宝石を吐き出したわけでもないのに、それまであった異物感がなくなったような。呼吸が楽になったような気さえする。

　これからの未来も、ずっと、一緒に。

　それを思うと、自然と頬が綻ほころんだ。

「まあ……何だ」

　認めるのは癪しゃくだが、と、居心地悪そうにクルーロルは言い、そして。

「……あれはたいそう捻ひねくれ者だが、確かに将来有望な男だから」

　ずう、と音を立てて茶を飲んだ。まだ湯気が立っていて熱かったはずなのに、彼はカップを傾けて、一気にそれを飲み干した。

　そのとき。

「その言葉」

　それまで黙って話を聞いていたナツが、不意に口を開いた。

「彼が聞いたら、喜ぶと思いますよ」

　するとクルーロルは、眉間と顎に深い皺しわを刻んだ。

　腕を組み、仰のけ反ぞって、

「それは嫌だ」

　あれはすぐに調子に乗るからな、なんて言うから。

　クリューはナツと、声を揃そろえて笑った。







３




「失礼します、スプートニクさん」

　何やら勝手に怒り出したクリューが捨て台詞ぜりふとともに病室から出ていって、数時間が経った頃。

　盆を手にスプートニクの病室へ入ってきたのは、この入院生活の中ですっかり顔見知りとなった看護師の女性だった。

　彼女の名前は覚えていた。包帯のない方の腕を上げて、挨拶する。

「やあ、ニコラ」

「こんにちは。お昼ご飯を持ってきましたよ」

　ベッド脇の小机に食事の盆を置く彼女へ、スプートニクはにっこり微笑ほほえみかける。

「今日も花のように美しいね、君は」

「うふふ、ありがとうございます」

「君に手ずから世話をしてもらえる俺は幸せ者だよ。良かったら礼をしたいんだけど、今晩あたり食事でも――」

「スプートニクさん、お昼ご飯を食べ終わったら、食器はいつも通りそこに置いておいて頂いて大丈夫です。あとで取りに伺いますから、残さず食べてくださいね。それと」

　花のような笑顔はそのままに。

　ただ、続いた声は冷たかった。

「お酒と煙草たばこと外出は厳禁ですよ」

「……チッ」

　舌打ち。

　魂胆は見抜かれていたようだ。

　ニコラが置いた盆の上にはいつも通り、食欲をそそらない料理が並んでいる。栄養のバランスとしては申し分ないのだろうが、入院した翌日には味に飽きた。クリューに「塩とバターを持ってこい」と指示したところ、担当医に告げ口されて叱られたのは同日の話だ。

　それ以来、あの手この手で嗜し好こう品ひんを手に入れようと試しているが、どれも失敗に終わっている。そして新たな手段を試すたび、病院側のスプートニクに対する警戒レベルが上がっていくのだった。

「いいですかスプートニクさん、看護師を籠ろう絡らくして外出しようとしても、病院抜け出して買いに走ろうとしても無駄ですからね。そういう方々を見張るためにも、一階には受付があるんですからね」

「病院食マーズいー」

　柔らかくて味が薄くて、食後には抗生剤だか痛み止めだか、知らぬ薬をあれやこれやと飲まされる。面白みのない食事だ。

「大体、俺は別に病気してるわけじゃないんだ。ただの怪我だぞ。何食ってもいいだろうが」

「ただの怪我じゃないです。大怪我ですよ」

　しれっと言う。

　外出もできず、消毒液のにおいがする空気の中でベッドに縛られ、会う人間と言えば顔見知りか医療関係者ばかり。せっかく大陸統都にいるというのに、スプートニクには、クリューと違って娯楽の一つもない。まったく虚むなしい日々である。

「浴びるように酒が飲みたい。とびきりの旨うまい酒が。しばらく飲んでねェなーァ」

　泥酔するまで飲んだのはいつのことだろう。クリューが旅立った後、リアフィアット市の店で飲んだ酒は……気を失いはしたが、旨さ故のものではなかった。

　嘆くスプートニクに、同情したのだろうか。ニコラの返事には、少しだけ柔らかさがあった。

「退院したら、お祝いに飲んでくださいね。もちろん、体に障さわらない程度に、ですけど」

　柔らかくとも妥協はない。うん、だか、はあ、だか、自分でもわからないくぐもった返事が自分の喉から漏れた。

　いずれにせよ、この先数日間は引き続き禁酒禁煙の日々が続くようだ。この街には、リアフィアット市では手に入れにくい珍しい酒も多く売られているというのに……

　ヴィーアルトン市での飲酒。そのフレーズからぼんやりと、思い出したことがあった。

「……学生時代はよく、寮で飲んだな。しょっちゅう後輩潰したわ」

「お強いんですね。後輩さん、かわいそうに」

「あいつだけじゃねェよ。俺も散々記憶なくした」

「ますますかわいそう」

　ころころ笑う。

　――噂うわさをしたから謎の力が働いた、とかいうわけではないだろうが。

「失礼します」

　戸が開き、一人の青年が病室に入ってきた。

　スプートニクの古い知人。学生時代の後輩兼使い走りで、今はこの街に店を構える同業者――

「どうも、クリウさん」

「リョウ。何しに来た」

　そしてそれは、別に特段会いたい人間というわけではなかった。ひらひら手を振るリョウ宝石店店主リョウに、八つ当たり気味に尋ねる。

　彼は気を害した様子もなく、手にした茶色の紙袋を掲げて見せた。そして、

「刺とげ々とげしくしないでください。ただの見舞いですよ」

　ベッド脇の椅子に座り、看護師ニコラから死角になるようにしてリョウが紙袋から取り出したものは、無色透明の液体が満ちた瓶。

　それをそのまま、スプートニクへ差し出した。

「そろそろ、病院の食事に飽きてきた頃かと思いまして、口直しに」

「ほーん。お前にしちゃ気が利きくじゃねェか」

「市場でミネラルウォーター買ってきました」

「あいっかわらずお前は気が利かねえなァ馬鹿野郎」

「手のひら返すの早すぎませんかって痛いった！」

　抜いたコルクを親指で弾はじく。狙い違たがわずリョウの額に命中した。

　開けてしまった以上飲まないのも勿もっ体たいないような気がして、取り敢あえず呷る。言う通りアルコールの味はかけらもしなかった。そもそも無味だった。本当に水だ。

　額を押さえたリョウが、きょろきょろ室内を見回している。何を探しているのかと思ったら、

「今日は、ちびっこちゃんはいないんですね」

「うん？」

　本人の前で口にしたら烈火のごとく怒り出しそうな呼称だが、誰を指しているのかはわかりやすい。

　彼はスプートニクのことを、古い名前で呼ぶ。似た名前が交じるのを避けるためだろう。

「今日はクルーロルさんに商会本部を案内してもらってる。ヴィーアルトンなんてなかなか来る場所じゃないからな、こっちでできることをできるだけ経験しておきたいみたいだ……何、あいつに会いに来たの？　お前」

「ええ、まあ、それもあります。うちの従業員と仲良くしてくれてるらしいんですけど、どんな子なのかあんまり知らないですから、ちょっと話をしてみたくて。まあ、クリウさんと違っていい子らしいってのはなんとなくわかってますけぶへ」

「おっと手が滑った」

「スプートニクさん、ご安静に！」

　つい怪我を負った方の腕で枕を投げてしまい、看護師の叱責が飛んだ。

　食事の準備を終え、病室を出ていく看護師の背中に簡単な謝罪を告げる。彼女は「まったく」と文句の一つも言いたそうな表情を残して、そのまま去っていった。

「しかし、商会の見学ですか。真面目な勉強家ですね。クリウさんと違って」

「俺だって勉強くらいしてるぞ」

　ベッド脇の小机に置いたスケッチブックを取り、リョウに放る。入院中の時間潰しに書き溜めている、アクセサリーのデザインだ。

　技術は磨き続けなければ衰えていく。スケッチブックを開きひとしきり眺めたリョウは、眉を寄せて笑い「わかってますよ」と言った。

「いや、まあ、はい。わかってます。クリウさんは、学生時代から成績も優秀で、作るものも他の学生に比べ頭一つ抜けてて。それは才能だけじゃない、努力の裏打ちあってのことなんだというのもわかっているつもりです……でも、それと同じくらい、女の子に手出しまくったり器物破壊したりしてたんで修羅場生産機みたいな印象が強くて真面目感には欠け痛いった！」

「真面目な勉強家、ね」

　食事をするためベッドから降り、ついでにまた一言多いリョウの足を踏みつけた。そして――ただでさえ旨くない飯を消毒臭い空気の中で食いたくはなかった――窓を開ける。

　ぶわりと風が入り込んで、カーテンが大きくはためいた。

「ま、そうなんだろうな……」

「はい？」

　風の音か、呟つぶやいた言葉はリョウに届かなかったらしい。

　振り返って、椅子に座ったままの彼を見下ろす。

「学生時代の俺が、今のあいつほどいろいろなものを必死に見てたかと聞かれたら、自信はないね。どちらかというと俺は、自分の見られるものだけを凝視していたように思う」

　無論、作り手として、商人として必要な知識は意地でも叩たたき込んだし山ほど資料を読んだ覚えはあるものの、宝石商会の仕組みやら保険やらの知識には、あまり興味がなかった。

　いや、実家にいた頃に社会学含む基礎的な学問は叩き込まれていたから、一般常識くらいは持ち合わせていたが――

「いやーなかったですよ一般常識。常識あったら毎日違う女の子取っ替え引っ替えしてませんよ」

「うーるせェなぁ」

　学生時代の自分は、へらへら笑いながら文句をつけるこの後輩や、不足する部分を口酸っぱくして説教してくる目付け役クルーロルがいたから、余計に反抗心が募っていたのかもしれない――いや多分そうだ――だから学生時代の奔放な振る舞いは五、六、いや八割ほどはこいつらのせいなのだ――うん。

　ともかく、現在のクリューに比べて、過去の自分は。

「広く物事を知りたいと願い、悩んだり、物思ったり、心折れたりしている余裕はなかったように思う」

　それとも、もっと若い頃、実家で背筋を伸ばしていた頃はあんな感じだったろうか。……思い出そうとしても、あまりに昔のことで、ろくな記憶は出てきそうになかった。だけど多分、ああではなかったと思う。実家で、使用人に、坊っちゃまと呼ばれていた頃の話。

「ま、そういう意味では、あれは将来有望なんじゃねェの。知らんけど」

　するとリョウは、くっくっく、と喉を鳴らして笑った。

「その台詞、ちびっこちゃんに言ってあげたら、喜ぶんじゃないですか」

　さて、どうだろう。想像してみるが、あれのことだ。喜んだり図に乗ったりというよりも「スプートニクさんが私を褒ほめるなんて何か後ろ暗いことが」と眉を寄せ疑いの目を向け、痛くもない腹を探ってくるはずだ。

　心からの言葉を疑われて、気持ちのいい人間は、いないだろう。

　……とはいえそんな考えを、学生時代の後輩になど聞かせてやる理由もなく。

「あれはすぐ、調子に乗るからな」

　ベッドに腰かけ、食事を眺める。野菜と肉とヨーグルト、丸パン、スープ、ぬるい茶。どれも体に良さそうで、言い換えれば味気の足りない、病院食だ。

　それでも、表情を隠す道具くらいにはなるだろう。スプートニクはマグカップを取り上げると、薄味の茶を一気に飲み干した。




おしまい。







あとがき




　祈りと聞いて思い出すのは、数年前の春先に、長野県まで桜を観に行ったことです。青い空の下、不落城として名高い上田城に咲き誇る千本桜は、たいへん見事なものでした。

　その際、眞さな田だ神社に参拝をしたのですが、社務所にて、水色の千代紙に包まれた合格祈願のお守りに目を引かれました。私自身はさほど信心深い方ではないのですけれど、そのお守りを迎えてしばらくのちに作家デビューのお話を頂き、今もこうして文章を書いているあたり、ご利益があったのかなと考えています。

　こんにちは、なみあとです。九巻、祈りの物語となりました。




　今巻のコンセプトは『総力戦』です。

　宝石を愛した少女と、宝石に愛された少女の話。そして、彼女らを取り巻く人々の話。クリュー奪還に向け、それぞれがそれぞれの想いを胸に、戦ってもらいました。

　希望と期待とちょっとの不安を胸に抱いてクリューが足を踏み入れた、大陸統都ヴィーアルトン市。友人リーエと体験学校を楽しんだはずのその街が、今回は、不穏な空気に満ちています。

　ユキが、ファンションが胸に抱き、守らんとして築いてきたもの。スプートニクが日々の中で、いつの間にか築いていたもの。時の流れの中で成長したのは、クリューだけではありません。登場人物たちそれぞれの変化、行き着くところを書きました。皆様に楽しんで頂けたら嬉しいです。

　そして、ようやくヴィーアルトン市でスプートニク宝石店の店員二人が揃いましたのに、いつもの調子でのびのび頑張るクリューの姿がないのは寂しいなと思い、巻末に『暇人たちのヴィーアルトン市』を入れました。

　この旅でクリューの心に残るのは、怖い思い出だけではないはずです。




　さて、かくして騒動は幕を閉じ、舞台は再びリアフィアット市へと戻ります。

　ヴィーアルトン市にてクリューが感じ、学び、得たものはたくさんありました。

　優しい人たちに守られた少女は、何を選び、いかに成長するのか。

　次は、そんな物語をお届けできたらいいなと思っています。




　それでは、次巻にてお目にかかりましょう。

　ついに十巻、フィナーレとなります。最後までお付き合い頂けましたら幸いです。




なみあと
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